










































































本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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プロローグ






　初夏というには暑すぎる猛もう暑しよ日びが続く７月初しよ旬じゆん。地球温暖化が絶好調に進行中なのは言うまでもない。

　外では蟬せみがジージーだのミンミンだのと大合唱しており、日も傾かたむきかけというのに未いまだに騒さわがしい。夏の風物詩といえば聞こえは良いものの、夏なつ風か邪ぜをこじらせてダウン中の俺からすれば風ふ情ぜいもへったくれもない。総評、うるせー。

　蟬ってパリピに似ている。集団でギャースカ騒ぐところや夏に命を懸かけているところなんか特に。レゲエの夏フェスでタオルとか振ふり回してそう。

　独り至上主義の俺が蟬に生まれ変わったとしても、一言も発しないまま一生を終えるんだろうな。それどころか土から出ないまま一生を終えるかもしれん。わざわざ命懸けで外に出て繁はん殖しよく行動に精を出すくらいなら、独りひっそりと息絶えて早々に土の養分になりたいものだ。

　俺は学校を休んでまで何をしょうもないことを考えているのだろうか。

　ポジティブに考えれば、しょうもないことを考えるくらいには体調が戻もどっているということなのか。

　ふと、インターホンの音が聞こえてくる。

　今現在、家族は全員不在なだけに、選せん択たく肢しは俺が出ることしか残されておらず。居留守を使うことも可能だが、宅配の人だった場合、炎えん天てん下かの中の再配達は申し訳なさすぎる。

　若じやつ干かんのだるさは残るものの動けないほどではない。ベッドから立ち上がり、２階にある自室から玄げん関かんへと向かう。

　玄関ドアを開けば、見慣れた制服姿の女子２人が視界に映る。眉み間けんが引きつってしまうのは、外の熱気に当てられてか。はたまた見慣れすぎているからか。

「やっほ。お見み舞まいに来たよー」

　愛あい嬌きようたっぷりの笑え顔がおを輝かがやかせるのは美み咲さき華か梨りん。クラスを飛び越こえ、乙おと塚づか高校のアイドルと言っても過言ではないくらいのスケールの絶対ヒロイン。またの名を博愛主義者。

　その隣となりにいる羽は鳥とり英え玲れ奈なも、上品に口角を上げて微笑ほほえみかけてくる。

「住所はアマちゃん先生に聞いた。まだ苦しい？」

　美咲を太陽と喩たとえるなら、羽鳥は月といったところか。涼すずし気な瞳ひとみや艶つややかに真まっ直すぐ伸のびた黒くろ髪かみが大人びた雰ふん囲い気きを漂ただよわせ、同年代より落ち着いた印象を与あたえる。

　親しん睦ぼく会幹事の一件から、俺の愛すべきプライベートルームにたむろするようになったはた迷めい惑わくな奴やつらである。

　そんな２人が俺の家前までやって来ていた。

　いくら独り好きとはいえ、最低限のコミュニケーション力くらいは持ち合わせている。

「ども」と会え釈しやく。

　挨あい拶さつ完かん了りよう。

「それじゃ」

「姫ひめ宮みや君!?」「ひ、姫宮っ……！」

　今一度、会釈をした後、ドアを閉める。

　部屋に戻るべく元来た階段へ足を掛かけようとすると、コンコン！　とノック音。

「……」

　立ち尽つくすこと15秒。ノック音は止やまず。止まない雨はないのだから、ノック音くらい直ぐ止んでほしいが、人生そんなに甘くない。

　ため息を漏もらしつつ、玄関のドアを今一度開く。

　先ほどまでの愛嬌ある笑みはどこへやら。両者とも整った顔立ちを不満そうにむくれさせ、美咲にはグヌヌヌ……！　羽鳥にはムゥゥゥ……！　という表現がよく似合う。

　そんな瞳で俺を見つめるなよ。逃にげたくなっちゃうだろ。

　尋じん問もんしに来た刑けい事じのように、美咲が警察手帳代わりにスマホを取り出して俺へと見せつけてくる。

　画面にはＬＩＮＥのチャット欄らんが表示されており、朝の時間帯には、

【カリン】おはよー。今日もお休みみたいだけど、具合は大だい丈じよう夫ぶそう？

　さらに昼頃ごろには、

【カリン】具合は良くなったかな？　放課後、英玲奈と一いつ緒しよにお見舞いに行こうと思うんだけど平気？　お土産みやげにオススメのプリン買っていくね！

　というメッセージと、デフォルメされたナース姿のウサギスタンプが。

　以降のメッセージは何もない。そりゃそうだ。俺がメッセージを返してないんだから。

　皆みんな大好き、既き読どくスルーである。

「姫宮君、何か言うことがあるんじゃないかな……？」

「……。間に合ってます？」

「違ちがうよっ！　既読スルーについてだよ！」

　知ってましたけどね。

「死人に口なしって言うし、病人もケースバイケースってことで」

「姫宮君の既読スルーは、恒こう例れいイベントだから無理があるよ！」

　恒例イベントと思うなら、メッセージ送らなければ問題解決だろうに。

　くそ……、こんなことなら、『平気じゃない』ってメッセージを返しておけばよかった。さすがに来ないだろうと思っていたが、相手はあの美咲。並の慈じ愛あい精神の持ち主ではないのだ。

「今、こんなことなら、断りのメッセージ入れておけばよかったって考えてたでしょ？」

　美咲が、じぃぃぃぃ……とジト目で顔を近づけてくる。

　ほう。さすがはコミュ力モンスター。俺の考えていることをガッツリ見通してきやがる。

　正解の褒ほう美びにと、サッと視線を逸そらす。




　結局、俺の部屋にまで上がりこまれてしまう。せめてリビングのほうが好ましかったが、「まだ横になってたほうがいいよ」と美咲に強く勧すすめられたから。「感染うつるかもしれないし、もう帰ったほうがいい。というか帰れ」という俺の意見は棄き却きやくされた。

　そして現在、片かた肘ひじついてベッドに横たわりつつ、美咲と羽鳥を見下ろすというマハラジャ的空間ができあがっている。どこぞの石油王が世話係の美女を両りよう脇わきに抱かかえてる的な？

　やばい、全然嬉うれしくない。

　嬉しいことといえば、美咲と羽鳥が土産にと買ってきたプリンが美味うまいことくらいか。

　さすがはスイーツ大好き女子、美咲のオススメ。ガラス瓶びんに入ったなめらかなカスタードは絶品で、少し甘めな味付けもほろ苦いカラメルが程ほどよく絡からみ合い、しつこさや飽あきを全く感じさせない。大変美味おいしゅうございます。

　このお土産には素す直なおな感謝を述べたいが、

「英玲奈のレモンクリーム美味しそうっ！」

「うん、サッパリしてて美味しい。期間限定だから選んだけど正解だった。華梨のキャラメルナッツはどう？」

「すっごく美味しいよ！　ねねっ、一口交こう換かんしようよ！」

「いいの？」

　言うが早しと、美咲は自分のプリンを一口分すくって羽鳥の口元にスプーンを近づける。

　羽鳥は恥はずかしそうに一度俺へと目配せしてくるが、甘い誘ゆう惑わくには勝てないようだ。自分のプリンも一口分すくうと、美咲の口元へとプリンを近づける。

　互たがいの手を交差させ、互いのプリンを食べる百ゆ合り百合タイム突とつ入にゆう。

「美味しい～～♪」「幸せ……♪」

　うっとり至福感じてんじゃねーぞ。

　お前ら、本当に見舞いに来たのかよ。俺ん家ち、カフェとして利用しに来ただけじゃねーのか……？

　２人のはしゃぎっぷりを見ていると感謝する気も失うせる。

　視線に気付いた美咲が自分のプリンを隠かくすように半身に。さらにはベッ！　と短い舌を出してくる。

「姫宮君が悪いんだよ？　ちゃんとメッセージ返してくれてたら、プレーン味以外のプリンも選んできてあげてたんだから。罰ばつとして私たちのプリンはあげません」

「羨うらやましくて見てたわけじゃねーよ」

　俺はそんなにいやしくねー。




「は、春はる兄～～～～っ！」




　勢いよく玄関ドアが開いた音と、蟬以上にうるさい大声が２階にまで響ひびき渡わたる。

「うわ……帰って来やがった……」

「「？」」

　騒そう音おん留とどまることを知らず。声の主がドタドタと慌あわただしげに階段を駆かけ上がり、そのまま廊ろう下かを全速力。勢いそのままに俺の部屋のドアを開ける。

　ドア前に立っている小さな生物は妹のゆず。

　否いな。ドア前に立っていたのは妹のゆず。何な故ぜ、過去形かというと、俺へと飛びついて来ていたから。ヘッドダイビングで。

　強きよう烈れつな頭ず突つきを下腹部に与えられ、「ぐっ……！」と声が漏れる。ゆずのツインテールが俺の頰ほおを往復ビンタし、ランドセルのフックに掛かっている箸はし入りの弁当袋ぶくろが俺の後頭部を追つい撃げき。

　半泣きのゆずは、俺に抱だき付いたまま顔や身体からだをベタベタ触さわってくる。

「春兄大丈夫!?　死んでない!?　生きてる!?」

「たかだか夏風邪くらいで死なねーよ」

　風邪を引いてからというもの、ずっとこの調子である。

　小学３年生の妹は、俺と血が繫つながっているのか疑問が湧わくくらい騒そう々ぞうしい奴で、ご覧の有様の兄離ばなれができていない奴なのだ。

　兄思いすぎて重い。

「暑苦しいから離はなれろ」

「暑いのは風邪を引いてるからだよ！　待ってて！　今すぐエアコンの温度下げるから！」

　テーブルに置いたリモコンをゆずは手早く回収すると、怒ど涛とうの16連打。ピピピピピッ……！　という電子音とともにエアコンが物もの凄すごい勢いで冷れい却きやくを開始。

「アホか！　どんだけ設定温度下げんだよ！」

「いいのいいの！　地球に悪くても春兄の身体には良いことだからいいの！」

「俺の身体にも悪いからリモコンよこせ！」

「やぁ～～～！」

　頑かたくなにリモコンを離そうとしない残念な妹と争っていると、強い視線を感じてしまう。

　忘れていた。美咲と羽鳥の存在を。

　２人は２人でポカン、としていたのだが、直ぐに我に返る。

　そして、瞳を爛らん々らんとさせ、頰を緩ゆるめて口を揃そろえる。




「「か、可愛かわいい……！」」




　やかましいわ。

　ハッ！　とゆずも遅おくれて反応を示す。２人のほうを振ふり向いたゆずは、右の結ゆった髪かみが床ゆかに付くくらい、こてん、と首を傾かたむける。

「どちら様？」

　マジかお前……。今いま更さら気付くとか遅おそすぎだろ。

　さすが全校生徒と友達になりたいと豪ごう語ごする美咲。誰だれをも安心させる笑えみを浮うかべつつゆずへ近づくと、中ちゆう腰ごしになって話しかける。

「初めまして。姫宮君のクラスメイトで、美咲華梨って言うんだ。こっちの子は羽鳥英玲奈。今日は２人で姫宮君のお見み舞まいに来たんだよ。よろしくね！」

　美咲に紹しよう介かいされた羽鳥も、「こんにちは」とゆずへと微笑ほほえみつつ、

「お名前教えてもらってもいい？」

　ゆずは緊きん張ちようしているのか、俺の背中に隠れてしまう。２人はそんな姿も可愛いと思っているようで待ち続ける。貴方あなたの口から名前を聞かせてと優やさしげな表情を浮かべて。

　しばらくすると、ゆずが俺の背中から顔を半分出す。

「──は、」

「「「は？」」」




「春兄のお見舞いに来るクラスメイトなんていないもんっ！　春兄はずっと独りぼっちだもんっ！」




「何だその嬉しいような悲しいような叫さけびは……」

「「……」」と啞あ然ぜん状態の２人のうち、リカバリーが早かったのは美咲。

「だ、大丈夫だよ！　私たち、姫宮君の友達だから！」

　羽鳥に同意を求めれば、ワンテンポ遅れて我に返った羽鳥も「う、うん！」と頷うなずく。

「少なくとも私たちは友達だと思ってる。姫宮がどう思ってるかは分からないけど……」

　２人の視線が痛い。

　私たちは怪あやしい者じゃないよ、と説得し続ける美咲だが、ゆずは折れるつもりはないようで、ブンブンとツインテールを揺ゆらして断固拒きよ否ひの姿勢を貫つらぬく。俺＝独りのイメージが根強い故ゆえに、美咲と羽鳥への警けい戒かいを緩めない。

「友達なんて噓うそだ噓だ！　春兄言ってた！　一方通行の友達は友達じゃないって！　それは都合のいい友達だって！」

「姫宮、めちゃくちゃ言いそう……」

「姫宮君！　妹ちゃんに変なこと吹ふき込んじゃダメでしょ！」

　さすが我が妹、俺のアイデンティティをしっかりと覚えてくれている。

　妹の将来が心配。

　ゆずはもはや暴走モード。「つつもたせって奴やつだ！　きっと外で、くっきょーな男の人が待機してるんでしょ！」と騒さわぎ立て、いるはずもない屈くつ強きような男を探そうと、窓越ごしにキョロキョロと外を見下ろし始める。さらには外に向かって声を張り上げる。

「隠れてないで男の人出てきて！　春兄は逃にげも隠れもしないから堂々と戦って！」

「近きん所じよ迷めい惑わくだから止やめろバカ！」

　仮に男がいたらどうする。俺は戦わんぞ。

「お、落ち着いて！」と必死に美咲がなだめるが、ゆずの暴走モードは止まらない。

「多勢に無勢でも、春兄はＴＵＥＥＥから問題ないも──、！　……」

「ゆず？」

　ラップ調にまくしたてていたゆずの動きが唐とう突とつに停止。

　何事かと俺たちの動きまで固まっていると、ゆずの腹から、ぐうぅぅぅぅ……という音が聞こえてくる。

「お腹なか空すいた……」

　フリーダムかよ。

「えっと……。プリンもう１つあるけど、食べる？」

　美咲がテーブルの下にしまっていた紙箱を開き、ゆずへとプリンを差し出す。

　プリンをガン見するゆず。
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「…………。食べるっ！」

　妹の将来が心配。




　美咲を座ざ椅い子す代わりにもたれるゆずは、すっかり２人に懐かい柔じゆう。もとから人ひと懐なつっこい奴だから特段不思議ではないものの、プリン１つでここまで懐けば、残念感は否めない。

「あのね、あのね。春兄って、ゆずと独りが大好きでしょ？　だから、お姉ちゃんたちが悪い人たちって決めつけちゃったの。ごめんなさい」

「いいよいいよ。独り好きなのは姫宮君に問題あることだもん」

「聞き捨てならんぞ」

　というかゆず。しれっと俺の好きなものに自分を入れるなよ。

「ねーねー」

「？　どうしたの？」

「どっちが春兄の彼女さんなの？」

「「えっ!?」」

「どっちも都合の良いい友達なの……？」

　それは意味が変わってくるから止めろ。

　２人も俺と同じことを考えているらしい。答えづらい雰ふん囲い気きに耐たえ切れず、美咲は誤ご魔ま化かすように麦茶をチビチビと飲み続け、羽鳥はクールダウンするようにグイッ、とグラスを傾ける。

「ゆず。２人を困らせるようなことを言うな」

「どーして？」

「事態を収しゆう拾しゆうするのはどうせ俺だからだ」

「理由が最低だよ姫宮君っ！」

　だって今も収拾してんの俺じゃん。

「はーい」と、挙手するゆずは美咲から離れると、そのまま俺のもとへ。

「春兄ー」

「何だよ」

「もう元気？　死なない？」

「お前はしつこいな……」

　逆に、未まだ死なないの？　と聞かれてる気がしてくるわ。

　そんなことを言えば面めん倒どうになるのは分かっている。適当に流すのが一番である。

「ああ、もう元気だ。明日あしたからはいつもどおり学校行けるくらいにはな」

「ほんと!?　じゃあプール行こ！　今週の土曜日！」

「死にそうだから無理」

「なんで！　死なないんじゃないの!?」

「人はいずれ死ぬ」

「春兄は死なないもん！」

「お前、俺をなんだと思ってんだよ……」

「？？？　独りで生きていけるカッコいいお兄ちゃんだけど？」

　独り＝不老不死かよ。独り最強かよ。

　さすがゆず。病やみ上がりの人間をプールに誘さそうとか鬼き畜ちくすぎる。

　とはいうものの、以前からプールに連れて行けとうるさいのだ。何でもスイミングスクールに通っている日ひ頃ごろの成果を見せたいんだとか。

　誰が高校生にもなって妹とプールに遊びに行かなきゃならんのだ。

「ＹｏｕＴｕｂｅにでもアップしといてくれよ。気が向いたら見とくから」

「やだやだやだっ！　知らないお兄ちゃんがいっぱい見るから嫌いやっ！」

　大きいフレンズに愛してもらうのは嫌らしい。

「お姉ちゃんたちもプール行きたいよね!?」

　救きゆう援えん要よう請せいすべく、ゆずが美咲へと飛びつく。

　この流れ、嫌な予感しかしない……。

　美咲は「あー……」と声を出しつつ、申し訳なさげに両手を合わせる。

「ごめんね。お姉ちゃん、土曜日は別の予定が入っちゃってるんだ」

「お姉ちゃんＡには失望した！」

「失望された!?　あとＡ!?」

　危ねー……、俺の杞き憂ゆうだったようだ。よくよく考えれば、美咲はカースト最上位の学園アイドル。休日も友達と遊びに行ったり、買い物に行ったりと予定が埋うまっていても不思議ではない。お前は三つ星レストランかよ。

　美咲はもう使い物にならないと、ゆずは羽鳥へと飛びつく。

「お姉ちゃんＢは!?」

　お姉ちゃんＢこと羽鳥は、唇くちびるに指を置いて考えるような仕草をする。

　そして、

「ちょっと待っててくれる？」

「おい、お前まさか……」

　カバンからスマホを取り出した羽鳥が部屋を出ていってしまう。

　嫌な予感再来。この不安も杞憂だと願いつつ、羽鳥の様子を窺うかがうべくワンテンポ遅れて廊ろう下かを出る。

　どこに行ったのか見回せば、何やら階段下の玄げん関かん付近から声が聞こえてくる。

　耳を澄すましつつ、下を覗のぞいてみれば、

「お、お母さん？　今週の土曜日、一いつ緒しよに買い物行くの今度でもいい……？　う、うん。友達とプールに行きたいから……っ」

　あの野や郎ろう。実の母よりアホな子を選ぶというのか……。

「っ！　あ、ありがとう！　う、うん♪」

　母親との話し合いが成立したらしい。その場で喜びを嚙かみしめるようにグッ、と胸前で両りよう拳こぶしを握にぎってガッツポーズ。おまけに上じよう機き嫌げんな鼻歌も聞こえてくる。さすが、自分では大人っぽくないと言うだけのことはある。カワイイデスネ。

　というか、やばい。

　時すでに遅おそし。ルンルン気分、たわわな胸が揺れるくらいのスキップしながら階段を上がって来る羽鳥とエンカウントしてしまう。

　俺が気に入っているバンドの新曲を口ずさんでいた羽鳥の鼻歌がピタリと止む。刹せつ那な、羽鳥の足も完全停止し、大きな瞳ひとみが俺を捉とらえて放はなさない。

「ひ、姫宮……！」

「お、おう……」

「き、聞いてた……？」

「おう……」

「～～～っ！」

　まさに声にもならぬ声。せめて表情だけは見られたくないと、赤面する顔を両手で隠かくそうとすれば、羽鳥の豊満で形の良い胸が、ぎゅぅぅぅぅっ！　と両りよう腕うでに押し潰つぶされる。

　今のお前のが恥はずかしいことしてるなんて、俺には言えない。

「い、行くから……」

「は？」

　未いまだに顔を赤らめたままの羽鳥が、甲こう子し園えん球児ばりに高らかに宣せん誓せい。

「私も姫宮とゆずちゃんと一緒にプール行くからっ！」

「……」

　俺が行くなんて一言も言ってないんですけど。








１章　羽は鳥とり英え玲れ奈なは成長したい






　すっかり体調も回復した翌日。土日も含ふくめれば実に４日ぶりの学校。

「おっ、姫ひめ宮みやじゃん。久々だな！」

　自分の教室、１年Ｂ組に入ったときだった。教室後ろのロッカー付近にたむろするリア充じゆうグループの１人、波なみ川かわ俊しゆん太た郎ろうが、「よっす」と朗ほがらかな笑えみで挨あい拶さつしてくる。

　相変わらず、爽さわやかという言葉が相応ふさわしい奴やつだ。朝練終わりだからかスポーツタオルを首に掛かけており、くるぶし丈たけまでロールアップしたスラックスからはミサンガが覗いている。暑さを緩かん和わさせるためか、オシャレを追求した結果なのかは分からない。それでも、オシャレなのだからオシャレと言わざる得ない。

　イケメンは何をしてもサマになる。ただしイケメンに限るという奴である。

「風か邪ぜはもう治ったみたいだな」

「おう」

「何で風邪引いたんだ？」

「先週の通り雨が原因だな。濡ぬれたまま空調の効いた喫きつ茶さ店てんにずっといたから」

「どうせ本読んでたんだろ？」

「ほっとけ」

「ははっ！　図星かよ！」

　白い歯を覗かせるほど大笑いする波川が眩まぶしい。仕返しに、某ぼうアイドル事務所に履り歴れき書を送ってやろうかと思うくらい。

　親しん睦ぼく会の一件、つまりは隣となりクラスのリア充グループとのトラブルを回かい避ひして以降、波川は度たび々たび俺に話しかけてくる。とはいっても、クラスメイトに毛が生えた程度で、休み時間を一緒に過ごしたりするような仲ではない。

　他のクラスメイトも、俺のことを得体の知れない奴からクラスメイトとして見るようになったと思う。

　良くも悪くも。

　どういうことかといえば、好意的な者もいれば、そうではない者もいるという意味だ。

　ある者は俺のことを「空気を読まず物事をハッキリ言う奴」、ある者は「誰だれにでも嚙みつくヤバい奴」、ある者は「キレると何をしでかすか分からないタイプの危ない奴」などなど。

　好意的な奴いなくね？

　まぁ、他人の評価など上がろうが下がろうが心底どうでもいい。俺は人気者になりたいわけでも、リア充たちの仲間入りを果たしたいわけでもないのだから。独り静かな高校生活を送れれば他に何も望まない。

　よって、波川グループの伊い刈かりに、「あと１日休めれば５連休でＧＷだったじゃん！　惜おしかったな姫宮！」と大だい爆ばく笑しようされたところで何とも思わない。絞しぼり出だして、アホ乙おつ。

　不意に突つき刺ささる強い視線を感じ、視線の主と目を合わせる。

　視線の主は、波川の隣に座っている女子、クイーンの遠えん藤どう比ひ奈な。相変わらず甘ったるい

匂においの香こう水すいを漂ただよわせ、酷こく暑しよの今、山を歩けばカブトムシやクワガタが群がってくるのではなかろうか。

　遠藤は間ま違ちがいなく、親睦会の一件以降、俺のことを空気から嫌けん悪おの対象として見ている。理由はどうあれ、自分に盾たて突ついた俺がお気に召めさないのだろう。

　とはいえ、靴くつの中に画びょうを入れられたり、地元の先せん輩ぱいを召しよう喚かんしてダイレクトアタックしてきたりなど、実害があるわけではない。見えない存在とされていた俺が、異物として睨にらまれるようになったくらいだ。認にん知ちされるようになったのだから、むしろ昇しよう級きゆうしたかもしれない。

　ポジティブすぎだろ俺。

　俺を一いち瞥べつし終えた遠藤は、元のニコニコ顔に戻もどると、リア充グループの注目を集める。

「今日の放課後、遊びに行こ～♪」

　遠藤の取り巻きの１人、渡わた住ずみが「さんせーい！」と声を上げ、他のリア充たちも異論などあるわけがないと、一いつ瞬しゆんで放課後の予定を完成させる。

　遠藤がリーダーでサバゲーとかしたら、統とう率そつ取れてかなり強そう。

「ゴメン！　今日は彼氏とデートだからウチはパス！」

　１人の女子が申し訳なさげに手を合わせる。

　名を洞うろヶが瀬せ夢ゆめ乃の。遠藤に次ぐカーストポジションを有する女子というイメージが俺にはある。上層部の人間なだけあり、存在感強めのライトブルーのカーディガンを腰こしに巻き、合わせる手から覗く長めの爪つめは、見事なまでに１本１本がコーティングされている。１人エレクトリカルパレード。

「え～。夢乃～、また彼氏ー？」

「いいっしょ？　ヒナも彼氏作りなよ」

　洞ヶ瀬が手を合わせつつも顔を綻ほころばせれば、「言ったな～」と遠藤が頰ほおを膨ふくらませる。洞ヶ瀬は自分の意見をある程度言える力を有しているようだ。

　２人のやり取りに周りのリア充たちが笑い合い、青春ここにアリという光景が目の前に広がっていた。

　俺には眩しすぎる世界の立ち見を終え、そそくさと自分の席へ向かう。席はもちろん最前列の角席。１回目の席せき替がえから今日まで、誰にも譲ゆずらない俺の特等席である。

　じんわりと当たる朝日に心地よさを感じつつ、朝のＨホームＲルームまでのんびり過ごそうと、読みかけの本をカバンから物色していく。

「カ───ッ！　わたしも彼氏とデートだからパスって言いたいっ～～～！」

「……」

　今月から隣の席になった奴がうるせー。

　ダンダンダンッ！　と足あし踏ぶみし、自分の机に突っ伏ぷして頭をゴロゴロ。

　駄だ菓が子しを買ってもらえず、駄だ々だをこねる妹と姿が重なる。

　ご乱心中の女子の名を倉くら敷しき瑠る璃り。今を生きる女子高生の模も範はん例みたいな奴で、エネルギッシュという言葉がよく似合う。

　美み咲さき・羽鳥・倉敷が揃そろえば、１年Ｂ組の良心、仲良し３人組が完成する。今現在、既すでに仲良し３人組は結成されており、俺同様、美咲も羽鳥も不ふ憫びんそうに倉敷を見下ろしている。

　ついにはゴロン、と倉敷の首の向きが俺側へと固定される。首だけ動く様はなかなかにホラーチック。
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「というわけだから姫宮、わたしの彼氏になって」

「「えっ」」

　驚おどろいたのは俺ではなく、倉敷と一緒にいる美咲と羽鳥。

　何でお前らだよ。

「動機が不純すぎるだろ」

「アンタのその的確なツッコミ、わたしは評価してるよ。他の男子なら秒でＯＫされて返事に困るからね」

「自意識過か剰じようすぎるよ瑠璃……」

「何おうっ！　人より可愛かわいいからって調子乗んなよ華か梨りんっ！」

「乗ってません！」

　赤面しつつ吠ほえる美咲を尻しり目めに、倉敷の暴走は止まらず。おもむろに立ち上がると、羽鳥の肩かた──、ではなく胸に手を置き、ぽんぽんと叩たたく。

「る、瑠璃……っ!?」

「英玲奈や華梨だって他人ひと事ごとじゃないから」

「「？」」と再び固まる２人に、倉敷は話を続行。

「夏休みまであと３週間切ってるんだぞ？　このままじゃ、３人で仲良く遊ぶだけで夏休みが終わっちゃうぞ？　悲しすぎでしょ。女子高生のかけがえのない夏休みなのに」

「私はそれでいいけどな」と呟つぶやく美咲の意見に倉敷は聞く耳持たず。「いい加減叩くの止やめて……！」と焦あせる羽鳥の意見にも倉敷は聞く耳持たず。

「そして、何より……」

「何より？」「な、何より……？」

「ウチのファミレス、恋こい人びといない奴から優先的にシフト入れられるんだけど！　どうするよ！　花火大会の日にわたしだけウェイトレス姿になっちゃったら！　わたしも浴衣ゆかた着てデートしたいのに！」

　知らんがな。

　これ以上、関わりたくないとイヤホンを両耳に差し込もうとするが、イヤホンと耳の間に倉敷の手が入り込んでドシャット。

「わたしこんなに可愛らしいのに！　チャーミングなのに！　姫宮っ！　わたしはどうすればいいっ!?　簡潔に述べよ！」

「……。須す磨ま海岸にでも行けばいいんじゃないか？」

　須磨海岸。兵ひよう庫ご県の海水浴場を挙げるとすれば、まずはココといってもいいくらいの有名スポットである。

　倉敷激げき怒ど。

「馬ば鹿か野や郎ろうっ！　あそこはナンパスポットで有名な場所じゃん！」

「だから勧すすめたんだけど」

「ナンパは運命的な出会いじゃないから却きやつ下か！」

　そんなんだから彼氏がいつまで経たってもできないのではなかろうか。

　時間切れを知らせるように予よ鈴れいが鳴り響ひびく。倉敷はタイムアウトのボクサーの如ごとく、トボトボと自分の席へ戻ると、力なく腰こし掛かけて盛大に溜ため息いき。

「でも、海かぁ……。いいなぁ。彼氏と一いつ緒しよに水に浮うかびた～い……。海の家でかき氷とか焼きそばとかシェアしたーい……。暮れなずむ夕ゆう陽ひの下でわたしを捕つかまえてほしい……」

　どうしたことか。羽鳥の顔が真っ赤。おまけにしどろもどろ。

「んんん？」

　羽鳥の挙動を倉敷は見み逃のがさない。再度、椅い子すから立ち上がると、羽鳥の様子を窺うかがうべく接近してしゃがみこむ。

「英玲奈……、もしかして、男と海行く予定があるのか？」

「！　な、ない……」

「海じゃなくて、プールとかいうオチは絶対許さないぞ？」

「……」

「～～～っ！　この裏切者～～～っ！」

「はぇ……っ!?」

　倉敷ご乱心。下から羽鳥に威い勢せいよく飛び掛かると、胸を豪ごう快かいに鷲わし摑づかんでこねくり始める。

「かぁ～～～！　一番大人しい奴がこれだよっ！　優等生の皮被かぶって実は野や獣じゆう系女子かよっ！　自じ慢まんのバストで悩のう殺さつかよっ！」

「や、野獣系……、悩殺……？」

「こらっ瑠璃！　英玲奈から離はなれなさい！」

「断る！　こうなりゃ華梨も放さない！」

　揉もまれる女、揉みしだく女、２人の間に入ろうとして揉まれる女に注目が集まらないわけがなく、男性生徒の視線が釘くぎ付づけ。

「一度でいいから、華梨ちゃんたちのトライアングルの中に入ってみたいよなぁ……」

「分かりすぎて辛つらいわ。俺もあの中で溺おぼれたい……。寿じゆ命みよう10年削けずれてもいいから」

「俺、入れるなら死んでもいい」

　うっとり観察する男子グループの視線に気付いた美咲は「男の子たちは見ちゃダメ───ッ！」と叫さけぶが、そんな動どう揺ようっぷりも可愛いんですよと、一同の顔がさらに緩ゆるまるだけ。

　今日も１日、平和である。

「姫宮君も瑠璃を止めるの手伝──、!?　な、何で音楽聴ききながら本読んでるの!?　自分の世界に入らないで！」

　知ったこっちゃない。羽鳥とプールに行く相手が俺だってバレてみろ。余計話がややこしくなるわ。

　予鈴が鳴ってもセクハラを続ける倉敷が、天あま海み先生に怒おこられたのは言うまでもない。




　　　　※　※　※




　放課後。文化棟とう４階にある空き教室。またの名をプライベートルーム。奴やつらにとっては秘密基地。本日もかけがえのない独りの時間を満まん喫きつすべく、パイプ椅子に腰掛けてスマホから垂れ流しにしたネットラジオをボーッと聴いている。

　おもむろに天てん井じように設置されたクーラーを見上げる。当たり前だがクーラーが使用できるわけもなく、宝の持ち腐ぐされ状態。

　使えればもっと快適な生活を送れること間違いなしだが、使えないものは仕方ない。俺にできるベストな行動は、クーラー代わりにうちわをパタつかせ続けることだけだ。
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　持っているうちわには、見覚えある若かりし美女の顔がプリントされており、『君歌ファンクラブ～ＳＯＮＧ　ＦＯＲ　ＹＯＵ～』とクソダサい文字入り。本ほん棚だなの隙すき間まに挟はさまっていた卒業生の遺産である。

「こう暑いと、アイス食べたくなるねー」

「うん。直すぐ溶とけちゃいそうだけど」

　視線を僅わずかに傾かたむければ、長机の向かい側、前方の２席では当たり前に美咲と羽鳥が談笑中。もはやツッコまん。要するに相席や共有スペースと思えばよいのだ。図書館や電車で隣となりに人が座っている感覚である。

　結構な頻ひん度どで話しかけられるけども。

『今年の夏は、最高の友達と最高のひと夏を過ごします！　夏最高っ！』

　お気に入りの関西ローカル番組にて、パーソナリティがリスナーから届いたメッセージを明るいトーンで読み上げている。メッセージ主は、１００％濃のう縮しゆく還かん元げんリア充じゆうに違ちがいない。

　ふ……、と思わず鼻で笑ってしまう。

「姫宮君。今、絶対バカにしたでしょ？」

　美咲は貴方あなたの考えは全てまるっとお見通しだと、じぃぃ……、と大きな瞳ひとみを半眼にして覗のぞいてくる。

「バカになんかしてない。最高連呼しすぎで、事あるごとに『神回』ってタイトルに付けるユーチューバーみたいだなって思っただけだぞ」

「世間ではそれをバカにしてるって言うんだよ……」

　一生に一度の願いを多用する的な？　あまり強い言葉を遣つかいすぎると弱く見えるぞ的な？　何な故ぜ、リア充やパリピと言われる人種たちは、「私たち最高でーす♪」とでも言いたげに知人や世間に身の上話を公表したがるかが分からん。

　ＳＮＳの呟きで、フォロワーが『いいね』って押してるけど、あれ絶対『どうでもいいね』だろ。友達いないから立証できんけど。

「他人に最高をアピールする奴らって、最高になりたいんじゃなくて自己顕けん示じ欲よくを満たしたいだけじゃないのか？　腹の底から自己満足できていれば、他人にどう思われようと最高だと感じられると思うんだが」

　と、経験者は語る。

　他人の意見に左右される最高なんて俺にとっては最低だ。

　自分が楽しいと思えるなら、自己満足だっていいではないか。

　つまり、おひとり様は日常生活にて最強。覚えておけ。

　美咲が、「また姫宮君が哲てつ学がく的に独りを語り始めた……」とげんなりしていると、

「分かるっ！」

　激しく同意します！　とでも言いたげに、羽鳥が俺へと急接近。勢いよく前のめりで迫せまってくれば、長机に乗ってしまった大きな胸が、へしゃげるくらい圧あつ迫ぱくされてイッツアビッグワールド。

　釘付けになるわけにはいかないと、羽鳥の胸から顔へとフォーカスを急いで変へん更こう。大人っぽい顔立ちを崩くずすくらい純じゆん粋すい無む垢くな笑え顔がおが目の前には広がっていた。

「神回っていうから動画見たのに、微び妙みようかも……？　ってなることよくあるっ！」

　お前が共感するのは、そっちかい。

　さすが見た目は大人、中身はサブカル女子。食いつきが尋じん常じようじゃない。

　ＹｏｕＴｕｂｅあるある早く言いたいかの如し。

「私はよく本家の曲だと思って聴いてみたら『歌ってみた』でガッカリすること多い！　長文タイトルにして、ワザと『歌ってみた』っていう文字が見えないようにするのズルい！　けど、上手な人だと聴き入っちゃう！」

　羽鳥はマシンガントークがやめられない止やめられない。楽しいことや好きなことを話すと周りが見えなくなる典型的なパターンで、普ふ段だんから大人っぽいキャラを演じていると語るだけに、その反動は大きい。胸に負けないくらい。

「姫宮は他にガッカリしちゃうことってある？」

「俺か？　そうだな……。ガッカリというかイラッとすることは、そこそこあるかな」

「例えば？」

「新曲の動画と思いきや、謎なぞにアーティスト紹しよう介かいするだけの文字だけの動画とか」

「ほ、他にはっ？」

「ＦＵＬＬって書いてると思ったらＦＵＬＩで１番の歌詞をリピートする動画、ありえないくらい大量の広告入れてくる作業用ＢＧＭ、度を超こえたユーチューバーの自己紹介広告」

「～～～っ！」

　目を輝かがやかせて手を握にぎってくるなよ。

「共感してくれてるのは分かった。けど羽鳥。その辺にしとけ」

「？　……あ」

　我に返る羽鳥が、隣に座る美咲へと振ふり向く。

　笑顔の美咲がそこにはいた。けれど、いつもの百点満点の笑顔ではない。ギコちなさこの上ない笑顔。共通の話題に入れなくて、ただただ作り笑いや相あい槌づちしかできない典型的な愛想笑いである。皮肉にも博愛主義者の美咲がボッチで、独り至上主義の俺が集団。

　ポジション替かわれ。

「ご、ごめんね、華梨……！」

「気にしないで大だい丈じよう夫ぶだよ。英玲奈が幸せなら私も嬉うれしいし。ね？」

「あ、ありがとう……っ」

「でもさ。そろそろ私も寂さびしいから、３人で話せるような話題にしてくれると嬉しいかな？」

「そういえば羽鳥。土曜日の集合時間と場所はどうする？」

「私を独りぼっちにするの、そんなに楽しいかなっ!?」

　人に合わせるの苦手。

　ぷんすか怒る美咲だったが、直ぐに意い気き消しよう沈ちん。ふてくされるようにテーブルへと顎あごを乗せ、唇くちびるを尖とがらせる。

「いいなぁー。私もプール行きたかったなぁー……」

「そんなに来たいなら来ればいいじゃないか」

「えっ」

「なんで驚おどろくんだよ」

「まさか、姫宮君が来てもいいなんて言うと思わなかったから……」

「私もビックリ……」

　羽鳥も当たり前に同意しやがる。俺の評価って一体。

　美咲は思考を巡めぐらせ、何か閃ひらめいたようだ。「んー？」とニッコリした笑みに。

「姫宮君も男の子だもんねー。女の子の水着姿なら１人でも多く見たいよねー？」

「俺の負担──、じゃなくて、ゆずと遊んでくれる奴が１人でも多いほうが助かるからだけど」

「……。姫宮君がそういう人って知ってたけどね……」

　落ち込まれましても。

「華梨はどうしても来れないの？」

「うーん……、そうだねぇ。その日は、中学時代の友達と買い物行く約束入ってるんだ。両方ＯＫしちゃうとダブルブッキングになっちゃうよ」

「２グループに誘さそわれて１グループ選んだ結果、もう片方から『向こうグループのがウチらより好きなんだ』ってなる感じか」

「人が中学時代の友達と、遊びたくないみたいな言い方は止やめてくれないかな……？」

「違うのか？」

「違うよっ！」

　てっきり表面上の付き合いかと。

「確かに今回みたいなケースって判断に困るのは認めるけどね」

「分かる……」と共感する羽鳥は、楽しい話題ではないからか、トーンが暗い。

「そういうときに限って、遊び場所が被かぶってバッタリしちゃったこと私ある……」

「あるあるだよねー。私はそうならないように、先に誘われたグループと遊ぶようにしてるよ。前もって言っておければ誤解も生まれづらいしね」

「祖父の13回かい忌きと被っても、先に誘われた遊びを優先するのか？」

「時と場合にはよるし、勝手におじいちゃんを殺さないでくれるかな!?」

「カラオケあるから、天国のおじいちゃんゴメンね？」のパターンがあると思ったから安心しました。

　美咲は、ふくれっ面つらになり、ベッ！　と短く舌を出す。

「姫宮君は独り好きだから、私たちの気持ちなんて分かりませんよーだ！」

「気持ちが分からないのは認める。けど、俺だって似たような経験ならしたことあるぞ」

「「！」」と２人が驚きよう愕がくの表情。さらには、椅い子すへ深く座り直して聞き入る姿勢に。

「早く昔話を聞かせて！」「姫宮早くっ！」

　どれだけ俺の困りごとが楽しみなのだろうか。

　まぁいいさ。

「俺が小学校低学年の頃ころの話だ。俺のクラスには高たか峰みねと笹ささ岸ぎしというガキ大将が２人いたんだ」

　２人はどちらがリーダーに相応ふさわしいか、毎日のように言い争っていた。そんな２人が仲が良いいわけがなく、結果、クラスの男子たちは高峰派と笹岸派に二極化。対立までするようになってしまう。

　そしてある日、均きん衡こうを崩すべく事件は起こる。

「高峰と笹岸らは、どちらが俺をグループに入れることができるかで決着をつけようと言い始めたんだ」

「今、しれっと言ったけど、当時から姫宮君は独り好きだったんだ……」

　休み時間は、独りで図書室に行って読書したり、独りでグラウンドに行って竹馬とか一輪車乗り回してました。

「その日からは地じ獄ごくのような日々だった……。２人から毎日のように休み時間や放課後は遊びに誘われ、給食の時間は冷れい凍とうミカンやヨーグルトを大量に賄わい賂ろされ、無む駄だにおかずを盛られ続けた。考えられるか？　カミカミビーンズまで大量に盛ってきたんだぞ？」

「カミカミビーンズ、懐なつかしい……」と羽鳥は呟つぶやく。

　カミカミビーンズとは、煎いり大豆とちりめんじゃこを甘あま辛からく炒いためた、神こう戸べっ子御ご用よう達たしの嬉しくない献こん立だての１つ。当たり前だ。煎り大豆の摂せつ取しゆなど節分の日だけで十分である。

「全く、厄やつ介かいな日々だったな」

　カミカミビーンズでイライラを防止したいと、今になって恋こいしくなる。

　ないものねだりは良くない。手元のコーヒーを一口飲んで心を安らがせる。

　俺としては全て話し終えたはずだが、２人としては未いまだに消化不良らしい。姿勢を崩そうとしない。２人の顔には、『続きはまだ？』と書いてある。

　その後など、平常運転で何も面おも白しろいことなどない。

「断っても断ってもしつこい２人に、俺の堪かん忍にん袋ぶくろの緒おが切れたんだ。教室のド真ん中で２人に言ってやったさ。『どっちとも仲良くならない。だから、これ以上俺に構わないでくれ』って」

「ひ、姫宮君っぽい……！」「姫宮っぽい……！」

　姫宮っぽいも何も、俺は純正１００％姫宮春はる一いちだからな。

「そのあとはどうなったの？」

「……」

「姫宮君？」

「それまで以上にクラスメイトから話しかけられるようになった……」

「「……え？」」

「２人の恐きよう怖ふ政治を覆くつがえそうと、男子たちが新たなリーダーとして俺を持ち上げ始めたんだ。賛同した女子たちも……」

　要するに高峰と笹岸に不信感を持つ奴やつらは多かったということだ。

　嬉しくもない姫宮勢力の完成である。

　無気力、自じ堕だ落らくな俺の政権は直すぐに空中分解したものの、ほとぼりが冷めるまでは本当にストレスが掛かかったものだ。

「今思い返しただけでも、寒気がする……」

「あはははは！」「……ふふっ！」

　２人が大笑い。

　不満たっぷりの俺の視線に気付いた２人が、目に溜たまった涙なみだを拭ぬぐいつつ謝罪。

「ごめん、ごめん。だってさ、小学生の頃の姫宮君、全く性格変わってないんだもん」

「だよね。巻き込まれないようにして、結果巻き込まれてるところなんかも変わってない」

「「……ぷっ！」」

　またしても２人大だい爆ばく笑しよう。

　むかっ腹にコーヒーを流しこんでいると扉とびらが開く。

「失礼するでーす」

　プライベートルームに入って来るのは、俺らの担任の天海水面みなも先生。愛あい称しようアマちゃん先生。今日も足りない身長を補うべく、トレードマークである黄色い風ふ呂ろ桶おけを抱かかえる姿は小学生チック。

　ここは部室ではないだけに、天海先生は顧こ問もんというわけではない。しかし、ほぼほぼ顧問的な役割を果たしているのではなかろうか。活動内容や活動報ほう酬しゆうも一応はあるし。

　活動内容は、天海先生の手が届かないような雑用業務やクラス問題などを手伝うこと。

　活動報酬は、この教室の使用権及および、俺のコミュニケーション能力の向上。

　最後の報酬は別に要いらんのだが。

　当たり前に天海先生は、俺隣どなりの空いた席へと腰こし掛かける。

「アマちゃん先生、何か飲む？」

「ありがとうございます、美咲さん。それでは温かいココアをお願いします。なる甘で」

　なるべく甘めのことだろうか。なる早みたいに言うなよ。

　心置きなくプライベートルームを使うためにも、何か業務があるのなら、さっさと終わらせたい。美咲がココアを作る過程を、鼻歌交じりに待っている天海先生に尋たずねる。

「今日はどうしたんですか？」

　天海先生はビー玉のようなクリッとした瞳ひとみをパチクリ。

「何もないですよ？」

　何もないのに来るなよ。

「ああっ！　今何もないのに来るなって思った！　絶対思った！」

　言いたいこと、主にマイナス要因の感情が顔に出るクセはどうにかせんといかんな。

　来客用マグカップに電気ケトルのお湯を注ぎ終えた美咲は、涙目の幼女をなだめつつ完成したココアを手て渡わたす。どちらが大人か分かったもんじゃない。

　天海先生は不満をぶつけるかのように、ふーふーとココアに息を吹ふきかける。

「全く！　姫宮君にはデリカシーというものがありません！　美咲さんや羽鳥さんと一いつ緒しよにいることで、少しくらいはコミュニケーション能力が身に付いてきたと思ったのに！」

「人はそんな簡単に変われないです」

「15、16歳の若造がナマ言うなですっ！」

　見た目10歳がナマ言うなよ。

　よし、今のは顔には出なかったようだ。

「先生だって疲つかれてるんですよ！　朝早くから職員会議用の資料を作ったり、夜遅おそくまでテストの採点を行ったり！　たまには可愛かわいい生徒たちとお喋しやべりして癒いやされたっていいじゃないですか！」

　この人は愚ぐ痴ちをこぼしに来たらしい。ココアを一口飲み、マグカップをテーブルに置く姿は、ビールジョッキを持っているようでＯＬ感が漂ただよっている。いきなり大人へとアップグレード。

「何な故ぜ、夜の見回りをして、先生がお巡まわりさんに補導されないといけないのですか!?」

　いきなり子供へとダウングレード。

　教師だけでも大変な職業なのに、幼女すぎるという十じゆう字じ架かも背負っているのだから苦労は計り知れない。

　それにしても初耳だ。

「見回りとかしてるんですね」

「不定期ですけどね。特にこの時期は、高校生活に慣れてきた１年生の子たちが夜遅くまで遊んだり、夏休みに備えて無断でアルバイトしたりする子がチラホラいるんですよ」

　そう言われてみれば、無断バイトが見つかって反省文を書いた２年生がいると先週の集会で言っていた気がする。

　俺の通う乙おと塚づか高校はちゃんと申しん請せいをすればアルバイト可能な学校である。けれど、申請書には親の許可が当たり前に必要だったり、一定の成績を維い持じしていなければバイトができない。故ゆえに、規則を破る者が少なからずいるようだ。

「美咲さんと羽鳥さんは、22時以降も遊んだり、無断でバイトはしてないですよね？」

　天海先生の問いに対し、２人は首を横に振ふる。リア充じゆうだろうと遊び人ではないだけに規則はキチンと守っているようだ。

「姫宮君は無断でバイトはしてないですよね？」

「言っときますが、独りでも22時以降遊べますからね」

　遊んでねーけども。

　教師のソロハラ、ソロ充ハラスメントを流しつつ、丁度良い頃ころ合あいだと思った。

「先生。俺もそろそろバイトしたいと思ってたんで、バイト申請用紙貰もらってもいいですか？」

　またしても、「「「えっ！」」」という声が重なる。しかも１人増えとる。

　あろうことか、３人は長机に身を乗り出してコソコソ話を開始。俺にかろうじて聞こえる程度に。

「２人とも聞いた？　姫宮君がバイトだって……」

「うん……。聞き間ま違ちがいじゃないと思う。……じゃないよね？」

「先生は嬉うれしいですっ。あの姫宮君が社会の一員になって頑がん張ばろうとしているなんてっ！」

　人を反社会人みたいに言うなよ。

　コソコソ話を終しゆう了りようさせ、美咲が挙手。

「姫宮君はどんな接客業以外のバイトするつもりなの？」

「ナチュラルに接客業を候補から外すなよ。別に接客業でも俺は良いと思ってるぞ」

「えー。でも、接客業って基本笑え顔がおが大事なんだよ？」

　大だい丈じよう夫ぶかなぁ、と疑ぎ心しん暗あん鬼きな美咲は客のつもりらしい。

「店員さん、ハンバーガーセットください！　それと、スマイルもお願いします♪」

「……ふっ」

「英玲奈、今見た!?　この店員さん、鼻で笑ってきたよ!?」

「ご一緒に挑ちよう発はつはいかがですか？」

「ムカつく～～～！」

　ありあとやしたー。

　天海先生は俺らのやり取りを見て、微笑ほほえまし気に頷うなずき続ける。ドＳなのだろうか。

「さて。そろそろ先生はお暇いとまさせていただきます。皆みなさんも悪い子を見つけたり、情報なんかが入り次し第だい、先生に報告してくださいね」

　分かりましたと美咲と羽鳥が頷くが、俺は頷かない。タダ働きはしない主義である。

　顔に出てしまったのか、はたまた俺の０円スマイルがお気に召めさなかったのか。美咲は満開の笑みで言うのだ。

「アマちゃん先生はお仕事多くて大変だから、私たちが『率そつ先せんして』協力していこうね？」

　美咲の意図を汲くんだ羽鳥も、同意するように頷く。

「うん。これからも『秘密基地を使っていく』ためにも頑張る」

「ね、姫宮君？」「姫宮も頑張ろうね」

「やだ」

「……」「……」

　脅おどしに屈くつすると思ったら大間違いだこの野や郎ろう。

　繰くり返す。タダ働きはしない主義である。ましてや仕事を無む駄だに増やしたくはない。

「好意で仕事を引き受けすぎると、好意に付け込まれて無駄にやることが増えるだけだぞ」

　お前らのようなお人ひと好よしは、どの時代でも損をすると相場が決まっている。社会は弱肉強食なのだから。

　力強く宣言する。

「それでも手を差し伸のべるなら差し伸べればいい。けど、俺を巻き込まないでいただきたい。俺は残業だらけでアフターを楽しめないお人好しサラリーマンになるくらいなら、心を鬼おににしてでも定時に帰る。アフターを楽しみたい」

「誰だれ目線なのさ姫宮君は……」

　おひとり様目線ですが何か。

　天海先生が「うーん……」と天てん井じようを仰あおぎつつ唸うなる。

　しばらくすると、何か閃ひらめいたようだ。

「ではでは、こういうのはいかがでしょうか？　無断でバイトしている人を見つけてくれたら、この教室のクーラーを夏の間、使用しても良いというのは」

「やらせていただきます」

「早いよ！」「即そく答とう……！」

　繰り返す。タダ働きはしない主義である。

「それでは交こう渉しよう成立ですね♪」

　天海先生がニッコリすれば、俺も力強くコックリ頷く。

「ココアごちそう様でした」と一礼した天海先生は教室を後に。

　一時停止にしていたラジオを再生すべく画面をタップし、胸ポケットから生徒手帳を取り出す。メモ欄らんに、『今月の目標：無断バイトしている生徒を見つける』と記入していく。

　ラジオの声で搔かき消されるとでも思ったのか。

「英玲奈。姫宮君が飲食店とかで働くようになったら、絶対イタズラしに行こうね」

「うん。姫宮のバイトしてるところ見るの楽しみ」

「……」

　うるさい奴やつらに蓋ふたはできないので、自分の耳にイヤホンを差し込んでラジオに専念する。

　バイトに受かっても、死んでも教えねー。




　　　　※　※　※




　本日は、ゆずや羽鳥とプールに行く約束の日。

　いわゆるプール日和びよりという奴だ。青空にギラギラと浮うかぶ太陽は、昼過ぎとあって絶好調。男の俺でさえ海パン一丁で日の下もとにさらされれば、紫し外がい線やらメラニンやらが頭をよぎるくらいに日差しが鋭するどい。もはや痛い。

　今現在、施し設せつ内にて２人が着き替がえ終わるのを待っている最中である。

　小学生のゆずを遠出させるのは不安という理由から、俺の地元、六ろつ甲こうアイランドにある小規模レジャープールに本日は決定した。辺りを見み渡わたせば、お世辞にも盛せい況きようしているとはいえない来客数で、あと何年持つのだろうかと心配になってしまう。

　だが、そこがいい。今日は快適に過ごせること間違いなし。

「春兄おまたせっ！」

　元気いっぱい。女子更こう衣い室からフリフリな水着姿のゆずが、勢いよく飛び出してくる。エンジョイする気満々。身体からだには浮き輪を装備し、頭にはシュノーケリング用ゴーグルを装着済み。

　日ひ頃ごろの成果を見せる気持ちが、本当にあんのかよお前は。

「ねーねー春兄！　ゆずの水着姿どう？　のーさつ？」

　本人としてはグラビアポーズをとっているつもりなのだろうが、浮き輪を天高く掲かかげて腰こしをくねらせる姿は、海かい鮮せん家族のＥＤを彷ほう彿ふつとさせるだけ。

「いいんじゃないか。小学生相応で」

「えへっ♪　えへへっ！　ありがとう～～～♪」

　妹が小学生相応に馬ば鹿かで良かった。

「ほらほらっ！　エレ姉も早く早く！」

　遅おくれること数秒。エレ姉こと羽鳥は、ゆっくりというか、おどおどしく更衣室から現れる。２人は更衣室で裸はだかの付き合いをしたから仲良くなったというわけではなく、以前家に来た段階から美咲を含ふくめ、もはや姉妹レベルで仲が良い。今日を以もつて、ゆずを妹養子として引き取っていただきたいくらいに。

　ようやく羽鳥が目の前に。

「春兄！　エレ姉も褒ほめてあげて！」

「わ、私は大丈夫……っ」

　恥はずかしいのだろう。薄うす手でのパーカーを羽織り、羽鳥の本物悩のう殺さつボディは完全シャットダウン。俺の視線や周りの視線を気にするように、ひっきりなしにパーカーの丈たけを気にしたり、大だい胆たんに露ろ出しゆつした足をもぞつかせたり、髪かみをいじり続けたり。

　やっと視線を合わせてきたと思いきや、サッ、と視線を下げてモジモジ。実に忙せわしない。

　いるよな。被ひ害がい妄もう想そう激しい奴。

　丈の短いスカート穿はいてて、階段上がるときに被害者面づらで後ろ気にするＪＫとか。

　見てねーし。

「もう！　パーカー脱ぬがないと春兄に褒めてもらえないよ！　もっと自信持ちなよ！　エレ姉のオッパイすごいんだから！」

「ゆ、ゆずちゃん……っ！」

　すれ違う小学生の男子たちが、「「「おっぱい!?」」」とゆずのパワーワードに過か剰じよう反応。さすれば羽鳥も、トイレですか？　とツッコミたくなるほどモゾモゾ倍増。

「こらゆず。羽鳥を困らせるな」

「ひ、姫宮……」

「恥ずかしくても、仕方ないと俺は思うぞ」

「え？」

「下着姿は恥ずかしいのに、水着姿は恥ずかしくないみたいな風潮、俺も昔から疑問だったし」

「そ、」

「そ？」

「そんなこと言われたら、私一生、パーカー脱げないっ……！」

　すごいオッパイ見せびらかすよりは、いいんじゃないですかね。

「もうじれったいなぁ！」と、ゆずはその場で素す足あしでペタペタと足あし踏ぶみ。

「エレ姉！　夏だよ？　もっと大胆になろうよ！」

「だ、大胆……？」

「そうだよっ！　この日のために、カリン姉たちと水着買いに行ったんでしょ!?　春兄を悩殺しにきたんでしょ！」

「ゆずちゃん!?　それは内ない緒しよだって──、!?　ち、違うの姫宮！　新しい水着がなかっただけだから！　悩殺とかおこがましいことは考えてないからっ！」

　何でもいいし、何ならどうでもいい。

　大人系女子、もはや瓦が解かい。必死にアワアワと弁明し続けるが、もはや脳より言葉が先に出てしまっているのが丸分かり。

　しかし、途と端たんに口をつぐむと、

「……。私、脱ぐっ……！　大胆になる……！」

　羽鳥よ。世間ではそれをヤケクソというんだぞ。

　以前の服屋のときも思ったが、つくづく変わりたい願望が強い奴だな。

　ゆっくりと胸むな元もとのチャックを羽鳥が摑つかむと、あとは下げるだけだと、ゆずの「ＯＰＰＡＩ！　ＯＰＰＡＩ！　ＯＰＰＡＩ！」コールが響ひびき渡わたる。

　もはや羽鳥の耳にセクハラコールは聞こえておらず。未いまだに恥ずかしそうに身体を丸めるのだが、ついには躊躇ためらったら負けだと、チャックを上から下まで一気に下降。

　立派な胸の持ち主なだけに、チャックは大きくカーブを描えがきながら肌はだ色いろ面積を露あらわにしていく。そのまま可愛かわいらしい小ぶりなヘソが垣かい間ま見みえたと思いきや、あっという間にチャックは全てを下ろしきられる。

「ぬ、脱いじゃい、ました……」

　知らんがな。と言いたいところだが……。

　おおう……。さすがはグラマラスボディの持ち主だと言わざる得ない。

　羽鳥が身に纏まとうのは、セパレートタイプの無地色ビキニ。小細工の利きかないシンプル系の水着だからこそ、羽鳥の立派に育った胸や引き締しまったウエストが最大限に映はえている。

　極め付けはトップの肩かた紐ひも。左右の肩紐がピンッ、と張りつめていて、いかに羽鳥の胸がボリューミーな代しろ物ものなのかを物語っている。紐が胸を支えている感がすごい。

　俺の頭にいる審しん査さ員たちが、一いつ斉せいに札を上げる。

『悩殺』『悩殺』『悩殺』『悩殺』『悩殺』

　満まん場じよう一いつ致ち、悩殺です。

　ゆずが、よく脱げました！　と拍はく手しゆ喝かつ采さい。

「春兄！　ちゃんと褒めてあげてっ！　オッパイ大きくて素す敵てきだねって！」

「ただのセクハラ親おや父じじゃねーか」

「ゆ、ゆずちゃんっ！　オッパ──、むむむむ胸のことはそれ以上言わないで！　～～～っ！　２人とも荷物置いて、早くプールで遊ぼ！」

　羽鳥が俺たちの手を握にぎり締め、ロッカールーム目指して逃とう避ひ行こう。全力で走りたいようだが、プールサイドを走っちゃダメなのは世界の常識。

　早歩きだろうと、羽鳥の胸がたゆんたゆんに大きく弾はずんでいるのは語るまでもない。
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　ファミリー向けレジャープールというだけあり、小規模なもののウォータースライダーや流れるプール、造波ゾーンなど、必要最低限の施設は整っている。中学生以上にはパンチ不足は否いなめないといったところだが、ゆずくらいの年ねん齢れいまでのキッズなら十分に満足できる仕様だ。

　ゆずと羽鳥の２人は大はしゃぎ。アスレチックゾーンで、キャッキャウフフと水を掛かけたり、掛けられたり。

　ゆずが羽鳥を引っ張り、巨きよ大だいなバケツの下へ。バケツへと水が注がれ続け、下にいる２人は今か今かとバケツがひっくり返るのを抱だき合って待ち続ける。

　しばらくすれば、大量の水が２人の頭上から降り注ぐ。

「ひゃああああ～～～！」「冷たいっ……！」

　長い髪を振ふり乱みだした羽鳥は、太陽を眩まぶしげに手で遮さえぎると辺りを見渡し始める。

　捜さがしていたものは俺だったようだ。視線が合えば、ずっと自分たちが見られていたことに気付き、恥ずかしげに少しだけ目を伏ふせる。けれど、直すぐに自分が楽しんでいることを伝えたいかのように今一度顔を上げ、微び笑しようを浮かべつつ俺へと手を振ってくる。

　姫宮もこっちに来て遊ぼうと言いたげに。

　そんな羽鳥に俺は伝えたい。

　俺は止まれんのですわ。

　何な故ぜかといえば、俺は２人とは別ゾーン、流れるプールで流され続けているから。

　もはや鈴すず鹿か10時間耐たい久きゆうレース。何周目に突とつ入にゆうしただろうか。ゆずに借りた浮き輪を装着し、施設内で流れる夏メロＢＧＭを聞きつつ、ボーッと流しそうめん状態。

　羽鳥に会え釈しやく後、空を見上げる。雲一つない青空がどこまでも広がり続けていて、空だけで白飯かきこめる勢いすらある。




　夏休みにもう一度来よう。独りで。




　俺も男だから羽鳥の水着姿を見れて役得だとは思う。けれど、一いつ緒しよにキャッキャウフフするのは恥ずかしいんで結構です。貴方あなたの水着姿だけで眼福です。

　というわけで、俺、しばらく青空眺ながめます。

　暑さを感じるたび、乾かわいた肌はだに水を掛けるだけの単調な作業を繰くり返していると、地元の中学生だろう。

「あいつヤベー……」「だよな……、さっきからずっと独りで流されてるし」「独りプールとか上級者すぎんだろ……」

　上級者とか。それほどでも。

　ガヤも何のその。気にしたら負けなのだ。スポーツ選手が観客の野次に左右されないのと同じ。独り好きを貫つらぬく身として、ボッチワロタｗｗｗに屈くつするようでは独りで生きてはいけない。そういった意味ではボッチも立派なアスリートである。

「おうっ……！」

　アスリートに謝れとでも言いたいのか。突とつ如じよ、浮うき輪わがひっくり返される。

　頭から派手に入水し、鼻から大量の塩素水が流入。脳に染しみてんのかと思うくらいに、こめかみが悲鳴を上げる。

　こんなことする奴やつは１人しかおらず。

「ゆず……。お前な──、……あ？」

　水中から顔を出せば意外や意外。

　申し訳なさげに愛想笑う羽鳥が、俺と一緒に流れているではないか。

「そ、その……、ゆずちゃんに、じゃんけんで負けたほうが、姫宮をひっくり返すってことになって。負けちゃいました……」

「負けちゃいましたって、お前……」

「すきあり──っ！」

　聞き覚えのある馬鹿の声が、耳に届いた直後だった。

「ばかっ……！」「きゃっ……！」

　遅おくれて飛び込んできたゆずが、俺の背中へとヘッドダイビング。強きよう烈れつな衝しよう撃げきが背中に加わり、今度は俺が前方へとヘッドダイビング。

　バランスを崩くずした俺の顔面が、再び水面へと打ち付けられる。

　しかし、今回の水面は柔やわらかい。それどころか温かいし、何なら気持ち良いい。このまま呼吸できなくてもいいと思えるくらいには、ずっとこうしていたかった。

　それもそのはず。俺の顔面が羽鳥のたわわで柔らかな胸へと押し付けられていた。布地一枚ごしに。

　認めざる得ない。こればかりは眼福では勝てない。

　全ての車のエアバッグが羽鳥の胸だったら、救われる命は多いかもしれないが、わざと壁かべに突つっ込む奴らも続出すること間ま違ちがいなしだが。

　そんなことを考えている場合じゃねー……！

　安らぎを感じ続けるわけにはいかないと、咄とつ嗟さに顔を上げるべく羽鳥の華きや奢しやな両りよう肩かたを摑む。こればかりは勘かん弁べんしてほしい、肩に触ふれる以外バランスを整える方法がないのだ。すなわち、幸せから逃のがれる術すべがないのだ。

　胸から顔を離はなすことに成功。呼吸するより先に、両肩を離すより先に、羽鳥と視線が交差してしまう。

「ひ、姫宮ぁ……！」

　案の定、羞しゆう恥ちに顔を染め上げていた。

「は、羽鳥、すまん──、「み、みなまで言わないで……っ！」」

「え……？」

「私もイタズラしたから、お、お相子ってことでいい……？　というより、そうしてもらえると、助かる……」

「お、おお……」

　お前……。うまい棒万札で買って、おつり要いりませんって言ってるようなもんだぞ……？

　本当にそれでいいのか？　と尋たずねられる雰ふん囲い気きではない。もはや今のことは金輪際語り継つぐなという哀あい愁しゆうが羽鳥には漂ただよっている。

「あははははは！　春兄とエレ姉！　ウォータースライダー乗ろうっ！」

　このクソガキ……。




　　　　※　※　※




「春兄～～～！　個人メドレーするから見ててー！」

「はいはい」

　夕方前。ひととおりの施し設せつを遊び終わり、思い出したように遊泳プールにやってきたゆずが、泳ぎの成果を見せようと泳ぎ始める。流れるプールでひたすら流れていただけなのに、疲つかれてしまったのは何故だろうか。

　疲れを癒いやそうと、遊泳プール手前にある温水ジャグジーに浸つかりつつ、ゆずの泳ぎを他人ひと事ごとのように眺め続ける。もはや他人事である。

　床ゆか面めんから気き泡ほうを噴ふん出しゆつさせるタイプのジャグジーは、全身の力を抜ぬいてしまえば、俺まで泡あわになって消えてしまいそうなくらいの癒しを提供してくれる。

　俺以外に利用客がいないので、風ふ呂ろ感覚でくつろいでいると、

「隣となりいい？」

　声がするほうを見上げれば。中ちゆう腰ごし姿勢、胸が強調されるポーズの羽鳥が。

「おう」

　水温を確かめるように、羽鳥は爪つま先さきからゆっくりと入水。肩まで浸かれば、俺との距きよ離りは肩同士が触れ合うくらいの近さで、もはや混浴していると錯さつ覚かくするレベルである。

「なんか混浴みたい……」

「口にしないようにしてたのに言うなよ」

「っ！　ご……、ごめん……」

「……」「……」

「温度低めだから気持ちいいね」

「そうだな」

「……」「……」

「今日は助かった。羽鳥のおかげで、ゆずに振り回される負担が激減できた」

「役に立てたなら、私も嬉うれしい」

「おう」

「……」「……」

　はい。相変わらず、俺ら会話のキャッチボール下手すぎぃっ。

　まぁ、初期段階に比べるとマシになっているとは思う。思うのはタダである。

「ひ、姫宮っ！」

「え」

　前を向いていた羽鳥が、勢いよく俺のほうへと身体からだを向ける。

　そして、勢いそのままといったふうに、

「そ、その……！　私の水着姿っておかしい……？」

「は？」

　ナニイッテンダコイツ。

「その、紐ひもタイプって初めてで……。というより、友達とプールに行くのも小学生ぶりだから自信なくて……」

　本人は至って大おお真ま面じ目めのようで、胸前で合わせた両手を忙せわしなく動かし続けている。

　今日１日、ずっと気になっていたのだろうか。

「俺はいいと思うぞ」

「！　……ほんと？」

「おう。スタイルいいんだから、自じ慢まんしてもいいとさえ思う」

「姫宮って、平然と褒ほめるよね……」

「事実を言ったまでだ」

「あ、ありがとう……。事実と思ってくれるなら、……素す直なおに嬉しい」

　褒められ慣れてないからか。羽鳥の口元が水面まで沈しずんでいく。

「羽鳥って、変身願望強いよな」

「変身願望？」

「こうなりたい、って思う気持ちだな。大人っぽく見せたいとか、新しい一面を出していきたいとか、大だい胆たんになりたいとか」

「変わりたいって気持ちは人より強いと思う。私って率そつ先せんして話すタイプじゃないし、自分でも分かるくらい内向的だから。言いたいことがハッキリ言えるようになりたい」

　羽鳥は、「なかなか思ったようには変われないけど」と苦笑い。

　少し時間を空け、羽鳥は言葉を紡つむいでいく。

「私、受け身だから自分から遊びに行こうって誘さそったことないの。いつも誘われるまで待ってるだけで、そのくせ誘われなかったらへこんじゃったり。だから、」

「だから？」

「だから、プールに行くって自分の口から言えて本当に良かった」

　本心からの言葉なのがよく分かる。そう確信できるくらい、羽鳥は苦笑いから一変、惜おしみない笑えみを俺へと向けてきていた。

　大した進歩ができていないと羽鳥は言うが、確実に１歩１歩進めているのではなかろうか。変わりたいと思っていることを俺に気付かせているのだから。

「ねえ、姫宮……」

「ん？」

「今度は私から誘うから、そのときは皆みんなで一いつ緒しよに遊ぼうね？」

「やだ」

「え……？」

　一体いつから、「お、おう……」とデレると思った？

「いつ何をして遊ぶか分からない約束なんか俺はしたくしない。そのとき、俺にメリットがあると思ったなら遊ぶし、ないと思ったら遊ばん」

　呆あきれたのか。羽鳥は無言状態。

　しかし、

「ふふっ……！」

「なんで笑うんだよ」

「やっぱり姫宮ってすごい。自分に素直すぎる」

「他人に合わせてまで無理したくないだけだぞ」

「そういうことを本心で言えるところもすごい」

「……褒めても何も出んぞ」

　またしても羽鳥はクスクスと笑う。

　その表情だけは、デレてもいいと思えるくらい破は壊かい力があった。

　羽鳥から前へと視線を戻もどせば、ゆずが大きく手を振ふっている。

「春兄とエレ姉も遊ぼうよー！」




　　　　※　※　※




　着き替がえ終わって施設を出る頃ころには、照り付けるような太陽も幾いく分ぶんか落ち着いていた。

　ゆずも落ち着いている。というより、遊び疲れて爆ばく睡すい中である。

　余計な荷物が増えたと思いつつ、ゆずをおぶってレジャープール前にある駅まで羽鳥を見送る。

　改札前に着き、別れ際ぎわ。羽鳥は未いまだにスヤスヤと眠ねむるゆずの頭を撫なでる。

「今日はすごく楽しかった。ゆずちゃんにも誘ってくれてありがとうって、伝えといてくれる？」

「おう。それじゃあな」

　改札を通り、階段目指して羽鳥が遠くなっていく。

　すると、どうしたのだろうか。中間地点ほどで羽鳥が俺たちのほうへと振り返る。

「姫宮が楽しんでもらえるような計画を立てるから！　夏休みも一緒に遊ぼうね！」

「お、おう……」

　羽鳥にしては珍めずらしく、離はなれた距離を埋うめようとする大声には少しばかり驚おどろかされた。思わず返事してしまったほどに。

「また学校で」と羽鳥は付け足すと、軽かろやかな足取りで階段目指して歩き始める。

　羽鳥も見えなくなり、残るのは背中の重み。

「さて……、俺たちも帰るか」

　ゆずを今一度背負い直し、登って来た階段をまた一段一段下っていく。




　電車の高こう架か下したに沿って家路を目指していると、ワラワラと小さい子供たちが歩いてくる姿が目に入る。保育園児たちが散歩中のようだ。

　土曜日ということもあり、少人数なのだが年相応に元気に溢あふれている。

　１人の少年が集団の輪から飛び出し、爆ばく走そう開始。

「走るなカイトー！」

　保育士の先生も元気いっぱい。１人で爆走する少年を全力で追いかけ、全力で説教。

「カイト！　アンタは毎回１人で突つっ走りすぎ！」

「うるせーババア」

「はぁ!?　ウチ、まだ15なんだけど！」

　やはり保育士の先生も人間。俺と同じようにキッズに苛いら立だちを感じることはあるようだ。それにしても、15って若いな。

　というか、聞き覚えや見覚えがあるのは気のせいだろうか。

　気のせいではなかった。

　見事なまでに１本１本コーティングされた煌きらびやかな爪つめには既き視し感かんしか感じない。１人エレクトリカルパレードである。

　遠藤グループの１人、洞ヶ瀬夢乃が園児たちを引き連れ歩いていた。

　信号を待っていると、洞ヶ瀬と園児たちも遅おくれてやって来る。

　向こうは俺の存在に気付いていないらしい。もしくは、遠藤の敵と認にん知ちされているから無視されているだけかもしれない。

　まぁどっちでもいいか。触さわらぬリア充じゆうに祟たたりなし。

「カイト。信号渡わたるときは何するかやってみ？」

「お前がやれ！　ギャハハハハ！」

　少年は中々にクソガキらしい。しかし、すぐに少年の笑い声が消える。

　洞ヶ瀬がエプロンのポケットから拳けん銃じゆうを取り出し、少年の眉み間けんに突きつけていたから。

「カイト……、次ふざけたら眉間貫つらぬくよ……？」

　水みず鉄でつ砲ぽうなものの威い力りよく絶大。少年は降参しましたと別の意味でハンズアップ。

　テロリストかよ。

　意味は違ちがえど、よくできましたと少年の頭を撫でて洞ヶ瀬は満足げに笑う。

「合格！　皆もちゃんと手ぇ上げなよー」

「「「はーい！」」」

　いざ信号が青になり、洞ヶ瀬を先頭に一列になった園児たちが歩き始める。

　のだが……、

「ひゃあっ……！」

　突とつ如じよ、洞ヶ瀬のスカートがめくれ上がる。自然的現象ではなく、カイトなる少年が背後から奇き襲しゆうをかけたのだ。

　パターン青。レース系ショーツです。

「コラァクソガキ───！」と少年を撃うち殺そうと洞ヶ瀬が振り向く。

　そして、

「!?　ひ、姫宮ぁ!?」

「……ども」

　バレちゃいました。

「な、なんでアンタがこんなとこいんの!?」

「俺の地元だからだけど」

「六アイだから誰だれとも会わないと思ってたのに……！」と、さりげなく地元をディスってくる洞ヶ瀬が、ハッ、ともう１つの重要事じ項こうに気付いてしまう。

　洞ヶ瀬はスカートを押さえると、いじらしく睨にらみつけてくる。

「み、見た……？」

　自分に正直でありたいが、こればっかりは洞ヶ瀬に同情するしかない。

　と思うものの、子供というのは残ざん酷こくな生き物。園児たちが洞ヶ瀬を囲み、「「「青パンツ！　青パンツ！　青パンツ！」」」とワッショイコール。

　もはや俺にできる事など、気の利きいた言葉を贈おくることくらいだ。

「子供に好かれてるんだな」

「っ～～～！　殺す───っ！」

　水鉄砲猛もう発射。おぶっているゆずに当たらないように配はい慮りよしてくれてるのは評価してやるが、俺や園児たちの眉間や心臓を的確に狙ねらい続けるのは止やめてほしい。超ちよう冷たい。

　ようやく中身が空になり攻こう撃げきは止んだものの、息を荒あらげる洞ヶ瀬の不満は空にはならず。

「いい……？　学校でこのこと誰にも言わないでよ？」

「このこと？　バイトのことか？　パンツのことか？」

「どっちも！」

　主語って大事。

　気になることはいくつかあるが、どうしても気になることだけを聞いてしまう。

「もしかして、バイト申しん請せいしてないのか？」

「……。はぁ？　アンタには関係ないじゃん」

「ある」

　こちとらプライベートルームのクーラーが懸かかってんだよ。

　怪あやしい。怪しすぎる。

　俺が訝いぶかし気な視線を送り続ければ、洞ヶ瀬は動どう揺ようを見せ始める。ついには、「余計なお世話だから！」と突っぱねる。

「このバイト辞やめようと思ってるからほっといてよ……！」

　衝しよう撃げきの告白に、子供たちが「えー！」と大合唱。俺も交ざりたいくらいだ。

「保母さんから髪かみの色とかネイルのこととか毎回注意されるし……！　時給高かったから始めたけど、交通費出ないからプラマイゼロだし……！　チビたちに毎回スカートめくられるし……！　六アイ過か疎そってるし……！」

「六アイの悪口は言うなよ」

　過疎ってる感じが丁度いいんだろが。

「辞めるならいいでしょ！　証しよう拠こもなくなれば、別に問題ないじゃん！」

　さすがの俺も「辞められたら困る。クーラーのために検挙されてくれ」とは言えない。

　俺にプレッシャーをかけようと、勝ち気な瞳ひとみをさらに鋭するどくさせて詰つめ寄よってくる。

「もう一度言うよ？　このこと言いふらしたら絶っ対！　アンタのこと許さないからね」

　もはや恫どう喝かつ。洞ヶ瀬は言いたいことを言い終え、「行くよアンタたち！」と、園児を引き連れて信号を横断していく。

　誰にも言うな。この言葉が妙みように引っ掛かかりを感じてしまう。

　無断バイトがバレても、たかだか反省文を書かされるくらいだ。何をそこまで意固地になる必要があるのだろうか。

　昨今の女子高生の考えることが分からない。何なら昨今の若者全ぜん般ぱんの考えも分からん。

　分からないときは人に頼たよるのが一番である。








２章　洞うろヶが瀬せ夢ゆめ乃のは素直になれない






「アンタ、話聞いてた!?」

　日曜日に独り充じゆう実じつした時間を過ごし、エネルギーを蓄たくわえて迎むかえた月曜日の朝。

　早さつ速そくにエネルギーが消費されてしまう。

　登校中、六ろつ甲こうライナーから阪はん神しん電車へと乗り換かえるためのコンコースを歩いていると、改札前で仁王立ちしていた洞ヶ瀬に捕つかまってしまう。どうやら、ここら辺に住んでいるらしく、俺をずっと待ち伏ぶせしていたらしい。暇ひまなのだろうか。

　コイツが怒おこっている理由は何となしに心当たりがある。

「何で華か梨りんに教えてんのよ！」

　予想通りのコメントすぎて面おも白しろみに欠ける。お笑い芸人なら失格だぞ洞ヶ瀬よ。

　遡さかのぼること土曜日の夕暮れ。洞ヶ瀬と別れてしばらく。




【姫ひめ宮みや春はる一いち】洞ヶ瀬が無断バイトしているのを頑かたくなに隠かくそうとするんだが、どうしてだ？




　というメッセージを美み咲さきへとＬＩＮＥにて送信。グーグル先生か知ち恵え袋ぶくろに聞こうとも考えたが、やはりプロフェッショナルに聞くのが一番だと判断した。

　その後は、美咲にその日あったことを軽く説明し終え、

【カリン】私がそれとなく夢乃に聞いてみるね

　というメッセージを最後に、相談は終しゆう了りようした経けい緯いがある。

「アンタがチクったせいで、華梨にも電話で注意されたじゃん！　遠回しに心配されたから超気まずかったんだからね！」

　洞ヶ瀬の顔は赤い。というか、ちょっと涙なみだ目め。

　どうやら美咲でも洞ヶ瀬が隠そうとする理由を聞けなかったようだ。

　コミュ力ＭＡＸの美咲でも分からなかったり、どうすることもできなければ、もはや俺に為なす術すべはない。世の中、諦あきらめも肝かん心じんである。次のターゲットを探そう。

　会え釈しやくして立ち去ろうとするが、「逃に・げ・る・な！」と首根っこを摑つかまれてしまう。

　駅員さん、警察呼んでもらっていいっすか。

「ウチ言ったよね？　誰かに言ったら許さないって」

「言ったな」

「じゃあ何で華梨に教えたのよ？」

「許されなくてもいいからだけど」

「……」

　啞あ然ぜんとする洞ヶ瀬。

「それじゃ。俺、コンビニ寄りたいから」

「だ、だから何で直すぐ行こうとすんのよ!?　アンタ馬ば鹿かなの!?」

「……馬鹿？」

「な、何よ……」

　俺の感情の変化に気付いたのか。威い勢せいの良かった洞ヶ瀬がたじろぐ。普ふ段だん、高圧系なイメージの洞ヶ瀬なだけに、矛ほこを突つきつけられる経験はあまりないらしい。

「許さないも何も、お前ら前々から俺のこと嫌きらってるじゃねーか。それ以上って何だよ。靴くつに画びょうでも仕し掛かけるのか？　地元の先せん輩ぱいでも呼んで俺をボコボコにするのか？」

「仕掛けないし、呼ぶつもりもないわよ……」

　ボコボコにはされないらしい。

「と、とにかく！」と洞ヶ瀬は、押され気味なムードを跳はね返そうと重心を俺側へと再び傾かたむける。

「これ以上、誰にも言わないこと。分かった？」

「分かった。というか、」

「というか何よ」

「最初から『誰にも言うな』って言い留とどめただけなら、俺も美咲に聞かなかったのに」

「っ！　……。～～～っ！　姫宮きしょい！」

　それほどでも。

　ご立腹＆羞しゆう恥ち顔の洞ヶ瀬が、駆かけ足あしで改札を通っていく。

　一体アイツは何なのだろうかと思いつつ、駅に併へい設せつされたコンビニで買い物を済ませてしばらく。

　向かう先が一いつ緒しよなだけに洞ヶ瀬と駅のホームでバッタリ。

　洞ヶ瀬よ、さすがに気付かないフリは無理があるぞ。顔赤いし。




　昼食を食べ終えた昼休み。ロッカーの荷物を整理していると、洞ヶ瀬・遠えん藤どう・渡わた住ずみの３人の会話が耳に入ってくる。

「夢乃ー。土曜日のデート、何処どこ行ってたの～？」

「えっと……、茶ちや屋や町行って適当にブラついてきたよ。カフェでランチしたり、古着屋巡めぐったり！　いいっしょ？」

　洞ヶ瀬の発言に、思わず作業していた手を止めてしまう。

　土曜日にデート？　バイトじゃなくて？

「適当にブラつくだけなのに、ヒナらとの遊び断ったとか超ちよう妬やけんだけど！」

　遠藤と渡住が羨うらやましがれば、「妬けろ妬けろ」と洞ヶ瀬は茶化し続ける。

　茶化し続ける洞ヶ瀬だったが、俺がまじまじと観察していることに気付く。すると、途と端たんに目を泳がせ始め、かぁぁ……！　と頰ほおを染め上げる。

　その表情だけで分かる。ダウト。

　洞ヶ瀬は噓うそをついている。

　注意が散さん漫まんになったのか、渡住に話しかけられていることに洞ヶ瀬は気付かない。

「夢乃？　おーい。聞いてる？」

「えっ!?　な、なに!?」

「だからさ。そろそろ彼氏の写真見てみたいな～なんて！」

「え……」

「ヒナも分かる！　一回も見せてもらったことないから超見てみたい～！」

「そ、それはちょっと無理！」

「「え～いいじゃん～」」と口を尖とがらせる２人にも洞ヶ瀬は断固拒きよ否ひの姿勢。

「ウチの彼氏、写真撮とろうとしたら怒るから！　てか１枚も入ってないし！」

「「ほんとに～？」」

「マジマジ！」と必死に弁明する姿は、遠藤たちにとっては恥はずかしがっているように見えているに違ちがいない。

　２人の隙すきを突き、洞ヶ瀬の鋭い視線が俺へと突き刺ささる。その強きよう烈れつな目力に込められた意味は、コミュ力の低い俺でも大よそ理解できる。

「見てんじゃねー、ゴミクズボッチ野や郎ろう」といったところだろう。

　ゴミクズボッチ野郎退散。




　ゴミクズボッチ野郎の行き先は、文化棟とう地下１階にある、階段横の空きスペース。

　半ば椅い子す置き場のようになっており、放課後の部活時間にでもならない限り誰だれも横切ることはない安住の地である。俺が新しく見つけたお気に入りスポットだ。

　半個室な空間は、まるで１人用テント。窓から入る日光も程ほどよく周辺を照らし、ちょっとしたソロキャンプ気分を味わえる。

　何よりも１番のオススメポイントは、まだ美咲や羽は鳥とりにもバレていないこと。

　椅子を１つ拝借し、らんらんとした気分で持参した文庫本を開く。

「いた！」

「……」

「ちょっと姫宮！　アンタがジロジロ見てきたせいで超危なかったんだけど！」

　１階へと続く階段を見上げれば、キュッ、としたウエストに両手を添そえた洞ヶ瀬が俺を見下ろしていた。

　１番のオススメポイント消しよう滅めつ。らんらんとした気分が鬱うつ々うつとした気分に。

　このまま１つ１つお気に入りスポットを潰つぶされてみろ。最終的に職員トイレくらいしか残らんぞ。

　洞ヶ瀬は不満をぶつけるために全力で追いかけてきたらしい。一段一段、力強く階段を下っていき、ついには俺の目の前に。

　傍はたから見れば、半個室に追いやられ、ギャルに脅おどされている不愛想な男である。

「何で見てたわけ？」

「純じゆん粋すいに感心してただけだぞ。よくベラベラと空想の彼氏を作り上げるなぁと」

「～～～っ……！　ウチだって、死ぬほど恥ずかしいんだから褒ほめんなっ！」

　予想通りだ。やはり洞ヶ瀬に彼氏はいないらしい。

「ああもうっ！　姫宮ムカつくっ！　今戻もどったら、絶対比ひ奈なたちにバレんじゃん！」

　洞ヶ瀬は火ほ照てった顔を両手でパタパタと扇あおぐ。ポーカーフェイスも一度崩くずれたら直すのに苦労する模も様よう。

「なあ」

「何よ？」

「何で彼氏いるって噓ついてるんだ？」

「……。なんでアンタに言わなきゃいけないわけ？」

「言いたくなかったら別にいいけど」

　お気を付けてお帰りくださいの意味を込めた会釈後、読書再開。

　しかし、洞ヶ瀬は去ろうとしない。

　それどころか、

「毎日遊ぶのが疲つかれるから噓ついてるだけ。あと、バイトしたかったから」

「結局話すのかよ」

「聞いてきたのそっちじゃん」

　そうだけども。

「……」

「……」

「あのさ」

「今度は何よ？」

「先に聞いた俺が言うのもアレだけど、もう帰っていいぞ。というか、本読みたいから帰ってほしい」

「な……！」

「何なら、お前が影かげになってスゲー文字が読みづらい」

「怒る気もアンタには失うせるわ……」

　ため息づく洞ヶ瀬は、俺の前に立つのを止やめてくれる。と思いきや、俺後ろの椅子を取り出して俺前へと設置。背もたれ部分を前にして腰こしを下ろしてしまう。

　クールダウンするまでの暇ひま潰つぶしなのか。

「こんな薄うす暗ぐらいところで本読んで楽しい？」

「楽しいぞ」

「いつもこんなとこで本読んでんの？」

「そうだな。その日の天気とか、気分とかによるけど」

「強がってんじゃないの？」

「ん？　誰に強がる必要があるんだ？」

　俺の問い返しに対し、洞ヶ瀬の口から「……ふっ！」と空気が漏もれる。

　堪こらえることなどできないと、背もたれを強く握にぎり締しめた洞ヶ瀬は大笑い。間近で見る笑顔はメイクしているとはいえ案外子供っぽいなと思った。

「アハハハハハハ！　マジで独り好きなんだ！」

「噓なんかついた覚えはないぞ」

「アンタって清すが々すがしいくらいに、自分貫つらぬいてるよね」

「自己犠ぎ牲せいは馬鹿らしいからな」

「成なる程ほどねー」と、洞ヶ瀬は目め尻じりに溜たまった涙なみだを拭ぬぐっていき、平常状態に落ち着いていく。

　笑い涙とともに角やトゲが流れたのか。いつものツンケンしているような雰ふん囲い気きを今の洞ヶ瀬には感じない。

　だからこそ、今のうちに色々と聞いてみたいと思ってしまう。異文化交流である。

「カーストの高い奴やつらって毎日遊びたいもんだと思ってたけど、そうでもないのか？」

「どうだろ？　ウチみたいなのも中にはいるんじゃない？」

「遠藤たちのこと嫌きらいなのか？」

「まさか。けど、毎日遊ぶのは疲れるかな」

「だから彼氏いるって噓ついてバイトしてるってことか」
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「そそ。ノリ悪いって思われて気まずくなりたくないから、そういうことにしてんの。彼氏いるって一種のステータスだし、バイト代も入るからね」

　一石二鳥、それどころか一石三鳥か。

「リアルな女子高生事情だな」

「そんなもんでしょ。女子高生なんて体裁大きく見せてナンボみたいなところあるし。ハイブランド持つと自分まで大きく見えるみたいな、ね？」

　ほうほう。ブランドに喩たとえたら実に分かりやすい。

　ネイルもそうですよ、とでも言いたいのか、洞ヶ瀬は手入れされた爪つめを誇ほこらしげに見せびらかしてくる。

「引くでしょ？　女子なんてこんなもんだからね」

　洞ヶ瀬が小こ馬ば鹿かにしたように笑ってくる。俺を小馬鹿にしたというより、自分に対して嘲ちよう笑しようしているような感じに見えた。

「いや、別に引かないけど」

「？　なんで引かないの？」

「無む償しようの愛だとかで人付き合いする奴より、打算的に付き合ってる奴のほうが合理的で納なつ得とくできる」

「ふっ……！　アハハハハハ！　アンタやっぱり面白い！　そしてやっぱり馬鹿じゃん！」

「馬鹿って言うなよ」

「え～、だって馬鹿じゃん！　馬鹿正直すぎっ！」

「ほんと、姫宮って変わってるよね！」と、洞ヶ瀬はまたしても大笑いしていると、スマホに着信が入ったようで息を整えつつ確かく認にんする。

「あ、比奈からだ。じゃあ、ウチ行くわ」

「当たり前だけど、今話したことは内ない緒しよね」と洞ヶ瀬は立ち上がり、腰こしに巻いたカーディガンを翻ひるがえしつつ階段を上がっていく。そのままいなくなるかと思いきや、思い出したように振ふり向むいてくる。

「言っとくけど、ウチは姫宮のこと、別に恨うらんだり嫌きらったりしてないよ」

「そうなのか？」

「比奈が嫌ってるから、合わせてるだけ」

「やっぱりアイツは俺のこと嫌ってんのかよ」

「そりゃそうでしょ。あんな大勢の前で恥はじかかされちゃね」

「ばーい」と手を振られれば、洞ヶ瀬の姿がようやくに見えなくなる。

　やっと、おひとり様な空間、平和な空間が戻もどってくる。

　カーストは低ければ低いほど肩かた身みが狭せまくなると思っていたものの、案外上は上で面めん倒どうなことも多いようだ。やっぱり人間関係は面倒であると再認識してしまう。




　　　　※　※　※




「ではでは皆みなさん。来週までに希望調査票を提出してくださいね！」

　踏ふみ台だい代わりの風ふ呂ろ桶おけから飛び降りた天あま海み先生は、そのまま教室を後にしていく。

　ＨＲが終わった休み時間。天海先生に配られた２枚の紙をぼんやりと眺ながめる。

　１枚の小さな紙は希望調査票、もう１枚の大きなＢ４紙は活動報告書。

　乙おと塚づか高校の１年生は課外授業の一いつ環かんとして、大学や専門学校、もしくは会社や作業場などに出向いて見学や体験をしてこいというイベントが７月にある。要するにオープンキャンパスや職場体験講座なんかに申し込んで、実際に行ってみての感想や何を経験したかなどを報告書にまとめて提出しろということだ。

　自分で行きたいところを自由に決められるのはありがたいものの、課外授業にしては学校側のコストがほぼほぼないだけに得した気分はない。他の学校ならバスでもチャーターして施し設せつ見学なんかを団体でするのではなかろうか。

　ウチはウチ、ヨソはヨソか。

　さて。俺はどこに行こう。地元にある大学や専門学校を適当にブラつくか。はたまた、せっかくの機会だし学部の多い大学のオープンキャンパスに行くのもいいかもしれない。はたまた、趣しゆ味みに極振りしてカフェ開業やバリスタ育成などの専門学校に足を運ぶのも面白いかもしれない。

「姫宮さん。第一希望は、声優養成所でいいよね？」

「いやいやいや。第一希望はユーチューバーコースのある専門学校に決まってるじゃないですか。ですよね、姫宮さん？」

「……」

　俺の席へとやってきた２人の男が揉もめ始める。

「いやいやいや！　このご時世、ユーチューバーの新規参入とかムズイから止めとけし！　武たけ智ちみたいなもやし系ユーチューバーとか流行はやらんし！」

「いやいやいや！　声優業界こそ入いれ替かわりの激しい弱肉強食な世界ですから諦あきらめなさいよ！　飴あめ屋やの配役があるとすれば、キモオタＦとかキモオタＧくらいですから！」

「「ああんっ!?」」

　寝ねぐせかワックスか分からないキモオタＦの飴屋と、モッサリ天パなもやし系ユーチューバーの武智が、裾すそと裾を握にぎり合いデュクシデュクシと小こ競ぜり合あい。

「なんでお前らと行く前提なんだよ」

「「同志だからですけど？」」

　相変わらずクソウゼー。

　飴屋と武智は、俺と同じ縁えんの下したの力持ち。ピラミッドの最下層、カーストど底辺の住人である。同じ階層だからと、近所付き合いヨロシクな関係は御ご免めん被こうむるのだが。

「仮に同志だとしたら、直すぐ解約したいんだが」

「解約不可能だし！　僕らとの契けい約やくは２年縛しばりとかチャチなプラン契約じゃないし！」

「そうですとも！　未み来らい永えい劫ごう切れない友情で結ばれているんです！　インフィニティプランですとも！」

「悪徳キャリアじゃねーか」

「ふふふふふ！」「ぷすすすす！」

　何な故ぜ、コイツらは人との距きよ離りが極きよく端たんに近いか遠いかの２パターンしかないのだろうか。せめて俺か美咲みたいに１つに絞しぼれよ。

　２人の言う通り、どちらも流行り廃すたりはある職業だと俺も思う。

「飴屋は声優になりたくて、武智はユーチューバーになりたいのか？」

「「いいえ？」」

「あ……？」

「あわよくば声優と結けつ婚こんしたいと思ってるくらいだし」

「右に同じく。あわよくばバーチャルユーチューバーと結婚したいと思ってるくらいです」

「俺の第一候補が決まった」

「声優養成所ですか!?」「ユーチューバーコースですか!?」

「お前らと一いつ緒しよじゃないところ」

「「姫宮さんっ!?」」

　至し極ごく真っ当な判断だよ馬ば鹿か野や郎ろう。

　２人の意見くらい聞いてやろうと思った俺が一番馬鹿だった。

　周りのクラスメイトたちも話題は課外授業のことばかりで、どこに行くかグループ同士で話し合っている。

　珍めずらしく、美咲たちの仲良し３人組も揉めている。

「私は製せい菓か学校に行きたい！　一流のパティシエさんの技術をこの目で盗ぬすみたいな！」

「ブライダル系の式場見学だろっ！　花はな嫁よめのブーケをゲットしたいし、あわよくばウェディングドレス着れるかもだし！　何ならケーキ入刀もしたい！　結婚したい！」

「わ、私は２人が行きたいところならどこでも……」

　互たがいの意見を主張していた美咲と倉くら敷しきだが、「「英え玲れ奈なー……？」」と羽鳥をねっとり見つめる。ちゃんと主張しないとダメ、と言ったところか。

「えっと……、国立の文学部に行ってみたいです……。ひゃ……!?　２人とも!?」

　よく言えましたと、羽鳥へと２人が抱ほう擁よう。相変わらずの仲の良さだ。

「英玲奈は文学部に進学したいんだねー」

「う、うん……。まだ興味段階だけど」

「まぁ行きたいところが言えたところで、わたしの行きたい場所が揺ゆらぐことは無いんだけどな。今回は諦めな！　ニャハハハハハ！」

「……酷ひどい」

　アイツ等もアイツ等でもう少し難航しそうだな。

　辺りを見み渡わたしても、やはりグループで行くのが当たり前のようだ。

　高校生になって間もないだけに漠ばく然ぜんと進学か就職のどちらかを決めているくらいで、遊びに行くくらいの気持ちなのだろう。かくいう俺も同じ部類で、差別化するとすれば、独りで行くかグループで行くかくらいだ。




「ねぇ、美容系の専門学校に行こうよ～！」




　遠藤が提案すれば、多くのリア充じゆうたちが、「いいね」や「賛成」などと、調査票にペンを走らせていく。相変わらずの統制っぷりだ。

　その集団の中で１人異質な存在がいた。

　洞ヶ瀬である。

　どうしたものか。洞ヶ瀬はペンを握ろうとせず、両手を膝ひざに置いたまま動かない。

「夢乃もそれでいいっしょー？」と遠藤に尋たずねられ、ようやくぎこちなく笑う。

「えっと……。ウチは教育関係行こうかなーって。保育園とか幼よう稚ち園えんとか……？」

「えー。絶対つまんないってー。子供の面倒見るなら、専門学生にメイクとかヘアスタイル教えてもらったほうが楽しいじゃん？　夢乃もネイル好きじゃん？」

「ああ……、うん。そうかも」と言葉を濁にごす洞ヶ瀬は、切り替えるようにニッ、と笑え顔がおを作る。以前に見た子供っぽい笑顔ではない。

「しゃーない！　比奈が言うなら美容系の学校でいっか！」

「でしょでしょ～？」

　まさに体裁を気にするという洞ヶ瀬らしい行動である。

　洞ヶ瀬は、自分の意見をある程度言える力を有しているが、自分の意見を通す力までは持っていないらしい。

　行きたいところがあるのも考え物、というより酷こくなものだな。




　　　　※　※　※




　我われ、美味うまいコーヒーを欲ほつす。

　放課後を迎むかえ、俺の舌が脳へと「美味いコーヒーハヨ」と主張しているので、プライベートルームには行かず喫きつ茶さ店てんに行くことに。

　気分は大事だ。仕事終わりのサラリーマンが、無む性しように黄金の発はつ泡ぽう水すいを喉のどへ流し込みたくなる道理と同じである。正直、あの爽そう快かい感かんを経験してみたい。

　馴な染じみのバーとかも正直超ちようカッコイイ。

　早く二十歳はたちになりたい。

　教室から１階昇しよう降こう口ぐちへと降りると、そこには美咲の姿が。

　羽鳥たちでも待っているようなのだが、通りすがりの生徒や教師たちに挨あい拶さつされたり挨拶したり。冗じよう談だん抜ぬきで百発百中にコミュニケーションを取っているのだから、助っ人外国人もビックリな打率である。

　そんな美咲の打率が下がる。俺という奴やつに会ったのが運うんの尽つき。

　気配と足音を消しつつ、そそくさと移動。

「姫宮君……？　私が気付いてないとでも思ったのかな……？」

「コンチワー」

「はい、こんにちは♪」

　すいません。貴方あなたの打率は10割のままです。フェンス直ちよく撃げきです。

「今日は瑠る璃りも休みだから、元もと町まち行くんだ。いいでしょー？」

「はあ」

「今、英玲奈と瑠璃の掃そう除じが終わるの待ってるんだけど、姫宮君も来る？」

「なんで？」

「……」

「そんなに睨にらむなよ。俺がこういう奴ってのは知ってるだろ」

「知ってるんだけどさ……。ちなみに姫宮君は、どこ行くの？」

「独りになりに喫茶店に」

「その理由を、立派な理由だと納なつ得とくしてる自分が悔くやしい……」

　盛大に息を吐はく美咲はまだ俺に用事があるようだ。

「ねぇ姫宮君。夢乃のことなんだけどさ、何か分かった？」

　何かとは、無断バイトを頑かたくなに隠かくす理由のことに違ちがいない。

　正直言えば、『仲の良いグループでの体裁を守るため』、というのが大まかな答えだと分かっている。

　美咲に質問を投げかけたのは俺だから、こいつに分かったことを教えるのは筋かもしれない。しかし、洞ヶ瀬からは他言無用との命令を仰おおせつかっているので俺は言わない。

　決して面めん倒どうだからとかではない。ケッシテ。

「さあ分からんな」

　俺の顔を美咲はまじまじと観察してくる。

「ふーん……？」

「なんだよ」

「分かるけど教えてくれない感じかぁ」

「……」

　俺の顔って電光掲けい示じ板ばんでも搭とう載さいされてんのかよ……。

　いや、今回に関しては、美咲の観察眼が優れているからこその芸当だろう。

　意外だった。俺の噓うそがバレたにも拘かかわらず、「女の子なんだから、隠し事の一つや二つあるよね」と美咲は言うだけで、以降は何も尋ねてはこない。

「珍しいな」

「何がかな？」

「美咲のことだから、教えないと絶対許さないとか言うと思った」

「そんな恨うらめしいような発言したことないからね……？　とにかくだよ。夢乃が姫宮君には秘密を打ち明けたってことが私は重要だと思うんだ。ずっと秘密とか悩なやみ事ごとを隠したり我が慢まんするのってすごく疲つかれちゃうからね」

「俺に教えるなら、もっと別の奴のが適任だと思うけどな」

「そんなことないよ。姫宮君って誰だれも言えないようなことをハッキリ言えるし、誰も思いつかないような行動もできるからさ。すごく頼たよりになるもん」

「……。お前も中々に恥はずかしいこと、ハッキリ言ってると思うぞ」

「誰かさんのおかげかもね♪」

　学園アイドルの美咲が、俺の考えをリスペクトしてくれたとすれば、大変輝かがやかしい名めい誉よなのだろう。とはいうものの、「私、博愛主義者から独り至上主義の考えに変わっちゃいました☆」とか美咲が言い始めたら、間ま違ちがいなく全校生徒から俺は目の敵かたきにされる。

　お前はお前のままでいたほうがいいと思うぞ。

「というわけだから姫宮君。夢乃が困ってたら、ちゃんと助けてあげるんだよ？」

「どういうわけだよ」

「手を差さし伸のべた責任はちゃんととらないとダメだよ」

　俺、手なんか差し伸べた記き憶おくないんですけど……。




　　　　※　※　※




　美咲と別れ、阪はん神しん乙塚駅が見えてくる。このまま真まっ直すぐ帰るなら改札を通るだけだが、俺が目指す喫茶店は駅の南口、海側にあるので電車にはまだ乗らない。

　神こう戸べ市民あるある。南を海側、北を山側って言う。

　駅を通り過ぎようとすると、後ろから何者かが身体からだごとぶつかってくる。

「どーんっ！」

　新手のスリか何か？　ヨロめきつつ振ふり向むけば、満足げに白い歯を見せて笑うギャルの姿が。洞ヶ瀬だ。どうやら１人らしい。

「よっ。アンタも今帰り？」

　一緒のクラスで同じ帰り道だからエンカウントするのは珍しいことではない。しかし、美咲と面倒な会話をしていただけに、何となしに距きよ離りを取りたくなるのは仕方がない。

「俺はまだ帰らない」

「何処どこ行くの？」

「喫茶店」

「もしかして、独りで？」

「おう」

「アンタ、独り好きすぎ！」と洞ヶ瀬は楽し気にケラケラ笑う。

　そして、名案浮うかびましたとでも言いたげに自分を指差す。

「ねぇ！　ウチも付いていっていい？　愚ぐ痴ち聞いてよ」

「やだ」

「うわ……。２文字だけなのにメッチャ腹立つ……！」

　俺にとっては、２文字で意思表示できる最強の言葉なんだけどな。

　美咲は、洞ヶ瀬が困ってたら助けてやれと言っていたが、別に悩みを相談された記憶もない。そもそも、悩みを相談されたところで助けるメリットがない。

　結論として、喫茶店に行くのは俺１人で十分だということ。ここは俺に任せて先に帰れ。

　無断バイトしてることを検挙させてくれるなら、いくらでも愚痴聞くけど。

「別にいーじゃん！　ウチの愚痴聞いてよ！　というか聞きなさいよ！」

「聞かん。斉さい藤とうさんでも使え」

「ケチ！　暇ひまなくせに！」

　頭の中のスイッチが『カチッ』と鳴った。

「……今なんて言った？」

「え？　ケチ？」

「そこはどうでもいい。その後だ」

「……暇？」

　力強く１つ頷うなずけば、俺の威い圧あつに気付いた洞ヶ瀬は、若干の戸と惑まどいを見せる。それでも引き下がるつもりはないと嚙かみついてくる。

「だ、だって暇じゃん！　暇だから独りでコーヒー飲みに行くんでしょ？」

「暇だから行くんじゃない。飲みたいから行くんだ」

「い、意味分かんない……！　あと睨んでもいいけど瞬まばたきしてよ。超ちよう怖こわいんだけど……」

　以前にも、カースト上位の博愛主義者とサブカル女子に、同じようなことを教え説いた記憶がある。特に博愛主義者のほうをメッタメタにした。

　またかよ、と思うものの、俺は決してへこたれない。

　何な故ぜならば、俺の価値観を否定する奴は何なん人ぴとたりとも許さないから。

「いいだろう。そこまで言うなら、付いてこい」

「え？　いいの……？」

「独りの素す晴ばらしさを教えてやる」

「え……？　ちょ、ちょっと！　待ちなさいよ！」

　全国の独り至上主義たちが、白い目で見られないように俺は闘たたかい続ける。




　場所は変わって、馴染みの喫茶店ＷＥＬＬ。俺が新入生の頃ころから頻ひん繁ぱんに利用させてもらっているお気に入りの店である。

　猛もう暑しよ日びに欠かせないアイスコーヒーも、今日は少し奮発して水出しコーヒー。

　ストローでかき混ぜれば、氷とガラスが触ふれ合い、風ふう鈴りんのような音色が聴ちよう覚かくを楽しませる。口の中いっぱいに拡ひろがる芳ほう醇じゆんな豆の香かおり。飲み込んでしまえば、じんわりと酸味の利きいた味が、冷たさと一いつ緒しよに全身へと染しみ渡わたってくる。

　美味い。まさに舌した鼓つづみを打つとはこのことで、目を閉じて１度、２度と頷いてしまう。

　トリップ状態に入ることしばらく。

「姫宮？　ねぇ。……。ねぇってば！」

「ん？　何だ？」

　２人用テーブル席の向かい側。不ふ機き嫌げんそうにメロンソーダにのったアイスクリームをスプーンで突つつく洞ヶ瀬がうるさい。

「アンタが言ってた独りの素晴らしさって何？」

「まさに今、この瞬しゆん間かんだけど」

「はぁ!?」

　声を荒あららげる洞ヶ瀬の反応は、引っかけ問題やナゾナゾの答えを聞いたのに、全く腑ふに落おちないといった感じ。

「バカじゃないの!?　こんなの暇つぶし以外の何物でもないじゃん！　あ！　今、鼻で笑ったでしょアンタ！」

「現代っ子が」

「アンタもじゃん！」

　そういえばそうでした。

「洞ヶ瀬よ。お前にとっての暇の意味ってなんだ？」

「ウチにとっての暇……？」

　昨今の何も考えず答えだけ知ろうとする若者ではないようで一安心だ。突とつ然ぜんの質問に「えっと……」と、洞ヶ瀬は思考開始。考えるときの癖くせなのか。少しだけ頰ほおを膨ふくらませ、自じ慢まんの爪つめをジッ、と見つめ続けている。

「んー……、誰にも遊びに誘さそわれなくて、特にすることがない退たい屈くつな状態、とか？」

　洞ヶ瀬の回答を聞いて改めて確信する。やはりソロ充じゆうとリア充とでは、暇の解かい釈しやくが全くに異なるのだと。だからこそ、考えも全く異なるのだ。

「俺ら独りが好きな奴やつにとって、『暇＝退屈』じゃない。『暇＝充じゆう実じつしてる』なんだ」

　暇だから遊ぶんじゃない。暇をしている時間が遊んでいる時間なのだ。

　リア充は忙いそがしくなることを望んで、ソロ充は暇になることを望んでいると俺は思う。

　洞ヶ瀬はさっきまでのような全く腑に落ちないような反応は示さない。それどころか、聞き入っているような雰ふん囲い気きすらある。

　体裁を気にしたり、打算的だと自じ称しようするからこそ、案外思し慮りよ深い奴なのかもな。

「俺がここでボーッとしているのは認める。けどだ。俺は退屈だからここに来ようと思ったことは一度もない。コーヒーを一口飲むたびに安らぎを覚えるし、分からない単語の意味を調べながらの読書は楽しい。ラジオから流れる人生経験豊富なパーソナリティの昔話なんかを聞くのも面白い。総じて、独りゆったり過ごせる空間や時間が好きなんだ」

　だからこそ、独り沼ぬまにどっぷり浸つかってしまうのだ。

「ということだ。喫きつ茶さ店てんに行くから暇とか、独りだから暇ってことは決してないから。そこら辺、勘かん違ちがいしないでもらえると助かる」

　以上、独り至上主義運動でした。

　独りの素晴らしさを分かってくれたのか。洞ヶ瀬は「成程、ね……」と納なつ得とくしつつメロンソーダを一口飲む。

「姫宮ってすごいわ。アンタの話聞いてると、一いつ生しよう懸けん命めい取とり繕つくろってる自分が馬ば鹿からしいって思えるくらい」

　洞ヶ瀬は聞き疲れたようにテーブルへと片かた肘ひじつくと、「あーあ」と溜ため息いきづく。

「独り自由な生活ってちょっと羨うらやましいかも」

「お前らのグループに中指でも立てればいいんじゃないか？」

「バーカ。それって自由じゃなくて孤こ立りつじゃん」

　そうともいう。紙一重の部分もあるし。

　支配からの卒業をしたいならオススメだけどな。

「でさー。こっからはウチの愚ぐ痴ちになるんだけどさー」

「自然な流れで愚痴れると思うなよ」

「課外授業のことなんだけどさ。ウチ的には美容系の専門学校より保育園とか幼よう稚ち園えんとかに行きたいんだよねー」

「……」

　聞いちゃいねー。

　その話なら教室で聞いていたけども。

「洞ヶ瀬って子供が好きなのか？」

「っ！」

　端たん的てき、どストレートな質問に、洞ヶ瀬の勝ち気な猫ねこ目めがパッチリ開く。

　バイト先が保育園で、課外授業で行きたい場所が保育関係。そうなれば答えなんて目に見えている。

　洞ヶ瀬も隠かくせることではないと判断したのか。分かりやすくサイドの髪かみをいじりつつ小さく頷く。顔は赤い。

「……うん。正直言うと超ちよう好き……」

　その言い方、超好き。

「課外授業で保育園とか行きたい場所があるなら、独りでも行けばいいと俺は思うけど」

「ウチだって姫宮の立ち位置なら、行きたい場所に独りで行くけどさ。分かるでしょ？　女子高生って結構面めん倒どうな生き物なこと」

「まぁ、言いたいことは」

　カースト上位、特に女子たちは統率力がすごい。新しん撰せん組ぐみかよと思えるくらい。

　統率を乱す奴、局中御ご法はつ度とを破る奴は、即そく切腹というイメージだ。

「それに、『将来の夢が保育士だから行きたい』って言うの恥はずかしいじゃん？」

「なんでだよ」

「だってさー。皆みんながノリで行くとこ決めてるのに、ウチだけマジな感じになるんだもん。そもそもな話、将来、保育士になりたいってことが比奈たちにバレること自体が恥ずいし」

「彼氏いるって噓うそついてバイトするから悪いんだろ」

「だって……。将来の夢、堂々と発表できるのって小学生のときくらいじゃん。子供が好きで保育士って、我ながら単純すぎるし……恥ずい……」

「さっきから恥ずかしいこと、俺に晒さらしまくってるけどいいのかよ」

「人を変態みたいに言うんじゃないわよ」

　洞ヶ瀬はグラスの結けつ露ろを指でなぞり、そのまま俺目め掛がけてエアデコピン。顔に水すい滴てきがヒットすれば、満足気に笑ってきやがる。水みず鉄でつ砲ぽうといい、コイツは水属性なのだろうか。

「謙けん遜そんとか遠えん慮りよしないからかな？　不思議とアンタには何話してもいいって思えちゃうんだよねー。うわー……、すごい嫌いやそうな顔……」

　いかんせん厄やつ介かいごとなもんで。




「春一君、ちゃんと相談に乗ってあげないとダメだよー」




「え……？」と洞ヶ瀬が声がするほうを振ふり向むけば、ＷＥＬＬの看板娘むすめ、エプロン姿の恋こい野の君きみ歌かさんが「お冷ひや交こう換かんするね」と俺たちのグラスへと水を注いでくれる。

　さすが恋野さん、話しかけるタイミングが絶ぜつ妙みように丁度良い。

「ビックリだよー。春一君に彼女さんがいたなんて」

　さすが恋野さん、致ち死し量りようギリギリにおちょくってきやがる。

「クラスメイトの洞ヶ瀬夢乃です。それ以上ではありません」

「以下はあるような言い方すんじゃないわよ」

　そこに気付くとはやるな洞ヶ瀬。

　良く言えば他愛のない、悪く言えばしょうもないやり取りも、恋野さんは温かく見守ってくれる。そしてそのまま、相変わらずのほんわりした笑え顔がおで自己紹しよう介かい。

「店員の恋野です。夢乃ちゃん、よろしくね？」

「ど、どもですっ」

　水＆悪属性の洞ヶ瀬なだけに、光属性の恋野さんには若干緊きん張ちようしているようだ。

　お冷の交換を終えた恋野さんが「ごゆっくりねー♪」と手を振りつつカウンターへと戻もどっていけば、普ふ段だんはツンケンしている印象の洞ヶ瀬の頰は既すでに緩ゆるくなっている。

　恋野さんを目で追っていき、姿が見えなくなっても遠くを見つめている始末。お前はもうデレている状態である。チョロインかよ。

「年上系ってやっぱ憧あこがれちゃうなー。親しん睦ぼく会かいの二次会で来たときも思ったけど、すごいキレイな人だよねー」

「そうだな」

「ねぇ。なんであんな美人な店員さんと仲良いいわけ？」

「俺がこの店によく来たり、恋野さんがウチの高校のＯＧっていうのが理由だと思う」

「ふーん。ウチも仲良くなりたいし、ここの常連になろっかな」

「お前らはサイゼかマクドのほうが似合ってるぞ」

「バカにすんな」とまたしても水攻こう撃げき。今度はエアデコピンじゃなくて鼻デコピンで。




　その後も、洞ヶ瀬の愚痴や世間話をお代わりのアイスコーヒーが空になるまで聞かされてしまう。

　帰り道。乙塚駅を目指す道中にも、当たり前に雑談は続いている。

「っていうかさ。恋野さんって華梨に似てるよね」

「華梨？　華梨って、美咲のことか？」

「それ以外、誰だれがいんのよ」

　それ以外、思い当たる人物がいないから聞き返したんだけど。

「いやいや。恋野さんは気配りできるけど、アイツはぐいぐい来るから全く違ちがうだろ。恋野さんに失礼だろ。謝ってこい」

「アンタは華梨に謝ってきなさいよ……。いやいや似てるでしょ！　良心の塊かたまりみたいな感じが！」

「ああ……」と思わず声が漏もれる。

「そこだけ切り取られたら否定はできんかもな」

「でしょ？」と勝かち誇ほこったように洞ヶ瀬は笑う。

「ウチ、華梨を入学式で初めて見たとき、良い子すぎて絶対裏あるだろうなって思ってたんだよねー。けど、しばらく一いつ緒しよにいて『あ、この子、本当に性格が良いんだ』って分かったから、ちょっと引いたもん」

「分かるな。アイツと一緒にいると、時々自分が矮わい小しような存在に見えるときがある」

「一緒にすんじゃないわよって言いたいけど、分かっちゃうわー」

　総じて、自分の性格のが好きだけどな。優ゆう劣れつは置いといて。

「普ふ通つうありえないっしょ。何のメリットもないのに、ウチが無断バイトしてると思って注意したり心配してくれるんだよ？　友達に嫌きらわれる可能性あることなんか誰もしないよ。少なくともウチは絶対しない」

「博愛主義者だからなアイツは」

「どう育ったら、華梨みたいに完かん璧ぺきな性格になれるんだろうね」

「アイツもアイツで相応以上に苦労してるみたいだけどな」

「へぇ……」

「なんだよ」

「やけに詳くわしいじゃん」

「別に」

　ちょっと美咲が人知れず他人のために悩なやんだり努力していることを知っているくらいだ。

　そんなことよりだ。

　もっと知りたいことが、たった今できてしまう。

「おい洞ヶ瀬」

「何？」

「お前今、『無断バイトしてると思って注意したり』って言わなかったか？」

　俺の問いに対し、洞ヶ瀬は思い出したかのように、「あー……」と言葉を伸のばす。

「そのことなんだけどさ。ウチ、バイト申しん請せいちゃんとしてんだよね」

「……は？」

　洞ヶ瀬は申し訳なさげにタハハと苦笑い。

「この前まで姫宮がこんな感じの奴やつって知んなかったからさ。バイト申請してないって勘違いしてるなら、装っちゃえって思ったんだよね。ごめんごめん」

「……ちっ」

「舌打ち!?」

「何で舌打ちされたの!?　ねぇ！」とゆっさゆっさ身体からだを揺ゆらしてくる洞ヶ瀬はスルー。

　全くもって紛まぎらわしい。

　あやうく天海先生のところに身み柄がら差し出して、恥はじかくところだったじゃねーか。

　やはりクーラーへの道のりはそんなに甘くないようだ。

「で、結局のところ、お前は保育士のバイトは辞やめるのか？　続けるのか？」

「ウチの質問はやっぱり無視するのね……。うーん、正直な話、悩んでんだよねー」

　ちゃんと答えてくれるあたり意外と良い奴なのかもしれない。

「嫌なことが多いからか？」

「そそ。だってさー、ネイル禁止とか、派手すぎる格好するなとか、保母さんの小言うるさいんだもん」

「……」

「言われてることは分かるよ？　けど、まだ高校生なんだから少しくらい見み逃のがしてくれてもいいじゃん」

　要するに、将来は保育士になりたい、けど今しか楽しめない高校生活も存分に謳おう歌かしたい、という感じか。

　気持ちは分からないことはない。けど、納なつ得とくはできなかった。

「姫宮もそう思わない？」

「思わない」

「え……っ」

　あいにく俺は、お友達ごっこという名の協調性は持ち合わせていない。

　言いたいことは言う。何な故ぜならば、他人の顔色を窺うかがうのは嫌いだから。

　感情が顔に出てしまうタイプ故ゆえに、俺の顔を見た洞ヶ瀬がムスッ、と眉み間けんにシワ寄せて前かがみで睨にらんでくる。

「何でよ？」

「高校生だから仕方ない、まだ未成年だから大だい丈じよう夫ぶとか、そういう後うしろ盾だてが俺は好かん」

「だって実際そうじゃん」

「じゃあ、こう言われたらどう思う？」

「？」

「これだから最近の若い奴はって」

「！　……その言葉、メッチャむかつく」

「だろ？」

「この前、地学の松まつ枝えだにも『最近の女子高生は、こんな簡単なことすら分からんのか』って言われてメッチャ萎なえたし」

　いつの時代とか関係ない。どんなに歳をとってもいい加減な奴やつはいい加減だし、どんなに若くてもしっかりしている奴はしっかりしている。バブルや団だん塊かいジュニア、ゆとりやさとり関係なく。

　そもそもの話、これだから若い奴はと言う年寄りに限って、電車でギャースカと大声で電話したり、禁きん煙えんゾーンでスパスパとタバコを吸うのだ。コンビニに車で突つっ込こむのだ。

　バカにされた若者は、迷めい惑わく行こう為いを見つけたら言ってやれ。「最近の年寄りは、こんな当たり前なことすら覚えられんのか」と。

　そして、年ねん齢れいが関係ないからこそ、

「俺はお前のことを、もう将来の夢を持ってるなんて同い年なのにしっかりした奴だなと思ってた。だからガッカリした」

「……。どうして？」

「身だしなみを注意された程度で辞めたくなる夢なんだなって知ったから」

　洞ヶ瀬の瞳ひとみが見開かれたまま固まる。両の拳こぶしは力強く握にぎられ、自じ慢まんのネイルが痛々しく手に食い込んでいた。

　洞ヶ瀬が園児たちと散歩してるのを見たときや、洞ヶ瀬の口から子供のことを超ちよう好きって聞いたとき、「ああ、コイツ本当に子供のこと好きなんだな」って思ったのは俺の本心だ。

　同時に保育士になる夢は、体裁を気にする洞ヶ瀬が絶対に譲ゆずらないポリシーなんだと思った。だからこそ、仕事を辞めるか悩なやんでます発言に落らく胆たんは隠かくせない。

「別にネイルとかオシャレを否定するつもりはな──、「好きだもん……」」

「？」

　洞ヶ瀬の重々しく開いた口から言葉が零こぼれる。零れたら最後。洞ヶ瀬は自分に言い聞かせるように、周囲に関係なく声を張り上げる。




「好きだもん……っ！　ネイルよりも！　子供たちが一番っ！」




　表情は恥はずかしさや悔くやしさ、怒いかりなどなど。色んな感情が配合されていて、決して人様には見せたくないであろう表情になっている。

　そんな表情になるのを覚かく悟ごしてまで、もしくは我を忘れてしまうくらいに、洞ヶ瀬は俺に事実を伝えたかったようだ。

　表情を見れば分かる。そういうことなのだろう、洞ヶ瀬にとっての将来の夢とは。

　呼吸を整え終えた洞ヶ瀬は、少しだけ頰ほおを膨ふくらましている。そして、自慢の爪つめをジッ、と見つめ続けていた。




　　　　※　※　※




　翌朝。ロッカーから今日必要な教科を漁あさっていると、ロッカー棚だなに座っている女子の１人が強く手を合わせている姿を目の端はしが捉とらえる。

「ごめんっ！　今日もデートあるからカラオケ、パスッ！」

　洞ヶ瀬の不参加発言に、「え～！」と遠藤一同のげんなりムード。

　相変わらずに洞ヶ瀬は、遠藤たちにバイトをしていることは言っていないらしい。

　申し訳なさげに合わせる両手を見た遠藤は呟つぶやく。

「あれ……？　夢乃、ネイル止やめたの？　トップコートしか塗ぬってないじゃん」

「うん。ネイルなんだけど、休みの日だけにしようと思って。だから地じ爪づめも短くして、これからはチップにする」

「「えーなんでー？」」と２人が尋たずねれば、洞ヶ瀬は屈くつせずに笑う。

「なんでも～♪」

　公私混同な女から、オンオフを切きり替かえられる女へとステップアップしたようだ。

　好きなものが多いのは良いことだと思う。けど、好きなもののために嫌いやなことを無視したり、約束事を破るのは悪いことだ。

　洞ヶ瀬はちゃんと自分の優先順位を見つめ直した。結果、良い意味で両立できるようになった。究極の選せん択たくを迫せまられたわけではない。ある程度、取捨選択が必要だっただけで、意外と何とかなるもんだ。

　必要な教科書を回収して立ち上がる。ふと、洞ヶ瀬が人知れず俺を見ていることに気付く。

　教室で洞ヶ瀬が話しかけてくることはない。それでも、視線を合わせると、嬉うれし気に短くて透とう明めいになったネイル、ではなく爪を見せてくる。ベッと舌を出した洞ヶ瀬がこっそりとＶサイン。ご丁てい寧ねいに指が俺に見えるように手の甲を向けて。

　どんなもんよ、とでも言いたげに。

　いいんじゃないすかね。








３章　倉くら敷しき瑠る璃りの恋こい活かつ強化週間






　帰宅部の者は、委員会に率先して入らなければいけない。そんな暗あん黙もくのルールがどの高校やクラスにもあるのではなかろうか。少なくとも俺のクラスにはあった。

　結果、俺は美化委員に所属することに。

　特に不満はない。部活で日々汗あせ水みず垂らして励はげむ奴やつらと、帰宅部で日々快適な生活を送ろうとする俺のどちらが委員に適任かといえば、明らかに後者なのは俺でも分かる。

　月１の集会と、たまの清せい掃そう活動くらいなら、目を瞑つぶろうではないか。

　本日の放課後は、たまに行われる清掃活動の日で、内容はグラウンド周りの草むしり。体操服に着き替がえた各クラスの美化委員２名と、ボランティアで集まった生徒たちが散り散りに、ひたすら生おい茂しげった雑草を抜ぬいていく。

　ボランティアで参加する奴の気が知れん。そう思いつつ、隣となりで鼻歌まじりに草を引ひっこ抜く奴を眺ながめてしまう。美み咲さきだ。

　俺の視線に気付いた美咲が軽く口角を上げつつ、「？」と首を傾かしげる。

「どうしたの姫ひめ宮みや君？」

「いや、お前の気が知れんなと思って」

「いきなり何さ!?」

　博愛主義者のカリン様は環かん境きようにも優しいようだ。身体からだのどこかにエコマークやリサイクルマークなんかが入っているのではなかろうか。

　というか、しれっと隣で作業するなよ。俺が抜く草がなくなるだろ。

　気が知れないと思いつつ、博愛主義＆家事大好きな美咲が、ボランティア精神を持ち合わせているのは特段驚おどろくことではない。むしろ意外だと思ったのは、倉敷が参加しているという事実。ボランティアに参加するようなキャラではなさそうだが。

　そんな倉敷は少し離はなれた場所で談笑しており、話し相手は先月からウチの高校に研修でやってきている教育実習生。直接の関わりがない人物と容易に打ち解けられるのは、クラスのムードメーカーだからこそ為なせるワザか。はたまた、ファミレスのバイトで接客をし続けた努力の賜たま物ものか。

　？　会話を楽しんでいたはずの倉敷がコチラへと戻もどってきた。心なしか表情は落ち込んでおり、肩かたはダラリと下がり切っている。

　俺と美咲の間にしゃがむと、そのまま大きく溜ため息いき。

「なんだよー……。彼女いるなら自己紹しよう介かいのときに言っとけよなー」

「瑠璃……、何のためにボランティアに参加してるのかな……？」

「え？　彼氏作りのためだけど？」

「……」

　さも当たり前のように答える倉敷に、開いた口が塞ふさがらない美咲。

「あり？　言ってなかったっけ？　わたし今、恋こい活かつ強化週間に入ってるの」

　とてつもない理由で参加する猛も者さもいたものである。

　夏休みまであと２週間、倉敷は未いまだ夏休みに向けて悪あが──、否いな、絶賛彼氏募ぼ集しゆう中ちゆうのようだ。

　注目していた教育実習生に恋こい人びとがいてモチベーションだだ下がり。「もはやわたしは帰りたいよ……」とぼやく倉敷は、もはや草むしりではなく草いじり。葉の先せん端たんを千切って捨てては、また先端を千切ってを繰くり返かえす。

「だってさー。教育実習生なら、女子高生と付き合うために高校に来てるって思うじゃん。彼女いるなんて思わないじゃんー」

「偏へん見けんが過ぎるよ瑠璃……」

　悪いけど俺もその偏見はある。

　溶とけ崩くずれる雪だるまの如ごとし。ゆっくりと傾かたむいていく倉敷の頭が、俺の肩へと密着。「わたしに構え」と言わんばかりにグリグリと頭を動かし続け、倉敷の髪かみから香かおるコンディショナーが俺にやすらぎを提供。同時に暑苦しいという感情を芽生えさせる。

　勝者、暑苦しい。

「姫宮ー。へこむわたしを励ませー」

「草は根っこから引き抜かないとダメだぞ」

「オ前ノ毛根、引ッコ抜ヌイタロカ」

　俺の頭皮見ながら、草の根を引き抜くなよ。

「へー。教育実習生の人、彼女いたんだ」

　俺と同じ美化委員、洞うろヶが瀬せが「意外だわ」と首を突つっ込こんでくる。このクソ暑い中、着こなしに拘こだわりがあるのか、長ズボンを内側にロールアップした七分丈たけスタイル。創意工夫するだけのことはあり、スカートよりパンツスタイルのが洞ヶ瀬っぽいなと思えてしまう。

　オシャレに余念はないものの、以前までキラキラと輝かがやいていた洞ヶ瀬の自慢だった爪は、短く手入れされたまま。清掃活動のためか、園児と戯たわむれるためかは分からないが、公私をわきまえるようになったのは間ま違ちがいない。

　洞ヶ瀬はさも楽し気にニヤニヤしつつ、２人に話しかける。

「大学戻ったら、絶対友達に聞かれてるよねー。研修先の高校、可愛かわいい子いた？　とか」

「分かるっ！　わたしたち華はなの女子高生のあられもない情報で盛り上がるに違ちがいないっ！　倉敷瑠璃っていう美少女が可愛すぎて手を出しそうになったって言われたらどうしよう～！」

「はしたないよ瑠璃……。というかさ。私も実習生の人と話したことあるけど、そういう話をするタイプの人じゃないと思ったけどなぁ。ＴＨＥ・真面目！　ってイメージ」

「でも彼女と同どう棲せいしてるらしいぞー。同棲始めて１ヶ月目なんだって」

「あとでその話、詳くわしく聞きに行こうね！」

　倉敷と洞ヶ瀬だけでなく、美咲も陥かん落らく。恋れん愛あい話はＪＫの大好物なのは世の常である。

　美咲よ。お前は何のためにボランティアに参加したんだよ。

「おはようのキスはするか」「いってきますのチューはするか」「おかえりの接せつ吻ぷんはするか」などなど。草むしりしながら質問する内容をキャイキャイ話し合う姿は、ガールズトークというより主婦の井い戸ど端ばた会議。

　３人が盛り上がる中、４人分の草を黙もく々もくとゴミ袋ぶくろに詰つめる俺は、散歩中に足止めを食らった飼い犬。３人の中で誰だれが俺の飼い主かは定かではないが、リードを嚙かみちぎってでも野良犬へとジョブチェンジしたいものである。

　不言実行。ゴミ袋を縛しばり終え、一いつ匹ぴき狼おおかみになるべく立ち上がる。

　散っ。

「あ、そだ姫宮」

「あ？」

　俺の飼い主は洞ヶ瀬だった模様。洞ヶ瀬はポケットから何かを取り出す。

「いいっしょコレ♪」

　誇ほこらしげに見せびらかしてくるものは、ビーズでできたストラップ。

「カイトが一いつ生しよう懸けん命めい、作ってくれたんだー♪」

「カイトって洞ヶ瀬のスカート捲めくってた奴か？」

「変な覚え方すんな！」

　顔を真っ赤にして怒おこっているし、俺の記き憶おくは正しかったようだ。

　子供の話になると、当社比２倍以上の嬉き々きとした表情で話すのだから、本当に子供が好きなんだろうな。

「……夢ゆめ乃のにあげる、ってぶっきらぼうにくれたんだけどヤバいよね!?　超ちよう可愛かった！　恥はずかしがりながら小さい手で隠かくしてたんだけど、ちょっと見えてたし！」

　洞ヶ瀬が保育園で働いていることを知っている美咲は、「へー！　よくできてるね！」とストラップを褒ほめる。洞ヶ瀬が保育園で働いていることを知らない倉敷は、「カイトって彼氏か!?」とエキサイティング。人前でスカート捲る彼氏とかド畜ちく生しようすぎるだろ。

　３人の微ほほ笑えましいやり取りが、今度こそ末永く続きますようにと願いつつ、今一度ゴミ袋片手に退散する。

　ゴミ捨て場に向かう最中も、清掃活動中の生徒や部活動中の生徒、はたまた通行人たちの会話に耳を澄すましてみるものの、俺の求めている情報が含ふくまれているものはない。

　無断バイトしている者に関する情報である。

　天あま海み先生からクーラーという神アイテムを交こう換かん条件に提示されてからというもの、そこそこに情報収集を試みているが、一向に芳かんばしい情報は入っては来ない。

　こうなれば放送室をジャックして校内放送で尋たずねてみようか。「誰かこの中に無断バイトしている方はいませんか？」と。美人なＣＡさんがそう尋ねるなら手を挙げる人物もいるかもしれないが、尋ねているのはしがないボッチ。無視されるのが関の山。

　もしくは、美咲と羽は鳥とりに客室乗務員のコスプレをさせて、朝の正門で一人一人に尋ねてもらうように頭を下げるしか手立てはないかもしれん。最後の荒あら業わざとして、俺が無断バイトして自ら天海先生のもとに出頭しに行くか。

　どんだけクーラー欲しいんだよ。

　しかし、夏休みの間もプライベートルームを使う予定の俺にとって、クーラーの有る無しはやはり大きい。

　手に入らないと思っていたものを目の前でチラつかされるだけで、ここまでもどかしい気持ちにさせるとは。クーラー恐るべし。

　夏休みまでに、俺が無断アルバイトしている人物を見つけ出すのと、倉敷が彼氏を見つけられるのとはどちらが早いだろうか。

　引き分けの結果しか見えないのは、夏の暑さのせいにちがいない。




　　　　※　※　※




　期末テストも既すでに終わり、図書室はいつもの閑かん散さんとした空間に戻っている。

　と信じていた。

　放課後、図書室を利用しようと扉とびらを開けば、

「いらっしゃいませー♪　おひとり様ですか？　おタバコは吸われますかー？」

「……」

　一体いつから図書室に来たと錯さつ覚かくしていた？　の如し。カウンターにいる倉敷が、満面の接客スマイルで俺へと話しかけてくる。

　閑散とした図書室を望みつつも、無断アルバイターの情報収集、贅ぜい沢たくを言えば無断アルバイターが転がっていたらいいなとは思っていた。結果は騒さわがしい奴が一いつ匹ぴき。

　騒がしい奴の隣となり、本物の図書委員である羽鳥が倉敷の大ボケに大おお慌あわて。

「瑠璃っ!?　ファミレスじゃないから！　す、すいませ──、……あれ？　姫宮だ……」

「ニャハハハハ！　そりゃそうでしょ。さすがのわたしも知り合いじゃなかったら、ふざけないよ。ＴＰＯくらい読めるって」

「読めるなら図書室で爆ばく笑しようするなよ」

「姫宮以外、客いないから細かいことは気にするなよー」

　客て。いまいちバイト気分が抜ぬけない奴だな。

　倉敷がここにいる理由は何となしに分かる。というか、それ以外に考えられない。

　世界ふしぎ発見なら全員がスーパーヒ○シ君人形を賭かけるレベルのサービス問題である。

「いやー。文学系男子って萌もえるじゃん？　だから、英え玲れ奈なに頼たのんで当番手伝いながら彼氏候補探しにきたわけ」

　はい人形ＧＥＴ。

　どうしたことか。正解した俺以上に、倉敷のテンションが低くなっていく。しまいには両手を軽く上げ、やれやれと両サイドの髪を揺ゆらす。

「けど失敗だわ。全然、利用客来ないでやんの」

「まぁ、放課後に図書室を使う物好きは滅めつ多たにいないだろうからな」

「そうなんだよなぁ。物好きな姫宮さんよう」

「物好きだから否定はせん」

「ニャハハハハ！　やっぱりお前は面白いなー！」と屈くつ託たくなく笑う倉敷は捨て置き。本来の目的を遂すい行こうすべく、カバンから本を取り出し、本物の図書委員である羽鳥へと手て渡わたす。

「返へん却きやく手続きを頼む」

「こ、この本……！」

「？」

　受け取った本をガン見していた羽鳥が、ゆっくりと俺を見上げてくる。

「面白かった……？」

「おう、面白かったぞ。今月のおすすめコーナーにあったから借りたんだけど正解だった」

「わ……」

「わ？　うおっ──」

　唐とう突とつに立ち上がった羽鳥が前かがみで俺へと急接近。渡した文庫本をたわわな胸にぎゅぅぅぅぅっ！　と沈しずみ込ませ、目を輝かせてテンションＭＡＸ。

「私なのっ！　私があそこのコーナーを今月担当したのっ！　やっぱり姫宮とは相あい性しようバッチリ！」

「……おう」

　余計なこと言わんかったら良かった。

　羽鳥は止めどないエネルギーを今放たないでどうするとでも言いたげ。「待ってて姫宮っ！　私イチ押しの作品がもう一冊あるからっ！」と席を立ち上がる。

「あー。俺、もう新しい本買ってるから今はいい」

「そう、なの……？」

　羽鳥はションボリしつつ席へと腰こし掛かけ直す。忖そん度たくできずサーセン。

　しかし、すぐに瞳ひとみが輝きを取とり戻もどし、

「で、でもっ！　読み終わったら、もう一度オススメしてもいい？　姫宮、絶対気に入ってくれると思うから、その……、ダメ……？」

　そんな後生の頼みみたいに聞かれましても。

　なんやかんやで本の趣しゆ味みが合うのは確かだし、断る理由も特にない。

「分かった。新しいの読み終わったら、羽鳥のオススメを教えてもらう」

「！　うん♪」

　ルンルン気分になる羽鳥。しかし、隣りん人じんがニヤニヤと自分を見ていることに気付けば、ハッと我に返る。倉敷よ、赤面して俯うつむいてるんだから、下から覗のぞいてやるなよ。

「おい姫宮ー。そこは素す直なおに本借りといて、英玲奈嬢じようの好感度上げとけよー」

「る、瑠璃……。恥ずかしいから止やめて……！」

「読むって噓うそついて借りて、コッソリ返すよりマシだろ」

「バカ正直な奴やつだにゃーお前は」

　自分に正直に生きる。それが俺のアイデンティティの１つなもんで。

「行けたら行く、みたいな言葉が俺は好きじゃないんだ」

「あー、無意識でわたし使ってるかも」

「私も……」

　人付き合いの多いカースト上位の２人は、身に覚えがありすぎるようだ。

「わたしは便利な言葉だと思うけどなー」

「相手への罪悪感から言葉をぼやかしてるのは分かるが、ぼやかしたら相手へ僅わずかな希望を残すことになるからな。結果、自分の首絞しめてるだけだろ。絶対行く気ないのに」

　迷ってるフリをしてはぐらかす時点でアウトなのだ。

『行けたら行く』の事例は、友人同士だけに発生するイベントじゃない。

「なぁなぁにするから新聞業者に毎回しつこく朝刊勧すすめられんだよ。返事を先延ばしにするから皆みんな幸せになれるとかホザかれて怪あやしい商材しつこく勧められ続けんだよ」

「姫宮……。過去にセールスマンに何かされたの……？」

　しつこいセールス野や郎ろうには言ってやれ。「皆幸せになれる？　じゃあ今勧められている俺は何で幸せじゃないんですか？」と。

「というわけだ。俺は行かないと決めたら行かないし、嫌いやだと思ったら嫌だと断言して相手の希望をへし折る」

「へし折るまでするなよ」

　相手の希望をへし折った後、後あと腐くされなく堂々と独りの時間を謳おう歌かするのだ。

　羽鳥は「姫宮らしい……！」と無む駄だに感心している様子で、倉敷は倉敷で「まーそだねー」と間延びした返し。

「確かに姫宮の言う通りよなぁ。けど、ハッキリ断れる勇者なんてアンタくらいなもんさ」

　たとえ理り不ふ尽じんに咎とがめられることになろうとも、愚ぐ直ちよくに自分を貫つらぬき通とおす。見み渡わたす限かぎり誰だれもいなくなっても構わない。だって元から誰もいない。

　それがおひとり様クオリティ。

　倉敷はペン立てからボールペンを摑つかむと、取り出した生徒手帳に何やら書き込む。

「よし。自分を貫く姿勢はカッコイイと思ったから、姫宮には１ｐｔやろう！」

「そのポイント、貯たまり続けたらどうなるんだ？」

「わたしと付き合える！」

「どうやったら減点してくれるんだ？」

「今すぐ99ｐｔプレゼントしてやろうか？」

　１００ｐｔ貯まると面めん倒どうなことになるらしい。

　ペンを生徒手帳から離はなしてくれませんかね。デスノートかよ。

「そんな不安そうな顔するなよ、英玲奈ー」と倉敷が羽鳥へパイタッチを始めて間もなく、図書室の扉が開く。ようやくに俺以外の生徒が訪れたようである。

「!?」と、セクハラしていた倉敷がピタリと停止。再起動の合図に瞳をパチクリすれば、テーブルから身を乗り出し、奥へと移動する男子生徒を食い入るように観察し続ける。

　それもそのはず。まさに倉敷が求めていたインテリ系なイケメンではなかろうか。ネクタイの色からして３年生だろう。整った顔立ちにメタルフレームの眼鏡が知的さを漂ただよわせ、シャツは第一ボタンまでしっかり留めているものの野暮ったさは全くない。胸ポケットに差した高価そうなペンは、装備アイテムかよと言いたくなるくらい彼の偏へん差さ値ちを更さらに高く見せる。

　イケメン先せん輩ぱいの背中しか見えなくなれば、羽鳥の肩かたではなく胸を揺らして倉敷大興奮。

「あ、あの人！　めちゃくちゃカッコ良くない!?」

「わ、分かったから落ち着いて瑠璃……。胸から手を離してくれたら嬉うれしい……」

「要望なら離さんっ！」

　要望でも離してやれよ。

　うん！　と倉敷は大きく頷うなずくと立ち上がる。瞳には「やったるで」という意思が分かりやすく滾たぎっている。

「ちょっと、あの人とキッカケ作ってくる」

「どうするつもりなの？」

「気配を絶ちながら距きよ離りを詰つめて、あの人が本を選ぼうとしたタイミングで偶ぐう然ぜんを装いつつ手を握にぎる」

「ヒットマンかよ」「古典的すぎない……？」

「えっ。運命的じゃない？」

　致ち命めい的てきだろ。

「シンプルイズベストだと思ったんだけどなぁ」と愚ぐ痴ちりつつ、倉敷は次なる案を考える。

　そして、直すぐに別案を思い浮うかべたようで、ご満まん悦えつ顔で両手を合わせる。

「そっか！　この本わたしも大好きなんですー♪　って言えばいいのか！　英玲奈が姫宮に甘えてたみたいに！」

「あ、甘えてない！」

　完かん璧ぺきな二次災害。羽鳥の動どう揺ようも何のその。倉敷は「またまたー。天然ぶるなよー」と流しつつ、手鏡を取り出して身だしなみを整えたり、頰ほおをグニグニとマッサージしたり。

　自分の恋こい路じすら行方不明なのだから、他人の恋路など心底興味がない。とっとと、返却手続きを済ませてプライベートルームに戻ろう。

　返却カードにサインしているタイミング。イケメン先輩が俺らのいるカウンターまでやって来る。

　倉敷は待ってました！　と臨戦態勢。にっこにっこにーな完璧スマイルでイケメン先輩をお出で迎むかえ。バイト先の看板娘むすめを自じ称しようするだけのことはある。

「ちょっといいかな」

「はいはいはーい♪　どのようなご用件ですかー？」

「デッサン集って置いてあるかな？　人体のポージングが色々載のってるのを探してるんだけど……」

「わたしには分かり兼かねます！　任せた英玲奈っ！」

　倉敷の存在価値って一体。

　本物の図書委員の羽鳥は、おおよそ、どんな種類の本があるかは把は握あくしているようで、「えっと……、美術系の本は扱あつかってないですね」と申し訳なさげに答える。

「そっかー……。残念だけど、仕方ないかー」

　イケメン先輩が「わざわざありがとね」と立ち去ろうとすると、「はいはいはい！」と倉敷が威い勢せい良よく手を挙げる。

「あのっ！　それってわたしに協力できませんか？」

「えっ。協力してくれるなら、僕としてはありがたいけど。モデルとか大だい丈じよう夫ぶ……？」

「勿もち論ろん！　シャツ１枚までなら大丈夫です！」

　何描かかせようとしてんだコイツ。

　イケメン先輩は思わぬ助すけっ人とに大喜び。

「心強い！　それじゃあ、よろしく頼たのむよ！」

「いえいえ！　末永くよろしくです！」

　わたしの時代来ました！　とでも言いたげに倉敷は小さくガッツポーズ。チャームポイントの八重歯が見えるくらいに笑えみを浮かべている。というかニヤついている。

「それじゃあ英玲奈！　わたしはお勤めしてくるから当番は任せた！」と、上じよう機き嫌げんな倉敷はイケメン先輩と図書室を去っていく。

　まさに嵐あらしの過ぎ去った後。

「行っちゃったね……」

「まさに、恋こいに恋する女子って感じだな」

　色々な奴がいるもんだ。恋人が欲しくて全力で走り回っている奴もいれば、全校生徒と友達になりたいから恋れん愛あいは後回しにする奴、カーストのステータスＵＰのために彼氏がいると噓をつく奴だっている。

「羽鳥も彼氏欲しいのか？」

「はぇ……！　わ、私!?」

　叩たたいて被かぶってじゃんけんぽんかよ。羽鳥は、俺が返した本で咄とつ嗟さに顔を隠かくす。

　相変わらずの恥はずかしがり屋だなと思っていると、ゆっくりと顔の上半分だけを羽鳥は覗かせて呟つぶやく。

「ゆ、ゆくゆくは欲しいかも……」

　羽鳥もそういうお年とし頃ごろのようだ。

「ひ、姫宮も、ゆくゆくは──、「いいえ全く」」

「……」

　強がっているのではない。ビジョンが見えないだけなんです。

　悲ひ哀あいの目で見られること数秒。羽鳥は何かに気付いたようで「あ」と声を出す。

　視線の先にはスマートフォンが。

「瑠璃のだ……」

　どうやら倉敷が忘れていったらしい。




　デッサンのモデルということは美術部だろう。だとすれば、プライベートルームと同じ文化棟とうだし構わないと、倉敷のスマホを運んでやることに。

　２階にある美術部に到とう着ちやくし、窓から顔を覗かせてみる。

　予想外だ。20人程度の部員がキャンバスや机と向き合って絵を描いているものの、意中のイケメンのためにポージングを取る女子の姿はなかった。

　倉敷はどこに行ったのだろうか。

　このまま、何の成果も得られませんでしたと、図書室に戻もどって羽鳥に報告するしかないのだろうか。倉敷の忘れ物１つで号泣できる自信がない。

　美術部じゃなければ、漫まん画が部とかかもしれないと、元来た道を戻っていると、




「はーい！　次は両手を猫ねこの形にしてニャンニャンのポーズ＆セリフお願いしまーす！」

「にゃ、にゃんにゃん……！」




「……？」

　美術部近くの教室、聞き覚えのある声とシャッター音が聞こえてくる。

　教室のネームプレートを確かく認にんしてみれば、カメラ撮さつ影えい同好会と書かれている。

　中を覗のぞいてみる。すると、アイツは何をやっているのだろうか……。

「はーい！　カーテン前に立って、『もうっ！　お兄ちゃん朝だから起きて！』のポーズ＆セリフお願いしまーす！」

「も、もう……、お兄ちゃん。朝だから起きて……」

「はーい！　敬礼ポーズしつつ、『逮たい捕ほしちゃうお』のポーズ＆セリフお願いしまーす！」

「……逮捕しちゃう……お」

　ネコ耳メイド服姿の倉敷が、カメラ小こ僧ぞうと化したイケメン先輩やその愉ゆ快かいな部員たちに大量のカメラを向けられ、様々なリクエストに応えていた。

　人は見かけによらない。イケメン先輩からは知的さは抜ぬけ、童心に返ったようなテンション。人の趣しゆ味みをとやかく言うつもりはないが、「尊いですぞおおおお！」と言いながらシャッターを押し続けるのは止やめたほうがいいと思う。

「はーい！　魔ま法ほうステッキ持って、変身ポーズ＆セリフお願いしまーす！」

「……違ちがうじゃん」

「「「「え」」」」

　ミシッ！　ミシミシミシ……ッ！　と力強く握られた魔法ステッキが悲鳴を上げ続ける。

　先に音を上げるのは倉敷だった。




「わたしはアンタらのメイドでも妹でも魔法少女でもないわ───っ！　彼女になりたかったんじゃぁぁぁ！」




「うおっ……！」

　怒いかりの咆ほう哮こうとともに扉とびらが開けば、ネコ耳メイド服姿かつ、ご立腹状態な倉敷が目の前に。

「姫宮！　女子にコスプレさせていいのは彼氏だけだから！」

　知ったこっちゃねー。




　　　　※　※　※
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　授業のない土曜日に、学校で過ごすのも乙おつなものである。

　毎度ながら、残念な妹のために独りの時間を潰つぶすわけにはいかない。誰だれがポケ○ンの個体値厳選など手伝うものか。乱数調整でもしとけバカタレが。

　妹のために卵を孵ふ化かさせ続けて１日が終わるとかエグすぎる。

　それならば、無断アルバイターを探しつつ、学校でゆっくりするほうが遥はるかに有意義な過ごし方というものだ。たとえ、何一つ有益な情報が入らなくとも。

　お気に入りスポットの１つ、グラウンドに隣りん接せつするテニスコート近くのベンチへと腰こしを下ろす。入学して早３ヶ月と少し。着々と快適な空間が増えつつあることは喜ばしい。

　潰されることも多いが。

　一息つくべく、コンビニコーヒーを１口。ビターな味わいを喉のどで感じつつ、うっすらと汗あせをかいていた身体からだをクールダウンさせていく。喉を鳴らし終え、ゆっくりと鼻から空気を抜いていけば、コンビニコーヒーと侮あなどるなかれ。コーヒー豆の深い香かおりが日々の疲つかれを癒いやしてくれる。

　美味ー……。

　たかだか１００円のコーヒーで幸せを感じられるのなら、人より感情が乏とぼしくて良いではないか。むしろ乏しいほうが得なのではなかろうか。

　昼下がりのコーヒーブレイクということもあり、運動部のかけ声や打球の心地よい音が辺り一帯から聞こえてくる。目の前のテニス部も例外ではなく、４面あるコートでは絶え間なくボールが行き来し、良いコースに決まれば、部員が「ナイサーッ」や「ナイッショー」などと声掛がけを行い続ける。フェンス越ごしに眺ながめている俺も、思わず「おおー」とか「うん……」と頷うなずいてしまうプレーもチラホラ。

　中でも波なみ川かわのプレーは圧巻。上級生を交じえても、群を抜いて上手うまい。滑なめらかなフォームから繰くり出だされるショットの１つ１つの精度が高く、小さい頃ころからやっていて全中出場という経歴は本当なのだろう。

　スポーツの全競技においてにわかだが、スポーツ観戦は嫌きらいじゃない。ゲーム実じつ況きよう動画を観みるのに通ずるものがある。自分には到とう底ていできないプレーであったり、ファインプレーを見ると胸を弾はずませてしまう。

　幼い頃は、草野球を眺める老人を理解できなかったものの、高校生になった今ではよく理解できる。老人たちも草野球を眺めつつ、過去の自分と重ねているのではなかろうか。

　異世界転生して魔ま王おうをアバババ、綺き麗れいなチャンネーとウハウハーみたいな小説が俺ら中高生や大人たちに人気があるのも同じような理由だと思う。

　自分にはできないこと、できなかったことを疑似体験できる楽しさは、老いも若きも関係ない。純真な少年心は何年経たっても消えはしないのだ。

　以上の観点から、独りでのスポーツ観戦が退たい屈くつしのぎとは一いち概がいに言えないことが証明された。小論文の宿題が出たとき、この考えをまとめよう。

　こうやって、しょうもないことを脳裏で巡めぐらせて過ごす１日が堪たまらなく面白い。

　他人のための時間の無む駄だ遣づかいと、自分のための時間の無駄遣いは何な故ぜこうも充じゆう実じつ感かんが違うのだろうか。誰か小論文でまとめてくれんかな。

「あれー？　姫宮じゃん」

「え」

　聞き覚えのある声に振ふり向むけば、ジャージ姿の倉敷が俺を見下ろしていた。両手にはどこかの部活動のものらしきウォータージャグを抱かかえている。

「教室以外でもよく会うなー。わたしのこと好きなのか？」

　俺も人より物を言うほうだが、コイツには劣おとると言わざるを得ない。

　メンタル、鉄てつ壁ぺきのパールさんかよ。

「冗じよう談だんじゃん！　ニャハハハハ！」と吞のん気きに笑う倉敷のさらに後ろ、倉敷同様にウォータージャグを抱えた美咲が笑え顔がおで近付いてくる。驚おどろきはしない。リア充じゆうが一いつ匹ぴきいれば、あと数匹ひきいると考えるのは当然のことだし。

「姫宮君も学校来てたんだ。たまにはゆずちゃんと遊んであげないとダメだよ？」

「お前らって、どこかの部活のマネージャーでも始めたのか？」

　妹の件はスルー。

「ううん。今日だけ臨時でテニス部のお手伝いやってるんだー。マネージャーやってる子がどうしても外せない用事があるらしくて、その代理って感じかな」

「はいはいはい！」と倉敷も威い勢せいよく挙手しつつ、

「わたしは恋人候補を探すために華か梨りんの協力を引き受けた！　何たって恋活強化週間だからね！」

　知ってる。

　俺の無関心な視線も何のその。倉敷は「一日マネージャーって、アイドル要素があっていいよなぁ」と物思いにふけるようにウンウン頷き続ける。マイペースすぎ。

　そんな倉敷が何か閃ひらめいたように「そうだっ！」と晴れ晴れとした表情を浮うかべる。視線の矛ほこ先さきは俺。

　俺のおひとり様センサーが言っている。『逃にげろ』と。

「それじゃあ」

「ちょい待ち」

　会え釈しやくして立ち去ろうとするが、倉敷が俺の退路へと立ちはだかる。

　しかし、まわりこまれてしまった！　状態である。

「姫宮も一いつ緒しよにマネージャーしよーぜー。もっと近場で見れるぞ？」

「しない」

「照れんなってー。今なら、わたしお手製の粉末ポカリも飲み放題だぞ？」

「要らん」

「恥はずかしがんなってー。仕方ないなぁ。姫宮のポカリだけ『美味おいしくなーれ☆』って呪じゆ文もんかけてやるから。語ご尾びは『美味しくなーれ♪』のがいいか？」

「いや、どっちで──、「はい決定ー！」」

　会話のキャッチボールって何？

　将来、「誓せい約やく書しよあるけど、先にサインしておいたから。じゃあ壺つぼ代だい３００万円ね」とか普ふ通つうに言いそうな恐おそろしさを感じる。

「お前の友達、将来ヤバめだから早めに止めておいた方がいいぞ」というメッセージを込め、美咲にアイコンタクト。

　さすがコミュ力マスター。俺の言いたいことを理解したようにニッコリ。

「普ふ段だん関わりを持たない人たちと話して、コミュニケーション沢たく山さんとっていこうね？」

「……」

「レツゴー！」と、倉敷に首根っこを摑つかまれてしまい、ＧＡＭＥ　ＯＶＥＲ。

　今一度コーヒーを一口。

　おかしい。日々の疲れが全然癒いえないんですけど。




　マネージャーを手伝えと言われたものの、特にすることのない俺は、ただの時期外れの部活見学者。コート前の休きゆう憩けい所じよ、業務用タープテント内に設置されたパイプ椅い子すに座り、練習風景を眺めることに専念している。

　美咲たちの人気はすさまじい。２人がボール拾いや飲み物を提供するだけで、部員たちのヤル気メーターは天井知らず。引くくらいに。

　今もボレー対ボレーの練習にも拘かかわらず、部員たちの一球一球全てが一いち撃げき必殺のスマッシュ練習。案の定、雑念にまみれたボールは、ネットに引っかかるかホームランの連続である。真面目にやれよ。

　水分補給しに戻もどって来た１人の先せん輩ぱいが、フレンドリーに俺へと話しかけてくる。

「君が俊しゅん太た郎ろうが話してたナックル君か！　無回転シュート打てるんだろ？」

　以前、体育のサッカーで行ったＰＫ戦のことを言っているに違ちがいない。

「ナックル君じゃないです、姫宮です」

　人の名前を欧おう米べい風に仕立て上げるなよ。

　どうやら部長のようだ。他の部員たちより部活焼けが目立ち、ガタイも一回り以上ガッチリ。偏へん見けんで申し訳ないが、『趣味：筋トレ』とかプロフに書いてそう。

　部長に「よろしくなナックル君！」と暑苦し──、力強く握あく手しゆされ、俺も自分のできる最大限の笑顔、愛あい想そ笑いを披ひ露ろうしつつ「ども」と会釈。

　周りにいる部員たちが、

「今の話聞いたか？　アイツ、無回転打てるらしいぜ！」

「はぁ!?　テニスでナックルボールとか最強じゃねーか！」

「俊太郎といい、ナックル君といい、今年の１年は化け物揃ぞろいかよ……！」

　話が湾わん曲きよくしすぎてブラックホールできてんじゃねーか。入部しねーし、そもそもナックル君じゃねーし。

　ざわつきに気付いた波川が、「わりぃわりぃ」と申し訳なさげに手を合わせつつ、片目を瞑つぶって謝罪してくる。イケメンだからって何でも許されると思うなよ。

　お詫わびの印か。波川は自分のラケットバッグを漁あさり始め、俺へとスペアのラケットを差し出してくるではないか。爽さわやかな笑顔を添そえて。

「せっかく見学に来たんだし、姫宮も一緒にテニスしようぜ！」

「あ、俺はいいから」

「遠えん慮りよすんなって！　テニスに興味あるなら──、「いいえ全く」」

　食い気味ノーセンキュー。

「……そっか」と呟つぶやく波川は、ラケットをバッグにしまった後、少し寂さみし気な表情でコートに帰っていく。正直者ですまんな。

　入いれ替かわりで球拾いを終えた美咲が、俺隣どなりの椅子へと腰こし掛かける。

「姫宮君。せっかく波川君が誘さそってくれたんだから、体験入部くらいすればいいのに」

「お前、ショップ店員に化け粧しよう品ひんサンプルとか渡わたされた流れで、商品買うタイプの人間だろ」

「そ、そういうときも確かにあるけど……」

「知ってるか？　世の中ではそういう奴やつのことをカモっていうんだ」

「余計なお世話だよっ！」

　怒おこりながらも「どうぞっ！」と、紙コップにお代わりのポカリを注いでくれるあたり、良いい奴と言わざるを得ない。

　繰り返しとなるが、俺は行かないと決めたら行かないし、嫌いやだと思ったら嫌だと断言するタイプの人間。相手がイケメンだろうが、先輩や上司だろうが変わりはない。

　断るなら早いほうがいいに決まってる。ダラダラ先延のばしして、相手の厚意を無下にするのも申し訳ない。

「もしかしたら、気の合う友達や先輩ができるかもしれないのにさ。いっそ部活に入っちゃえばいいのに」

「部活に入る＝新しいコミュニティに属するってことだぞ？　独り好きの俺がやっていけるわけないだろ」

「開き直りが潔いさぎよすぎるよ……。何度も言うけど、姫宮君の場合、コミュニティを断絶したいだけだよね？」

　鎖さ国こく万歳。

　美咲に次いで倉敷もテントへ戻って来る。

　さっきまで俺と部長が話していたのを見ていたようで、

「どうさ姫宮！　あの部長カッコよくない？」

「そうだな。カッコいいと思うぞ」

　性格と言動は若干暑苦しいけど。

　俺の顔を覗のぞく美咲は、「今、失礼なこと考えてたでしょ姫宮君……？」と言う。

　俺の顔を覗く倉敷は、「なんだ姫宮、妬やいてんのかー？」と俺の頰ほおを指で突つついてくる。

　解かい釈しやくが正しかろうが間ま違ちがっていようが総じて面めん倒どうくせー。

　ふと、サーブ練習中の波川を見て思う。

「波川は恋こい人びと候補に入れないのか？」

　誰だれがどう見てもイケメン、性格は誰にでも気さくに話しかける平和主義者。

　年上ではないにせよ、倉敷の理想像には近いのではなかろうか。

「俊太郎～～～……？」

　そんなに予想外、嫌な質問なのか。

　苦そうな顔をする倉敷は、そのままオーバーなほど首を横に振り続ける。

「ないないない。確かにイケメンだし、身長も高いけどないね。だってアイツ、テニス一筋通とおり越こして、テニス馬ば鹿かだもん」

　テニス馬鹿かどうかは知らないが、勝負事になると熱くなるタイプなのは、接点の薄うすい俺でも知っている。

「わたし、アイツと中学同じなんだよねー」

　へー。初耳である。

「俊太郎って、部活終わったあとにスクールとかジムに行くほどのガチ勢だから。絶対付き合っても大事にしてくれないじゃん？」

　一緒に聞いていた美咲が「でもさ」と前置く。

「波川君優しいし、付き合ったら尽つくしてくれるかもよ？」

「それ以前の問題だから。アイツ、中学時代から華梨みたいに告白されまくってんのに、一度もＯＫしたことないらしいぞ。華梨みたいに」

「イチイチ私を絡からませないでくれるかな……？」

　やはり美咲もモテモテのようである。

「わたしと仕事どっちを取るかの選せん択たくで、仕事を取るタイプだねありゃ」

「仕方ないんじゃないか？　仕事を取らないと養っていけないし」

　倉敷は、「分かってないにゃー」と首を振ふり続ける。腹立つ。

「そんなことは分かってんのよ。けどさ、うら若き乙おと女めは、『お前だぜ？』って真顔で言ってほしいんですよ。だよね、華梨」

「分かっちゃうなぁ……。家庭のために頑がん張ばってくれてるのは分かるんだけど、パートナーだから安心させてほしいっていうのは本心だよねー」

「「ねー♪」」と手を繫つなぎ合う２人は大変仲がよろしいこって。

「姫宮も噓うそでもいいからちゃんと言えよ？　練習しとくか？　ほら、美咲」

「えっ、私？」と自分を指差す美咲だが、直すぐに役へと徹てつしようと咳せき払ばらい。

「春はる一いち君！　私と仕事どっちが大事なのっ！」

「独りの時間」

「破局したっ!?」

　美咲の役崩ほう壊かい。

「両立できないなら、いっそ両方手放そうかと」

「発想が異次元すぎる……」「ニャハハハハ！」

　噓です。独りが好きなだけです。




　６ゲーム先取の練習試合がスタート。１つのコートでは、部長ＶＳ唯ゆい一いつの１年レギュラー、波川の戦いが繰くり広ひろげられる。

　倉敷も今がチャンスだと、部長に対するラブコールを繰り広げ始める。

　のだが……。

　１ゲーム目。部長神推しな倉敷の応おう援えんが響ひびき渡る。

「部長、頑張ってくださ───い！　俊太郎なんかブッ潰つぶせ───っ！」

　波川のサーブから始まり、波川絶好調。４本中２本をサービスエースで決め、１ポイントも奪うばわれることなくサービスゲームをキープ。波川リード：１‐０。

　２ゲーム目。まだまだ部長推しの倉敷の応援が響き渡る。

「部長、挽ばん回かいしていきましょ───！　俊太郎なんか捻ひねり潰せ───っ！」

　部長も負けじと、４本中４本全てのファーストサーブを相手コートに入れることに成功。しかし、入れることができただけで全て波川の強きよう烈れつなリターンの餌え食じきにされてしまう。部長が苦笑いを浮うかべ始める。波川リード：２‐０。

　３ゲーム目。部長が気になる倉敷の応援が響き渡る。

「部長、まず１ポイント取ることから集中───っ！　俊太郎は忖そん度たくしろ───っ！」

　波川の絶好調は１ゲーム目だけではなかったようだ。４本中４本、サービスエースを決めて１分弱でこのゲームを取る。部長から完全に笑えみが消える。波川リード：３‐０。

　４ゲーム目。部長へ倉敷が檄げきをとばす。

「部長、根こん性じよう見みせろ───っ！　俊太郎は可か哀わい想そうだと思わないのか───っ！」

　部長絶不調。サーブミス連発し、波川に負けじの速さで自分のサービスゲームを落とす。部長からヤル気が消失。波川リード：４‐０。

　５ゲーム目。ヤル気がなくなった部長を倉敷が野や次じり始める。

「部長、せめてラケットちゃんと握にぎれ───っ！　俊太郎やっちまえ────っ！」

　勝負に燃える男、波川が手を緩ゆるめることはなく。波川リード：５‐０。

　６ゲーム目。……は来なかった。

「コラぁ部長────────っ！　男なら戦って死ね─────っ！」

　部長が棄き権けん。棄権理由は、波川が強すぎたから。

　波川の圧勝で幕を閉じる。




　倉敷の部長に対する想おもいも幕を閉じたのは言うまでもない。




　　　　※　※　※




　帰り道。コンビニに立ち寄り、コーヒーを注文する。本日２杯はい目だ。

　レジで精算後、カップを受け取ってコーヒーマシンのボタンをワンタッチ。カラカラと豆が砕くだかれていき、駆く動どう音おんとともに液体がカップへと抽ちゆう出しゆつされていく。俺はこの待つ時間も好きだ。挽ひき立ての豆の香かおりや機械が動いているところを見ているだけでも楽しい。

　お手軽な缶かんコーヒーも良いが、味わうならコンビニコーヒーを俺は強く推す。

　倉敷はミルクフラッペを注文したようで、俺の後ろでホットミルクの順番待ち。

「姫宮、コーヒー飲みすぎじゃない？　肝かん臓ぞう壊こわれちゃうぞ？」

「俺は好きなもので身体からだが壊れるなら構わない」

「その心意気で飲んでるなら、わたしから何も言わんけどさ」

　駅に向かうわけでもなく、自然な流れでコンビニ前の段差でたむろすることに。ちなみに、美咲は部室の掃そう除じをするのでまだ残るとのことだ。相変わらずの掃除好きな奴である。隣となりに座る倉敷は、甘い飲み物を飲んでいるにもかかわらず表情は苦々しい。

「あーあ……、結局、夏休みまでに彼氏を見つけられなかったなー」

　倉敷の恋こい活かつ強化週間は今日で終わりらしい。

「倉敷は何でそんなに彼氏が欲しいんだ？」

「え？　だっていたほうが絶対青春できるじゃん」

　さも当たり前、呼吸するかのような即そく答とう。だからこそ、噓うそ偽いつわりない答えなのだろう。

　そして、苦々しかった表情から一変。明朗快活、ニッコリとした笑顔で言うのだ。

「わたしは今を生きる系女子だからね！　常にベストを尽つくすのがわたしのモットーなわけですよ」

　実に倉敷らしい答えだと思った。一球一球フルスイングでホームラン狙ねらい、全財産オールベットの大おお博ばく打ち。恐おそれることはせず、一いつ喜き一いち憂ゆうして人生を楽しんでいる。

　だからこそ、大外れが続く今でさえ、大当たりを夢見る倉敷は笑顔に戻もどれる。

「バカだと思う？　バカでいいんだよわたしは。バカだから楽しめることもあるから」

「俺はバカだとは思わないぞ」

　俺の返しが意外だったのか。倉敷は「ん？」と首を傾かしげる。

「一分一秒先も未来だからな。俺はお前の生き方はすごい好きだ。賛同できる」

「へぇ……！」と倉敷は嬉うれし気に声を漏もらすと、そのままクシャリと笑う。

「賛成してくれたのって、地味に姫宮が初めてかも。皆みんなはわたしのことをただの恋に恋する乙おと女めって言うからさ。あ！　言っとくけど、顔だけでわたし選んでないからな？　結局は性格だってことも分かってるから！」

　ただの面食いではなかったようだ。

「姫宮はさ。さっきの部長の棄き権けんどう思う？」

「そうだな……。勝てるかどうかは別として、最後まで頑がん張ばってほしかったな」

「おっ、分かってんじゃん。別に負けてもダサくないし、途と中ちゆうで投げ出すほうがずっとダサいよね。ガムシャラなのがカッコイイんじゃん。そりゃイケメンでもマイナス１００ｐｔするよ」

　俺の答えは納得のいく答えだったのか。それとも、自分の生き方に初めて賛同されて嬉うれしかったからか。倉敷は胸ポケットから生徒手帳を取り出して底知らずの笑顔を崩くずさない。

「正解した姫宮には１００ｐｔやろう！」

「お前と付き合えんじゃねーか」

「ダメ？」

「ダメ以前に自分の安売りしすぎ」

「わたしの身を心配してるなら尚なお更さらっ！」

「自分の身の安全を優先したい」

「……ぷっ！　ニャハハハハ！」

　倉敷大だい爆ばく笑しよう。それだけで、コイツが冗じよう談だんで言っていることが容易に分かる。

「いや～、やっぱ姫宮はいい！　わたしのボケに的確にツッコめるところが特にね！　リアルに１０ｐｔやろう！」

「ソリャドーモ」

「照れんなよ～」

　片かた肘ひじをグリグリ押し付けられることしばらく。攻こう撃げき主ぬしの倉敷が身軽に立ち上がった。

「まぁ、今年の夏は彼氏いなくてもいっか！　しゃーなし、華梨と英玲奈を色んなところに連れ回そっと！」

「急いで変な男と付き合って、夏休みを棒に振ふるより有意義だと思うぞ」

「だよね！　変な男に可愛いわたしが捕つかまったら大変だもんね！」

「口が減らないなお前は」

「口が減ったらわたしじゃなくなるじゃん？」

　自慢げに胸を反らして見下ろしてくる倉敷に言ってやりたい。

「黙だまってたら美人って言葉知ってるか？」

「な……！」

　ん？　胸を反らしていた倉敷が、いつの間にか前かがみで俺を見下ろしていた。俺の言葉が信じられないといった様子で。

　意外だな。自分で可愛い可愛い言うくせに、他人に言われると恥ずかしくて堪たまらないらしい。倉敷の顔は真っ赤っか。

「こ、この天然人たらしが！　プラス３ｐｔ！　いや！　５ｐｔ！」

　今現在、俺のポイントがどれくらいあるかは怖こわくて聞けない。




　　　　※　※　※




　翌週、平日の昼休み。倉敷の恋活強化週間が終わろうとも、俺の無断アルバイター探しは終わっていない。というか諦あきらめていない。

　教室であんパンをかじりつつ、クラスメイトたちの世間話に耳を澄すまして情報収集。必然的に声高に話す遠えん藤どうや洞ヶ瀬たち、リア充じゆうグループの会話が最も耳に入って来る。

　しかし、耳を澄ます必要はない。それくらい周りのクラスメイトの談笑は聞こえない。というか誰だれも喋しやべってない。誰もが気まずげに空気状態だった。

　喋れる雰ふん囲い気きではないのだ。それくらいにリア充グループの１人、洞ヶ瀬が纏まとう雰囲気をクラスメイトたちは敏びん感かんに察知していた。まさに嵐あらしの前の静けさという表現が良く似合い、気付いていない奴といえば洞ヶ瀬に話しかけている遠藤くらい。

「やっぱりそのストラップダサいよー。夢乃のキャラにも合わないって～」

　洞ヶ瀬のスマホにぶら下がったストラップを遠藤はもう一度侮ぶ辱じよくする。遠藤本人からすれば助言のつもりだろうが、そこはクイーン。言葉を選ばない。神経中ちゆう枢すうで話しとんのかお前は。

　そのストラップには見覚えがあった。園児からもらったと洞ヶ瀬が言っていたものだ。

「雑誌の付録だけど、可愛いからコレあげる～」と、遠藤は自分の身につけていたキーホルダーを洞ヶ瀬に手て渡わたそうとするが、洞ヶ瀬は受け取ろうとしない。

　傍はたから見れば、糸もほつれ不格好なデザインだろう。しかし、大好きな園児が自分のために作ったのだから洞ヶ瀬にとっては宝物であり、否定されてしまえば嫌けん悪お感かんが出てしまう。それがたとえクイーンの遠藤だろうとも、周りの波川や伊い刈かりたちが気まずげに見ていようとも。荒あら々あらしく言葉を尖とがらせてしまう。

「要らない。てかさ、別にキャラじゃなくても可愛いと思うからつけてていいじゃん」

「えー、でもダサ可愛いとかって一歩間ま違ちがうと大ヤケドするだけだし止めときなってー」

「比ひ奈な」

「？」

「それ以上言ったらウチ怒おこるよ？」

「は……？」

　予想外な友の反論に、遠藤は不快感を隠そうとしない。

　これ以上は赤信号だと、平和主義者の波川が間に入ろうとするが、「俊太郎は黙ってて」と洞ヶ瀬はキングの仲裁さえ止めてしまう。体裁を気にしがちな洞ヶ瀬が、何者にも物もの怖おじせず、自分の好きなもののために闘たたかっている。母性という言葉が良く似合った。

　洞ヶ瀬もここまで物申してしまえば、まとめて言っても同じだと思ったのか。

「ずっと噓うそついててごめん。ウチ、彼氏いるフリして、ずっと保育園でバイトしてんだよね。それでさ、チビにこのストラップもらったんだ」

「！　へ、へぇ……」

　周りのリア充たちもだが、特に遠藤は処理が追い付いていない様子。自じ慢まんのパーマがかった髪かみを気まずげにクルクルクルクル……、と指でいじり続ける。もはやＰＣの処理待ち中のアイコンかよと思うくらい。罪悪感という感情を遠藤も持ち合わせているようだ。

　色々と情報が錯さくそうして処理落ちしそうな遠藤とは対照的に、洞ヶ瀬は雑になっているように見えた。もうどうでもいい、どうにでもなれ、みたいな。

「ごめん。ウチやっぱり、美容系の専門学校止やめて、保育園とかに課外授業行くね」

　渡わた住ずみが気を遣つかおうと「え、えー！」といつものような落らく胆たんする声を出そうとするが、さすがに腹から声が出ない。

　遠藤は指の動きを止め、グググ……、と洞ヶ瀬を睨にらんでいる。

　怒いかりに身を任せてではなく、瞳ひとみを潤うるませて。俺のようなどうでもいい奴やつではなく、友達と思っていた奴に反発された経験がないのか。少しというか、かなり意外な反応だった。

　ついには遠藤の感情爆ばく発はつ。

「コソコソしないで、堂々とバイトしたらいいじゃん！」

「！　それはそうかもしんないけどさ……」

　洞ヶ瀬も噓をついていたことに罪悪感はある。けれど、噓をついていた理由もある。だからこそ口をつぐむ。

「あーあ！　夢乃のことも考えて色々美容系の専門学校選んでたのに！」

　遠藤はここぞとばかりに言葉を投げつけようとするが、直すぐに洞ヶ瀬の目に不満の色が宿ってしまう。

「……待ってよ。ウチ、最初にも保育園行きたいって比奈に言ったよね？」

「な、何？　逆ギレ？」

「逆じゃないでしょ。ウチ、覚えてるよ。保育園は絶対つまらないから美容専門のがいいって比奈言ってたの」

「！　っ……」

「確かにウチもネイル好きだけどさ。ウチだけのせいにするのは違ちがうじゃん。比奈が周りの意見聞かないのも問題なんじゃないの？　違う？」

「……。～～～っ！　もういいっ！　好きなとこ行ったらいいじゃん！」

「……うん。そうする」

　遠藤が感情を爆発させ、洞ヶ瀬の感情は深く沈しずんでいく。

　教室の雰囲気が最高潮に静まり返っているのは言うまでもない。




　　　　※　※　※




 先日の一件以降、洞ヶ瀬は遠藤グループと話すことが滅めつ多たになくなってしまう。

　教室後ろのロッカーでいつも談笑していた洞ヶ瀬も、誰だれとも話すことなくスマホを自分の机でいじっていることが多い。遠藤に関しては洞ヶ瀬が視界に入った瞬しゆん間かん、不ふ機き嫌げんというか気まずげに眉まゆ根ねを寄せる。

　リア充グループにも弊へい害がいがあるように、洞ヶ瀬に話しかけるのはＮＧのような雰ふん囲い気きが流れており、渡住や伊刈でさえも話すことはない。

　美咲・羽鳥・倉敷の３人組も気を遣って話しかけようとするが、洞ヶ瀬も自分に関わったら弊害が他人に生じることを理解して距きよ離りを置こうとする。

　その雰囲気は教室を重苦しくするばかりだ。

「ねぇ。どうすればいいと思う？」

「何が？」

　昼休み。お気に入りスポットの非常階段の最上階で本を読んでいると、やってきた美咲が話しかけてくる。

「何って……、夢乃と比奈ちゃんを仲直りさせる方法だよ」

「またお前はそうやって、何でもかんでも首を突つっ込こもうと……。外野がとやかく言うことでもないだろ」

「外野じゃないよ！」

「どっちもどっちだと俺は思うけどな。時間が経たてば仲直りするとすら思うし」

「両方謝ることさえできたら、直ぐ仲直りできるってこと？」

「それができる奴らには到とう底てい思えん」

「それはそうだけどさ……」

　俺隣どなりに座る美咲は「うーん……」と考える。

「もし、仮にだよ？　私や英玲奈、瑠璃と一生喋しやべれなくなっても姫宮君はそれでもいいの？」

「一生喋らなくてもいいと思えるくらいの理由があるなら」

「たとえそれが友達でも？」

「友達いないから分からん」

「え……」

「？　どうした？」

「私たちって友達じゃないの……？」




「は？　俺らはクラスメイトだろ」




「……。～～～～っ！　姫宮君のアホッ！」

　不満そうな表情を浮うかべた美咲は非常階段を後にして戻もどってしまう。

　美咲の言いたいことや洞ヶ瀬を救ってやりたいという気持ちも分かる。

　けど、分かるだけだ。やはり、俺の考えは本人の気持ちや建前を尊重すべきだと思う。他人にどうこう言われて揺らぐようなことなら何な故ぜ喧けん嘩かしたって話だし。

　やはり、博愛主義者の美咲と、独り至上主義の俺とではつくづく考えが合わない。

「あ？」

　忘れ物？　フェードアウトしたと思っていた美咲が、非常階段下から顔を出して俺を見上げていた。

「絶っ対！　姫宮君に友達って思わせてやるから覚かく悟ごして！」

　脅きよう迫はく？








４章　美み咲さき華か梨りんと洞うろヶが瀬せ夢ゆめ乃のはそれでも歩み寄る






　休日に曇どん天てんなのは、老若男女関係なく憂ゆう鬱うつに違いない。独り好きも御ご多た分ぶんに漏もれず。

　ましてや夕方から土ど砂しや降ぶりになると予報されていれば、溜ため息いきの１つや２つ出てしまう。

　ネタバレ、オチが分かっていると面白さが半減する道理と同じだ。朝から休みをエンジョイする気持ちも、夕方には土砂降りでっせと釘くぎを刺さされれば、それはそれは萎なえる。

　すなわちネタバレは、ネクストコナンズヒントくらいが丁度いい。

　リビングから昼過ぎの空を眺ながめれば、ポツポツと小雨が降り注いでいる。本格的に雨が降り出すまで少しだけ猶ゆう予よはあるらしい。

　電子雑誌用のタブレットから目を離はなし、俺の太ももを圧あつ迫ぱくする人物、ゆずを見下ろす。モンスターチャイルドが人様の太ももで気持ちよさげに昼ひる寝ね中。

　閉じ切った目ま蓋ぶたの前で、手を揺らしてみるが一向に起きる気配はない。

　これは起こすのは可か哀わい想そうだ。可哀想に違いない。

　太もも代わりのクッションをゆずの後頭部に差し込み、ブランケットを掛かけて最後に合がつ掌しよう。「あと２時間くらいそうしておいてください」という意味を込めて。

　よし、今のうちにカフェに行こう。




　雨ニモマケズ

　風ニモマケズ

　サウイフおひとり様ニ

　ワタシハナリタイ




　うん。素す晴ばらしき詩かな。宮みや沢ざわ賢けん治じｆｅａｔ．姫ひめ宮みや春はる一いち。

　孤こ独どくに対して勝ち負けを詩に載のせるとすれば、それはナンセンスだと個人的には思う。孤独とは共存するものであって、抗あらがうものでは決してない。孤独は運命共同体なのだ。

　抗わなければいけないのは、孤独を悪と決めつける世間の視線だけ。いつの時代も個人主義者には世間の風当たりは強い。

　世間ノ風当タリニモマケズ。この一文も追加を推すい奨しよう。

　手短に身だしなみを整え、麻あさ製せいのトートバッグに読みかけ状態のタブレットと冷れい房ぼう＆雨対策のポケッタブルパーカーを入れて外出準備完かん了りよう。

　念のために丈じよう夫ぶそうな傘かさを持っていこうと、玄げん関かんの傘入れで選定しているときだった。

　ポケットに入れたスマホがバイブレーション。

　俺のスマホは、母親から『牛乳買ってこい』と言われるための専用スマホ。しかし、今朝の冷蔵庫には未み開かい封ふうの牛乳パックが入っていたことを俺は記き憶おくしている。

　そうなれば約２名の顔が思い浮かんでしまう。思い浮かんだら最後。嫌いやな予感しかせん。

　スマホをタップしてＬＩＮＥを起動。

　画面を見て、思わず安あん堵どの息が零こぼれる。

【君きみ歌か】今日は臨時休業だから来ちゃダメだよー？

　メッセージ主は恋こい野のさん。純じゆん喫きつ茶さＷＥＬＬは、本日、床ゆかのワックスがけをするから休みなんだとか。この前店に行ったときにも聞いたのに律りち義ぎな人である。

【姫宮春一】わざわざありがとうございます。近所のカフェ行きます。

【君歌】あー、浮うわ気きするんだー！

　よし。会話のラリー完了。ラリーが続いて面白いのは球技スポーツだけ。

　無む駄だな心配事も終わり、一気に晴れ晴れした気持ちに。意い気き揚よう々ようと１つの傘を引ひっこ抜ぬくテンションは、選ばれし勇者と遜そん色しよくない。

　いざ行かん。

　魔ま王おう城もとい、タリーズ目指してソロ冒ぼう険けんが今始まる。

　冒険の一歩を踏ふみ出すべくドアを開く。

「わっ！　ビックリした！　インターホン押そうとしたら姫宮君、出てきたんだもん！」

「……」

　早速、エンカウントしたのは仲間？　クリーチャー？

　否いな。驚おどろきの表情から、にこやかな笑えみを向けてくるのは美咲。ドットのちりばめられた傘をアクセントに、ブーツから覗のぞく健康的な脚あしは、扇せん情じよう的てきでもあり大変可愛かわいらしい。ならびに腹立たしい。

「こんにちは、姫宮君♪」

　太陽という表現が適切か。空を見上げても日差しが薄うすいと思えば、地上にいらしたんですね。そう言いたいくらい眩まぶしい笑顔が目の前に降臨していた。

　感想をあげるとすれば、おかえりくださいませ、お嬢じよう様さま。

　俺はコイツを倒たおさない。倒してしまえば、仲間になりたそうにコチラを見てくるに違いないから。

　コマンドは会え釈しやく。

「さようなら」

「行かないでっ！」

　逃とう走そう失敗。ガッシリ腕うでを摑つかまれてしまう。

「美咲……、俺はお前に何か恨うらまれるようなことをしたか？」

「してないよ。今日は姫宮君と遊ぶために来ただけだもん」

「今日、夕方から雨が強くなるって知らないのか？」

「知ってるよ。対策でレインコートも持ってきてるし、レインブーツも履はいてきてるから準備はバッチリです」

「このブーツお気に入りなんだー♪」とクルッと一回転する美咲は絵になる。強いて贅ぜい沢たくを言えば、もう半回転してそのまま真まっ直すぐ駅に向かってほしい。

　コイツが家にやって来た理由は内心、うっすらというかハッキリ分かっている。

「昨日、友達じゃないって言ったことが原因か？」

「うん♪」

　そんな１００点満点の笑顔で返事されましても。

　怒おこっているわけではないから、余計タチが悪い。

「友達って一朝一夕でなれるものじゃないと思うぞ」

「独り好きな人に諭さとされた……？　でもさ、一朝一夕じゃなれないからこそ、積み上げるために今日は来たとも考えられるよね？」

「まぁそうだな。けど、前に言ったよな？　独りの時間を拘こう束そくされるくらいなら俺は友達は要らないって」

　美咲も俺の発言を覚えているようで、「言ってたね」と１つ頷うなずく。けど、引き下がらない。

「でも、私も姫宮君に言ったもん。姫宮君に友達って言ってもらえるくらい仲良くなれるように頑がん張ばるって」

「確かに言ってたな」

「言ってたでしょ？」

「じゃあそういうことで」

「どういうことさ!?　足を止めてくれるかな！」

　２回目の逃走チャレンジも失敗。

「なんだよ」

「こっちのセリフだよ！　今の会話から、どうしたらその行動になるの!?」

「水かけ論は時間の無駄だろ。矛む盾じゆんするならぶつかり合わないで距きよ離りを置くのが一番だと判断した。だから、俺はカフェに行く」

「それって姫宮君に有利すぎないかな……？」
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　チッ。バレたか。

　ジト目の美咲は俺の手首を摑んだまま離してはくれず、もはや執しつ行こう猶ゆう予よから軟なん禁きん状態。

「夕方から雨が強くなるから、外に出ないほうがいいよ」

「お前が言うなよ……。それに、独りでくつろごうとした結果、豪ごう雨うにさらされるなら本望だ。行かせてくれ」

「かっこいいようで、全然かっこよくないからね？」

「台風の日に畑とか海の様子見に行くおじいちゃんレベルだよ！」と、尚なおも拘束を強固にしようと二の腕に絡からんでくる。すげー柔やわらかいの当たってるんですけど。

　本人に自覚や余よ裕ゆうなどあるわけもなく、俺を止めようと必死。

「というかさ！　姫宮君の家にお邪じや魔まするって、昨日伝えたはずだよね？」

「は？」

　何言ってんだコイツ。妄もう想そうを現実だと思い込む危ないタイプの人間？

　やはり距離を置いたほうが良いいと思っていると、

「あ！　カリン姉だ！」

　背後からの声に振ふり向むけば、悠ゆう久きゆうの眠ねむりから覚めた小さい物体が、全速力で俺たちへと急接近。ゆずだ。

　そしてそのまま、美咲へとダイビングハグ。

「いらっしゃーい♪」

「こんにちは、ゆずちゃん。今日は沢たく山さん遊ぼうね！」

「うんっ！」

　お前ら、いつの間に連れん絡らくを取るような仲になってんだよ。

　そんなことより、今日は沢山遊ぼうね？

　不満と疑問を込めた視線で美咲を睨にらんでいると、ゆずと戯たわむれていた美咲がハッ、と何かに気付いたように口を開く。

「もしかしてゆずちゃん、姫宮君に今日遊びに来ること伝えてない？」

「？　……。あ！　伝えてない！」

　美咲とゆずの口から、衝しよう撃げき事実の連係プレー。苦笑う美咲とペロリと舌を出すゆずが、俺にスマホを見ろと促うながしてくるので、ＬＩＮＥを起動。

　昨夜のメッセージには、

【カリン】こんばんは！　明日って姫宮君、予定あるかな？

【姫宮春一】カリン姉だっ！　おはこんばんにちはっ！

【カリン】あれ？　ゆずちゃん？

【姫宮春一】ゆずだよー。春兄のスマホでゲームしてるの！

【カリン】そうだったんだね。あんまりゲームばっかりしてちゃダメだよ？

【姫宮春一】このあとＹｏｕＴｕｂｅも観みるから大だい丈じよう夫ぶ！

【カリン】それは大丈夫じゃないよ……

【姫宮春一】どうしたのー？

【カリン】ゆずちゃん悪いんだけどさ、お兄ちゃんの明日の予定って分かるかな？

【姫宮春一】うーん……、いつもどおりだと思う！

【カリン】それじゃあ明日、３人で一いつ緒しよに遊ばないかな？

【姫宮春一】ほんと!?　ウチで遊ぼう！

【カリン】ありがとう！　遠えん慮りよなくお邪魔させてもらうね。姫宮君だけじゃなくて、お父さんお母さんにも伝えといて貰もらえるかな？

【姫宮春一】おけまる！　一緒にスライム作ろうね！

【カリン】作ろうね！　ケーキも焼いていきます

　最後に、警察姿のウサギが敬礼するスタンプ。

　以上の見覚えのないやり取りが繰くり広ひろげられていた。

　重くなる膝ひざ。溢あふれ出る溜ため息いき。

　既き読どく状態だから気付かなかったわけか……。

「おい、ゆず。何でそんな大事なこと俺に言わないんだよ」

「言わなかったんじゃないよ！　ウッカリしてたんだよ！」

「罪は軽くならんぞ」

　謎なぞの逆ギレには、説教する気も失うせる。

　無駄な脱だつ力りよく感かんに苛さいなまれていると、隣となりの美咲が左手に持ったバスケットを小さく上げて言うのだ。「ケーキ食べる？」と。

「……おう」

　遊ぶ約束をしていたという事実があるなら、さすがに帰れとは言えない。

　それが愚ぐ妹まいの不ふ手て際ぎわだとしても。




　　　　※　※　※




　アホな小学生でも、大雨の日くらい大人しく自宅待機するのではなかろうか。

　博愛主義者の美咲には、その選せん択たく肢しはないらしい。いや違ちがうな。博愛主義者の美咲だからこそ、快晴だろうがたとえ台風だろうが友達作りに躍やつ起きになるのか。

　馬ば鹿かげた話ではない。独り至上主義な俺も、大雨お構いなく茶をしばきに行こうとしていたし。両方馬鹿かよ。

　今現在、美咲とゆずは２人でスライム作りに白熱中。当たり前に俺の部屋で。

「ゆずちゃん、すごいね！　もう固まってきたよ」

「うん♪　ネバネバー！」

　美咲がボトルに入った液体をボウルにゆっくりと注ぎ込んでいき、ゆずが小さな手でワチャワチャとボウルの中のスライムをこねて大はしゃぎ。

　なんか餅もちつき職人みたいだなコイツら。

　ノイジーなはしゃぎ声が度々入るものの、スライムのこねられる音を聞きながらの読書は中々に心地よい。スライムの音フェチ動画は心が安らぐと羽は鳥とりが熱弁していたが、今になって素す晴ばらしさに共感せざるを得ない。

　突とつ如じよ、スライム音が外の音に搔かき消けされてしまう。

　ベッドに横たわりつつカーテンを開く。いよいよ本降りになってしまったようだ。

　大おお粒つぶの雨が景色をボヤかすほどに降り注ぎ、地面や建物を水みず浸びたしにしていく。

　雨足が強くなればなるほど、こんな日に遊びに来る美咲ってアホな奴やつだなぁという気持ちがぶり返してくる。同時に、そこまでして独り好きな俺と仲良くしたい理由が理解できないとも再さい認にん識しきしてしまう。

　そもそもだ。俺の独りイズムな考え方が簡単に変わらないことは、美咲も重々に分かっているものだと思っていたが。

　ぼっー、と何も見えない空を眺ながめていると、「完成したー！」というゆずの声。

「見て見て春兄！　というか触さわって触って！」

　テンションＭＡＸのゆずが、デロンデロンのスライムを両手に鷲わし摑づかんで急接近。大雨よりも来てほしくない。

「お、おま……！　シーツにスライムが垂れるからコッチ来るな！」

　言うことはちゃんと聞いてくれる子。「待て！」と手を突つき出だせば、ゆずは命令通りその場にステイ。まんまるな瞳ひとみを輝かがやかせて待機する姿は、仔こ犬いぬかよとツッコみたくなる。

　待て状態でスルーし続けてもいいものの、ゆずの右手に持ったスライムが指の隙すき間まからデロ～ン……、とカーペット目め掛がけて降下中。大事故まで５秒前。

　タブレットをベッドへと放り投げ、仕方なしにゆずの右手からスライムを回収。

　おおう。これが中々に気持ちよい。

　緩ゆるめタイプのスライムのようで、手のひらに載のせたスライムは直ぐに馴な染じむように吸い付いていく。握にぎった感かん触しよくは保水率が高いからか、ひんやりした冷たさと柔らかさが絶ぜつ妙みようにマッチしていて、両手でこねくり回したくなる中毒性がある。

「コッチのも触ってみて！」

　ゆずから左手のスライムを受け取り品評開始。ほう、コチラのスライムも良い。先さき程ほどのとは違い、程良い柔らかさの中にも弾だん力りよくに富んでいる。別の素材を使っているのか重量感もあり、強く握れば主張するかのように一いつ瞬しゆんだけ反発。その僅わずかな一瞬が名残なごり惜おしさを感じさせてしまうほどのクオリティ。

　共同制作者の美咲も大満足な出来のようだ。

「柔らかいほうは炭酸水とシェービングクリーム、弾力のあるほうは紙かみ粘ねん土どを入れて作ってみました」

「へー。全然違うもんだな」

「使った素材も違うけど、ベースにしたホウ砂と洗せん濯たくノリの量も、ゆずちゃんすごく拘こだわったんだよ？」

「初めて作ったのに、よく出来たな」

　ゆずへと素直な意見を述べれば、「えへっ♪　えへへへへ～～！」と大喜びのゆずがスライムに負けじとグネグネと揺ゆれ続ける。

「春兄はどっちのスライムが好き？」

「うーん……、そうだな……。弾力がある方が好きかな。ながら作業したまま触さわれるし」

「じゃあ、そっちプレゼントするねっ！　スマホ貸して！」

「スマホ？」

　美咲へと視線を向けてみるが、美咲も分からないようで首を横に２回。

　さすがのゆずでもスマホとスライムをドッキングさせるとかアホなことはすまい。言われるがままにスマホを差し出せば、小さい指でチマチマと操作していく。

　操作を終えたゆずが待つこと数秒。

『も、もしもしっ！　姫宮から電話来るなんてビックリ……！』

　声の主は羽鳥？

　ご丁てい寧ねいにスピーカーモードにしたゆずは、そのまま話しかけていく。

「エレ姉ー？　ゆずだよー」

『ゆずちゃん？　どうしたの？』

「大切なお知らせがあるの！」

『？』




「あのねあのね！　春兄はエレ姉のオッパイが好きなんだって！」




『は……？』「「え……!?」」

「エレ姉とカリン姉のオッパイの柔やわらかさを再現したスライムを、春兄に揉もんでもらったの！　そしたらね、エレ姉のオッパイのが好きって言ってたよ！」

「このクソガキ……！」

　何とんでもないもの作ってんだよ……。何とんでもないもの揉ませ──、触らせてんだよ……。

　拳こぶしを力強く握ろうにも握れない。右には美咲、左には羽鳥の偽ギ乳ニユー特戦隊が載っている。

　羽鳥は茫ぼう然ぜん自じ失しつ。

『姫宮が……、私のオッパイを……、好き……？』

　トドメ。

「うん！　ながら作業しながら触りたいんだって！」

『ひ、姫宮が私の……～～～っ！』

　スピーカー越ごしに、ドンガラガッシャン。何かが倒たおれたり割れる音、声にもならない羽鳥の悲鳴。慌あわただしく暴走しているのが手に取るように分かる。羽鳥と美咲の胸の感触も。

「それじゃあね！」とゆずが電話を切れば、良いことをしたと言わんばかり。ふんすっ！　と鼻を鳴らし、ドヤ顔で俺を見上げてきやがる。

　もはや何も言えん……。

　呆あつ気けに取られること数秒。右手のスライムがカーペットに半分以上、垂れてしまっていることに気付く。

　急いでスライムを持ち上げようとするが、

「に、握らないで～～～っ！」

　もう１人の被ひ害がい者しや、大赤面＆涙なみだ目めの美咲が、俺の手からスライムを回収。しっかり羽鳥スライムも回収しており、素晴らしきは友情。

「ゆ、ゆずちゃんっ！　このスライムは両方合体させちゃわないかな？　合体させちゃったほうが絶対いいよ！　合体させちゃおう！」

「えーっ。すごく良く再現できてると思うのになー」

「すごく良く再現できてるからだよっ！」

　美咲の胸のクオリティは完かん璧ぺき再現らしい。

　俺もそう思う。玄げん関かんで二にの腕うでに当たってた胸の感触と瓜うり二ふたつだったし。ちな、羽鳥の胸の感触も以下同文。

　恐おそろしきは我が妹。伊だ達てに美咲や羽鳥を座ざ椅い子す代わりに利用していなかったようだ。

　美少女ＪＫのおっぱいスライム～ロリの手作り～、とかの商品名で売り出せば１つ１万円くらいで売れると思う。マジで。

「もうお嫁よめに行けない……。姫宮君に揉まれた……」

　俺も被害者なんですけど。

　落ち込んでいる美咲になんて声を掛けるべきなのか。

　今こそ、俺のコミュ力の真価を問われるとき。

「美咲」

「何……？」

「あくまで俺個人の意見だから。甲こう乙おつとかないし気にするな」

「～～～っ！　姫宮君のエッチ！　変態！　スケベ！」

「ながら作業で触る極ごく悪あく人にんっ！」と美咲は右手を振ふり上あげるが、手に握るのは自分の化身。事の重大さに気付き、かぁぁぁぁ……！　と顔は大だい炎えん上じよう。もはや爆ばく発はつしている。

　まとめサイトでスレを立ち上げるとすれば、『悲報。カーストの低い男に疑似オッパイ揉ませたったｗｗｗ』のようなタイトルではなかろうか。

「とりあえず、もう帰ったほうがいいと思うぞ。これ以上雨が強くなる前に」

「いやっ！」

「は？」

「まだ帰らない！　今帰ったら、何しに来たか分かんないもんっ！」

「……」

　掛ける言葉が見つからない。俺もそう思うから。

「こんな淫みだらなことで仲良くなりたいわけじゃないもん！」

　掛ける言葉が見つからない。同情しか掛けられない。

　コミュニケーションって、やっぱり難しい。

　コミュ力が低スペックの俺には、現状すべきことはあらず。というわけで、触らぬリア充じゆうに祟たたりなしと、美咲に同情の視線を送りつつ歩き出す。

「姫宮君、どこ行くの？」

「下で映画観みようかと」

「私も一いつ緒しよしていい？」

　儚はかなげに２つのスライムを混ぜ続ける美咲は無理に笑う。

「私も映画をすごく観たい気分なんだ……。真っ暗な部屋で感動モノなんか特に……」

　別の理由で泣こうとするなよ。

「まぁ、静かに観るなら別にいいけど」

「ありがとう。それじゃあ、テーブルの上を片付けたらリビング行くね」

「いいや」

「？」

「親おや父じの部屋集合で」




　　　　※　※　※




「す、すごい……！」

　親父の部屋に入った美咲の口から発せられる最初の言葉。

　俺も初めて入ったのなら、同じような言葉を口にしてしまうだろう。

　俺やゆずの部屋より一回り大きい室内で、圧あつ倒とう的てき存在感を醸かもし出だすのは70インチスクリーン。次いで、スクリーン前のソファを囲うようにそびえ立つタワー型のサラウンドスピーカー。雰ふん囲い気きを壊こわさないようにと、黒を基調とした家具や丈たけの長い観葉植物が設置され、ＬＥＤランプは全て間接照明という拘りっぷり。

　親父の部屋、別名シアタールーム。

　落ち込んでいた美咲もすっかり元気を取とり戻もどした様子で、興きよう味み津しん々しんモード。

「映画館みたい！　というか、映画館よりすごいよ！」

「親父が映画とか音楽鑑かん賞しようが好きなんだ」

　この映画を観るのに特化した空間を、親父がいない間に度々利用させてもらっているというわけだ。確かにスマホやタブレットで寝ね転ころがりながら映画を観るのも快適だが、大スクリーンかつ立体音おん響きようの設備で映画を観るのも、やはり臨場感に溢あふれ素す晴ばらしい。

「すごいんだよカリン姉！　プリキュアも大画面で観れるの！　ゆず、お父さんの子供で良かった！」

　親父の存在価値って一体。

　ゆずは我われ先さきにとソファに座り、早速に缶かんジュースをゴクゴク飲み、ポップコーンをモシャモシャと頰ほお張ばり始める。その缶ジュースとポップコーン、俺の部屋にストックしてた奴やつじゃね？

「それで姫宮君、今から何観るの？　プリキュア？」

「ホラー」

「え……」

　プロジェクターの電源を点つければ、スクリーンにはオンデマンドサービスの画面が表示される。そのまま、映像コンテンツ→映画→ジャンル：ホラー、と慣れた手つきでリモコンを操作し続け、お目当てのタイトル画面へと到とう達たつ。

　タイトルは『悪あく魔まのいけにえ』。何度も続編やリメイクが繰くり返かえされるアメリカンホラーもので、俺や羽鳥の好きなサバイバルホラーゲームでも殺さつ人じん鬼きが登場するほど人気が高い。

　部屋の電気を消せば、いつでも上映可能な状態になるものの、タイトル画面を見た隣となりの奴がうるさい。

「ちょ、ちょっとタイム姫宮君！」

「何だよ」

「プリキュアにしない、かな……？」

「やだ」

　何な故ぜに妹とクラスメイトの３人で、仲良しこよしでニチアサアニメを観なきゃならんのだ。アットホームかよ。

「そんなにプリキュアに固こ執しつするなら、タブレット貸すから俺の部屋で観てくれ」

「別に固執はしてないけどさ……。ちょっと、そういう系統は……ね？」

「ホラー苦手なのか？」

「……おっしゃる通りです」

　美咲は気まずげに１つ頷うなずくと、オーバーなアクションで説明してくれる。

「血がドバァ！　内臓ブシャァ！　って出るのが苦手なんです……」

　ふなっしーも苦手なのだろうか。船ふな橋ばし市には絶対近づけないな。

　そんなことよりだ。知らなかった美咲の新事実に、思わず「へー」と声が出てしまう。

「？　何でそんな意外そうなの？」

「いや、美咲って博愛主義者だから、ドバドバ血が出ても笑え顔がおで対処しそうなのになって」

「私のイメージ、猟りよう奇き的てきすぎない……？」

　確かに。もし、そんな奴だとしたら、一いつ緒しよにホラー映画など観たくない。出演者よりも先に俺が死んでる可能性大だし。

「まぁ、要するにスプラッタ系のホラーが苦手だから美咲は観たくないってことだな」

　やっと分かってくれた！　と美咲の顔に明るさが戻る。

「うん、だから悪いんだけど──、「電気消すぞ」」

「この悪魔！」

　助かったと思って安心したら殺されるって王道パターンだよなぁと、美咲の身をもって知る。

　こうなれば俺の説得は不可能だと美咲は９歳児にＳＯＳ。

「ゆ、ゆずちゃんもホラーよりも楽しい映画のほうがいいよね？」

　美咲が中ちゆう腰ごしになってゆずへと問いかければ、「んー？」とツインテールの右サイドをゆずは傾かたむける。

「楽しい映画のほうが好きだけど。春兄とカリン姉が一緒だったら怖こわいのでもいいよ？」

「ゆずちゃんが可愛かわいすぎるよっ！」

　超ちよう愛いとおしい！　と、美咲はゆずを強く抱ほう擁よう。そのまま持って帰っていいぞ。

　俺の脳が、早くスリリングを味わいたいと言っている。

「自分のしたいことを妥だ協きようしてまで、俺は他人に合わせることはしないぞ。俺の協調性のなさを舐なめるなよ」

「そんな自信たっぷりに……。わ、分かったよ」

　不安の色を残しつつ、腹を括くくったようだ。美咲は両手を握にぎって己おのれに気合注入。

「が、頑がん張ばってみる……！　今日は姫宮君と仲良くなるために来たんだし……！」

　もとより俺の部屋でプリキュアを観るという選せん択たく肢しは存在しなかったようだ。

　俺のために一ひと肌はだ脱ぬいでくれる美咲だからこそ、どうしても伝えなければならない。

「俺、無理に合わせられるのも嫌いやなんだけど」

「私が合わせたいだけなんで気にしないでください！　あと、人の一大決心も揺ゆさぶらないでください！」

　コミュニケーションまじムズイ。

「電気消していいか？」

「う、うん……」

　消灯ボタンを押し、そのままソファへ腰こし掛かければ、美咲もゆずを持ち上げて俺隣どなりに着座。自分の太ももに座らせたゆずをテディベア代わりに抱だき締しめ、まだ画面に何も映っていないのに、横顔は既すでに怯おびえている。

　大だい丈じよう夫ぶかコイツ。




　大丈夫なわけがなく。

　後半に差し掛かれば、スリリングかつショッキングなシーンは多くなっていく。

　すなわち、美咲の恐きよう怖ふ値ちも高くなっていく。

　チェーンソーを振り回す殺人鬼から、必死に逃にげる１人の女性と自分を重ね合わせているようで、表情はもはやヒロイン級。怯える顔も可愛いですね。

　不安や緊きん張ちようしている人間は、自分の身体からだに触ふれようとするケースが多いんだとか。美咲は左手で自分の口元を覆おおって画面を凝ぎよう視し。さらには、自分の身体に触れるだけでは不十分だと、両りよう膝ひざにはゆず、おまけに俺の二にの腕うでにまで高密着してくる。

　二の腕にまたしても当たるのは、スライムではなく本物の乳。乳ちち神がみ様の再来である。

　俺の腕の圧あつ迫ぱく感かんや幸福感が半はん端ぱなく、胸ひしぎもとい乳ひしぎ。やはりスライムの感かん触しよくは完かん璧ぺきに再現されていて、違ちがいを挙げるとすれば、二の腕を包み込む本物の感触はひんやりとしておらず、とても温かいということか。

　映画の感想？

　おっぱい柔やわらかい。それに尽つきる。

　一いつ般ぱんの男子高校生が胸と映画で映画に集中できるわけがなかった。

　認めたくないものだな、自分自身の、若さ故ゆえの過あやまちというものを。

　ふと、ゆずが俺らのほうを見ていることに気付く。

「？」

　美咲が俺にくっついている光景をまじまじと観察後、「よかったね春兄！」とでも言いたげにニッコリした笑顔で見上げてくる。

　それだけなら何も言うことはない。しかし、ゆずはそれだけでは終わらない。何か閃ひらめいたように目を輝かがやかせるのだ。

　分からない……。分からないけど、とりあえず何も考えるな……。閃くな……。

　チェーンソーを持った怪かい物ぶつが画面いっぱいに現れたタイミングだった。

　ゆずが座ざ椅い子す代わりにしていた美咲の両りよう腿ももをガッシリ摑つかみ、「わっ！」と大声をあげる。

　案の定、




「きゃあああああ～～～～～～～～！」




　美咲大パニック。

　ゆずの作戦どおりなのだろう。怖がった美咲が俺へさらに高密着。片乳どころか両乳が、俺の腕やら脇わき腹ばらへと激しく押し付けられ、もはや俺まで叫さけびそうな衝しよう動どうに駆かられてしまう。

「ゆず!?」

　ゆずも予想外だったのだろう。美咲の想像以上の叫び声に驚おどろき、ソファから盛大にひっくり返ってしまう。

　ただひっくり返っていたなら良かった。テーブルにサマーソルトキックを決めた結果、テーブルに載のっていたポップコーンやコーラが床ゆかにぶちまけられる。何より厄やつ介かいだったのはスライム。ボウルになみなみ入れられたスライムが盛大にフライアウェイ。

　スライムが宙を舞まい、ひっくり返ったボウルがヘルメット感覚で頭にすっぽり。

　俺ではなく美咲の頭に……。

　頭からネトォォォォ～～～……としたスライムが美咲の脳天へと着ちやく弾だん。美少女×ゲル状の物体は、元来ラッキースケベの王道テンプレというイメージが俺にはあった。

　しかし、目まの当たりにした感想は、

「気持ち悪っ……」

　モノには限度がある。美咲の脳天から肩かたまで滴したたる半はん透とう明めいなスライムは、盛大に美咲を捕食し、美咲をヌルヌルのビチョビチョという表現よりかは、ドゥルッドゥルッに。

　もはや汚きたない。

　美咲は何が起こったのか全く理解できず大パニック。

「な、何!?　グチョグチョなの何!?　血!?　肉にく塊かい!?　呪のろい!?　キャアアアアアア～～～～！」

「お、落ち着け美咲！　……美咲？」

　ふっ、と美咲の身体が軽くなる。

「美咲……？　お、おい……」

　俺の腕に絡からみついていた美咲の握あく力りよくが弱まっていく。完全に離はなれたら最後、美咲がソファへとドチャ……と滴る音を上げつつ倒たおれ込んでしまう。

　協調性がない俺でも、この状態で映画を観み続つづけようとは思わない。




　　　　※　※　※




　その後の処理は実に面めん倒どうだった。軽い気絶から目覚めたスライムまみれの美咲やゆずを風ふ呂ろ場ばへと押し込み、散らかった親おや父じの部屋の片づけや証しよう拠こ隠いん滅めつに励はげんでいたから。特にソファやカーペットにブチまけられたスライムを剝はがす作業は気が滅め入いった。

　スライムに喜ばされ、スライムに泣かされた１日である。

　ひとしきりの作業を終え、自室の椅い子すに腰こしかけて小休止。キンキンに冷えた缶かんコーヒーを１口、さらにもう１口と流し込む。水で希き釈しやくして作るタイプのアイスコーヒーを作っても良かったが、いかんせん、その手間や労力を今は省きたかった。

　喉のどを潤うるおし終え、しっかりと口に含ふくんでコーヒーを味わう。こういうときこそ、コーヒーが疲つかれやストレスを吹ふき飛ばしてくれるのだ。

　風ふ呂ろから上がったバスタオル姿のゆずが、俺の部屋へと猛もうダッシュで入り込んでくる。

「春兄──！　やっぱりエレ姉のほうがオッパイ大きかった！　けど、カリン姉はお尻しりがすごかった！　キュッと引ひき締まってるのにぷりんぷりん！」

「!?　ゴホッ！　ゴホッ……！」

　内に溜たまるストレスや疲れが大きすぎたのか。口に含んだはずの缶コーヒーが盛大に拒きよ絶ぜつ反応を起こして口で大暴発。

「スライムでお尻の感触を喩たとえるとしたらね──、「ダメ────～～～～～っ！」」

　ゆずの不ふ穏おんな発言の途と中ちゆう。１階からドタドタドタドタ！　と慌あわただしい駆け足が迫せまって来る。

「お、おまっ……！」

　バスタオル姿の美尻の持ち主、美咲が俺の目の前に現れた。

　美咲自身も究極の選せん択たくだったのだろう。胸だけでなく尻の感触も知られるのか、はたまたバスタオル姿を見られるのか。

「～～～っ！　ゆ、ゆずちゃん！　これからは姫宮君の前ではスライム作っちゃダメ！　姫宮君はコッチ見ちゃダメ───ッ！」

　不思議だ。水着姿とバスタオル姿では、バスタオル姿を見る方が罪悪感や背徳感が生まれてしまう。

　やはり、水着と下着は違うということか……。

　美咲は手際よくゆずを回収した後、ドアを勢いよく閉めて退出していく。振ふり返かえった時に美尻に目がいってしまったのは俺のせいではない。ゆずのせいだ。
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　しばらくして、人前に立てる姿に戻もどった美咲が自室を訪れる。究極の選択を迫せまられたとはいえ、バスタオル姿を晒さらしてしまっただけに気にしていないわけがない。

「お、お見苦しいところをお見せしました……。あと色々とご迷めい惑わくお掛けしました……」

「全部、バカゆずのせいだから気にするな」

　しかもそのバカゆず、遊び疲れて自分の部屋で寝ねているのだから最も早はや救いようがない。

　申し訳なさげに笑えみを浮うかべる美咲は少しいつもとは違った印象を与あたえる。上気した肌はだや、しっとりと濡ぬれた艶つや髪がみ、美咲の身体や髪かみから香かおるシャンプーやボディソープは普ふ段だん俺も使っているものなのに、別のもの、高級なものとまで錯さつ覚かくさせてしまう。

「シャツとパンツもありがとね。やっぱり大きいや」

　俺が着てもワンサイズ大きめのＴシャツなだけに、美咲が着てしまうとブカブカ。しかし、スタイルの良い美咲が着てしまえば、オシャレ、可愛い、エロい、突とつ然ぜんお泊とまりに来た彼女チックなどなど。好意的な感想が無限に湧わいてきてしまう。

　ブラは着けていないのではなかろうか。現状、美咲がノーブラなのかと考えてしまえば、いかんせん煩ぼん悩のうに駆られてしまう。

　美咲は疲れを全力で表現するかのように、俺のベッドだろうとお構いなく大の字になって寝ね転ころがる。

「は────っ……。どっと疲れちゃったよ」

「そう思うなら自分の家のベッドでくつろいだほうがいいと思うぞ」

「えー。まだ姫宮君が私のことを友達って認めてくれないから帰りませ～ん」

「はいはい。トモダチトモダチ」

「おバカ」と口にする美咲は、そのまま枕まくらを摑む。投げてくる？　と思ったが、そういうわけではなく抱だき枕のように抱き締める。

「今日１日さ。姫宮君に友達と言ってもらえるように頑がん張ばる！　って意気込んできたんだけど、全然上手うまくいかなかったよ」

「残念だったな」

　俺の皮肉めいた言葉に、いつもの美咲ならムスッとでもするが、今は苦笑いだ。お手上げといった雰ふん囲い気きが漂ただよっている。

「やっぱり姫宮君は難なん攻こう不ふ落らくだなぁ」

　それでも美咲は未いまだに諦あきらめようとはしない。依い然ぜん横たわったまま、何か光明を見み出いだせはしないかと、う～ん……と唸うなる。

「お前ってバカだよな」

「いきなり何さっ!?」

「そりゃそうだろ。『友達じゃありません』って言われてムキになって家に押し掛けるなんて普ふ通つうしねーよ。しかも大雨の日に」

　バカ呼ばわりされて不満アリアリだった美咲にとっても、的を射た事実だったようだ。枕で口もとを押さえつけ、恥はずかしげに俺を睨にらんでくる。

「……まぁ、そうかもしれないけどさ」

「今までが上手く行きすぎだから。尋じん常じようじゃない努力とか行動とかしてるのも知ってるけど、普通は学園全員と友達になんかなれないからな」

　高校デビューより難しいと思う。というより絶対難しい。

　俺のようなカーストの低い奴やつが、遠えん藤どうなどのカーストの高いグループに「友達になってください」と言ったところで簡単には友達になってくれない。

　逆だってそうだ。伊い刈かりのようなカーストの高い奴が、飴あめ屋やや武たけ智ちなどのカーストの低いグループに「友達になってください」と言ったところで簡単には友達になれない。

　同じような身分でさえ、性格が合わなければ仲良くなれないし、趣しゆ味みが合わなければ仲良くなれないかもしれない。

　あらゆる要因を踏ふまえて、全ての奴と仲良くしようとしていること自体がとてつもない話なのだ。突つき進すすんでいけば、俺みたいな奴に詰つまることもそりゃあるに違いない。

「親しん睦ぼく会かいのときも言ったが、俺はお前が嫌きらいじゃない。考え方は違ちがえど、清く正しいことをしているとさえ思う」

「じゃあ何で友達になってくれないの？」

「分からないんだ」

「え……？」

「俺は長年独りが馴な染じみすぎて、友達の線引きがイマイチ分からない」

　幹事を一いつ緒しよにやったとか、趣味が一緒で気が合うとか、一緒にＰＫ勝負したとか、一緒に入った喫きつ茶さ店てんで愚ぐ痴ちを聞かされるだとか、部活見学を一緒にしたとか。

　そういった積み重ねで友達になれるとしたら、どこがボーダーラインなのかが分からん。

　間ま違ちがいなく、美咲は他の奴に比べて話しかけてくる回数は多い。けれど、それは美咲にとっては特別なことではなく普通のこと。俺との価値観の違いがありすぎてそれって友達としてどうなの？　とさえ考えてしまう。だったらウチはウチ、ヨソはヨソ、独りは独りでいいんじゃないかと思えてしまう。

「だから、お前がいくら友達だと思ってくれようが、友達にさせようとしても、俺の友達の定義が定まらない限り、友達は作らないし、そもそも作れない。残念なことに独りが好きすぎて現状、定義を考える必要さえないと思ってる」

　軽い気持ちで友達になって、何かとしがらみが発生するなんて絶対嫌いやだ。独りの時間を拘こう束そくされたくはない。

　要は独りを楽しむことに満足しているのだ。

　俺の話を聞き終えた美咲の表情は真顔だった。怒おこってもいなければ哀あわれんでもいない。

「姫宮君さ」

「おう」

「めんどくさい！」

「……おう」

　知ってますけど何か。

「でも良かった」

　良かった？　美咲の表情が笑みで染まり始める。安あん堵どしているようにさえ見えてしまう。

　美咲は寝転がる姿勢から身体からだを起こす。

「私ね。姫宮君が交友関係そのものを一方的に毛け嫌ぎらいしてると思ってたから安心しちゃった。姫宮君も深く考えてるんだね」

「迷走してるか、思考停止してるけどな」

「それじゃあさ」と美咲は言う。

「独り好きの姫宮君でも本当に気の合う人がいたら、友達になってくれるってことだよね」

「……まぁ、そういうことになるな」

　いるかは知らんけど。

「それが聞けただけで、今日はいい収しゆう穫かくだったよ」

　まるで今目覚めたかのように美咲はベッドから起き上がって大きく背せ伸のびをする。

　友達になれるなんて一言も言っていないが、絶対になれると信じているのだろうか。

　今は一方通行の友達とか、都合の良い友達でも何でもいいとか思ってそうだな。

「やっぱりさ。意識的に友達を作るのって難しいね。変にどうすればいいか考えちゃって肩かた凝こっちゃったよ」

「確かに美咲って無意識に友達を作ってるイメージあるな。振り返ったらいるみたいな」

「何それ怖こわい……」と呟つぶやいた美咲は微ほほ笑えむ。

「確かに姫宮君の言うとおり、無意識で皆みんなと仲良くなろうとしてるかもしれないけどさ。私だって人の良いところとか悪いところとかは見てるし知ってるよ」

「だからね？」と言った美咲が、微笑みを止やめる。そして、もっと口角を上げて言うのだ。

「姫宮君の良いところを沢たく山さん知ってるからこそ、私は姫宮君の友達になりたいんだよ」

　自分でも恥ずかしい、けど隠かくすつもりはないと言いたげに笑う美咲に、思わず胸が高鳴ってしまう。こういうところが学園アイドルと言われる所以ゆえんだったり、人気者たる魅み力りよくなんだろうなと納なつ得とくできるほどに。

　名めい誉よな褒ほめ言こと葉ばも美咲にとっては世間話の１つなのだろう。

「そういえばさ。姫宮君ってお父さん似でしょ？」

「なんだよいきなり。まぁそうだな。自分で言うのもだけど、かなり親おや父じに似てると思う」

「だよね！」

　美咲は正解したことが嬉うれしかったり、面白いかのように今度はクスクス笑う。

「お父さんの部屋見たら、そうとう凝こり性しような人だなって分かっちゃうもん。あっ、姫宮君だ！　って」

「血は争えん」

「そんな姫宮君にそっくりなお父さんが結けつ婚こんしてるんだから、姫宮君もゆくゆくは良い相手が見つかるよきっと」

「ソーデスカ」

　年々、親父に似てきている気がせんでもないから、強くは否定できん。

　美咲の服が乾かわくまでの少しの時間、何気なかったり他た愛わいのない雑談は続いた。




　　　　※　※　※




「今日はお邪じや魔ましました」

「おう」

　玄げん関かん前、服の脱だつ水すいから乾かん燥そうまでをバッチリ終えた美咲は、レインコートを頭から被かぶり、お気に入りのレインブーツを履はいて帰宅の準備を完かん了りようさせる。

　そして、玄関から２階にあるゆずの部屋へと視線を送る。

「ゆずちゃんはまだ寝てるの？」

「だな。アイツ、エネルギーゼロになると速そつ攻こうで寝るから。しばらくは起きん」

「ゼロになるくらい楽しんでくれたなら良かったよ。私も今日は家族ごっこみたいで楽しかったな」

　色々と災難めいたことをされていたのに、家族ごっこでまとめられるとか美咲ぱない。

「気を付けて帰れよ」

「送ってくれないの？」

「おう」

「当たり前みたいに言われた……」

　当たり前に言ったからね。

　傘かさ立たてにある自分の傘に手を置いた美咲の動きが止まる。

「ねぇ」

「ん？」

「やっぱりさ。夢乃と比ひ奈なちゃんの仲直り、手伝う方法ないかな？」

　まだ言うかコイツは……。

　げんなりした視線を送るが、美咲も重々承知といった様子。

「もうすぐ課外授業もあるでしょ？　それに、もうすぐ夏休みなのに、仲なか違たがいのままはやっぱり寂さびしいよ」

「まぁそれは、事実だとは思うけど」

「でしょ？　だから、夢乃と比奈ちゃんが仲直りするまでの時間を、できることなら短くしてあげたいんだ。姫宮君なら、してあげれるんじゃないかな？」

「お前は相変わらず、めちゃくちゃ言うよな……」

「姫宮君じゃなきゃ、めちゃくちゃ言わないよ」

　以前も別の奴に同じようなことを言って、同じようなことを返された。

　テンプレ言っときゃ、俺が何でも引き受けるとか思ってねーだろうなコイツら……。

「姫宮君にはメリットがないことは分かってるよ。けど、助けてあげてほしいの。特に夢乃を助けてあげられるのって、姫宮君しかいないから」

「俺だけ？」

「そうだよ。夢乃の秘密や悩なやみを唯ゆい一いつ相談されたのは姫宮君だけだから」

「……」

「クラスの雰ふん囲い気きを良くするためにもさ。もちろん、私も協力するし。ね？」

　クラスの空気など不ふ穏おんなくらいが静かで丁度いいんだけどな。

「……分かった。とりあえず善処する」

「ほんとっ!?　ありがとう！」

「いや、考えるだけだからな？」

「うん♪」

　解決するなんて一言も言ってねーぞ。

　美咲は「それじゃあ、また学校でね！」と、大雨など些さ細さいなことだといったように駅を目指して足取り軽かろやかに行ってしまう。

　雨足が弱くなったのは気のせいだろうか。




　　　　※　※　※




　日曜日の昼過ぎ。昨日の厚かった雲はすっかりなくなり、本日は晴天なり。

　真夏の晴天ともなれば、アスファルトはもちろん、芝しばや土の地面も殆ほとんど乾かわききっている。これぞ老若男女、独り好きも好む休日の天気模様である。

　タブレット片手に地元の公園のベンチで読書していると、

　やっと来た。

「あ……、姫宮」

「ども」

　園児たちを引き連れたエプロン姿の洞ヶ瀬が現れる。

　俺は地元散歩マスターの称しよう号ごうを手に入れてもいいくらい地元を練り歩いている。それ故ゆえに、先日に洞ヶ瀬や園児たちとエンカウントした場所や、休日保育をしている保育園を特定できれば、散歩ルートや何処どこの公園で遊ぶかなどを絞しぼるのは造作もない。

　俺みたいな奴やつがツイッターで住所特定班になるのだろうか。班にはなれんけど。

　園児たちがシャボン玉でキャイキャイとはしゃいでいる傍かたわら、洞ヶ瀬が俺隣どなりのベンチへと腰こし掛かける。

「……」「……」

　洞ヶ瀬は何も喋しやべらない。喫きつ茶さ店てんのとき、「不思議とアンタには何話してもいい」と言っていたくせに愚ぐ痴ちの１つも溢こぼさない。

　それでも俺は、知っているし経験している。隣に座ったり座らされるということは、何かを相手が求めているということを。独り至上主義者には理解できない行こう為いである。

　プライドはあるが本当は色々聞いてほしい、プライドはあるが本当は変わりたいとは思っている。洞ヶ瀬はそんなところだろう。

「どうだ洞ヶ瀬」

「え？」

「ソロ充じゆうの気分は」

「っ！」

　沈しずみかけの表情だった洞ヶ瀬の表情に嫌けん悪おが滲にじみ出でてくる。

「……アンタさ、喧けん嘩か売ってんの……？」

「かもな」

「本気で言ってる……？」

「喫茶店で話したときさ、お前は『独り自由な生活ってちょっと羨うらやましいかも』って言ってたよな」

　言った記き憶おくがある洞ヶ瀬の表情がハッ、としたものに変わる。そして、またしても表情に暗さが生まれ、洞ヶ瀬の視線は自分の小さくなった影かげを見つめてしまう。

「……言った」

　落ち込んでいる奴に掛かける言葉では絶対にない。

　けれど、俺は言わないと気が済まない。ちっぽけなプライドだろうが、これこそ俺の絶対にブレないアイデンティティ、譲ゆずれない誇ほこりだから。




「おひとり様を甘くみるな」




「……。そうだね……。ウチ、甘くみてた」

「確かに独りは自由で気楽だ。けど、周りからの風当たりは集団でいるのに比べて断然強い。独りって洞ヶ瀬や世間が思う以上に、覚かく悟ごが必要なんだ」

　覚悟して初めて、独りでいる楽しさや充じゆう足そく感かんが身体からだを満たしてくれる。

　洞ヶ瀬もここ最近、１人だけの生活を経験して分かったはずだ。

「お前にソロ充の生活は無理だ」

「……うん」

「俺は日曜日の静かな公園や海岸沿いのベンチで本を読むのが好きだ。同じ場所で環かん境きように大きな変化なんかなくてもだ」

　今日は涼すずしいなとか、暑いなとか。

　今日は風が強いなとか、海の匂においが届いてくるなとか。

　近場の港でコンテナを運ぶ音や、遠くから聞こえる工事現場の作業している音をＢＧＭにしたり。

　読書の合間に、近きん隣りん大学の部員のウォーミングアップを観察したり、通り過ぎる野の良ら猫ねこや名前も知らない野鳥をボーッ、と眺ながめたり。

　そんな些細な変化だけで、俺は毎日を楽しく生きていける。

「お前は全く共感できないだろ？」

「そうだね……、ウチには全然分かんない」

　全く共感されなくて構わない。本を読みながら僅わずかな環境の変化を五感を使って堪たん能のうする楽しさは、俺だけに共感できればそれでいい。

「洞ヶ瀬にはリア充の生活が似合ってる」

　教室で誰だれにも話しかけられなくて、寂しいより嬉うれしいと思えないならソロ充には決してなれない。

　洞ヶ瀬に独りは似合わん。ソロ充じゃなくて根っからのリア充だから。

「お前は自分の席でスマホを独りでいじってるより、後ろのロッカーで集団バカ騒さわぎしてるほうが似合うぞ」

「バカ騒ぎ言うな。笑ってるって言いなさいよ」

　洞ヶ瀬は目は赤いものの、表情に明るさが戻もどり始めていた。

　もはや口角は上がり、笑っている。

「うん……。姫宮の言う通りだわ。ウチにはアンタの楽しさが全く理解できないし。ふふっ……！　独りで読書してるときに、そんなことまで考えてるとかヤバすぎ。本物のソロ充はやっぱりレベルが違ちがうわ」

「ソリャドーモ」

「褒ほめてんだって」とケラケラ笑う洞ヶ瀬。

「俺のことヤバいと思ってるなら、さっさとリア充に戻れ」

「ん……。そうする」

　洞ヶ瀬は、両手を自分の頰ほおに押し付けつつ立ち上がる。

「あ～……、花か粉ふん症しようひっどい。悪いんだけどさ。ウチ、手洗い行ってくるからチビたち見といてくれる？」

「夏に花粉は無理があるぞ」

「ちょっとは気を遣つかいなさいよ！　ったく……、アンタは相変わらずデリカシーないな！」

　そこら辺は独り身が長いと欠落しちゃうもんで。

「行った行った」と手を揺ゆらしつつ洞ヶ瀬を見送る。が、洞ヶ瀬は俺を見下ろしたまま。

「なんだ？」

「ありがとね。アンタのおかげで楽になった」

「……そうか」

　少し気が強い女子の笑え顔がおは柔やわらかく、ギャップ萌もえが尋じん常じようじゃない。

　洞ヶ瀬は園児たちに一言掛けると、そのまま公園を出て信号を渡わたっていく。

　気が早い奴だ。まだ何も解決していないのに。

　はたまた、園児たちの子守についての感謝かもしれんが。

　まぁ、たまの感謝も悪くはない。

　一いつ瞬しゆんだが、園児たちの命を預かる身。読書しているわけにもいかないと園児たちを見守ろうとした。

「ん？」

「お前！　ユメノを泣かすなよな！」

「……」

　見守ろうとしていたらキッズたちに囲まれていた。

　まさか、生まれて初めてのリンチが園児たちとはな……。

「最近、ユメノが元気ないのはお前のせいか!?」

　どうやら仕事にも学校生活のことが反映しているようだ。

「俺じゃないぞ。人のスネを蹴けるのは良くないぞ」

　俺は老若男女差別することはしない。よって、子供だろうが贔ひい屓きはしない。ゆず参照。

　攻こう撃げきしてくる少年の頭を鷲わし摑づかみつつ尋たずねる。

「えっと……、カイトだっけか。お前、洞ヶ瀬のこと好きなんだろ？」

「……す、好きじゃねーし！」

「あ。そういうのいいから。お前らはどうだ？」

　他の園児たちは素す直なおな奴らが多いようだ。「大好き！」「私は好き！」「僕も好き！」と洞ヶ瀬へのＬＯＶＥコールが絶えず続く。

　これだけ園児たちに好かれているということは、それだけ真面目に仕事に取り組んでいるということだ。

　故に、活用しない手立てはない。

「お前ら、本気で洞ヶ瀬を助けたいか？」




　　　　※　※　※




　翌朝の月曜日。いつもより少し遅おそめに教室へと入れば、教室はどこかしら暗い雰ふん囲い気きが漂ただよっていた。

　休み明けというのは気分が乗らないものだが、決してサザエさん症しよう候こう群ぐん的てきなことが原因ではない。先週に引き続き、カースト上位の２人、遠藤と洞ヶ瀬が仲なか違たがいしたままなのが原因である。来た段階で解決しているかもしれないと思っていたが、２人の関係は修復されていないらしい。

　ん？　洞ヶ瀬が俺を見ている？

　俺が学校に来るのを待っていたのだろうか。洞ヶ瀬がおもむろに自分の席から腰こしを上げると、教室後ろのロッカー目指して歩き始める。その足取りは決して軽いものではなく、１歩、また１歩と進む姿は、見ているこっちまで息が詰つまる。

　ついには、壁かべにもたれてスマホをいじっている遠藤の前に洞ヶ瀬は立つ。

「ゆ、夢乃……っ？」

　心ここにあらずだったのか。遠藤は今いま頃ごろになって目の前の洞ヶ瀬の存在に気付く。どこかソワソワとした印象を与あたえ、自じ慢まんのふわふわパーマをひっきりなしにくるくると回し続ける。ＮＯＷ　ＬＯＡＤＩＮＧしている。

　リア充グループは勿もち論ろん、美咲たち仲良し３人組、その他クラスメイトたちが固かた唾ずを吞のんで見守る。安あん穏のんとした空気を喚かん起きしたい一同は、密かに応おう援えんムード一色。

「あのさ、比奈……」

「……。な、何？」

「……」

「……」

　お前ら、俺と羽鳥かよ。

　互たがいに謝ろうとしているのだろうが、中々に決定打がない。そんな雰囲気がある。

　どちらかがブレーキを踏ふむまでアクセル全開なチキンレース状態。

　どちらかが手を差さし伸のべるまで、自分が手を出すのは恥はずかしいのか。

　プライドの塊かたまりみたいな奴やつらだし、謝り方を知らないのかもしれない。

　こうなれば、秘密兵器を準備しておいて良かったとつくづく思う。

　全員が２人へ注目する中、どうやったら俺へと視線が集まるか考えれば、コイツに協力してもらうのが一番なのは言うまでもない。

「美咲ー。これ貼はるの手伝ってくれ」

「姫宮君？　は、はーい！」

　ピラミッド最下層の住人な俺が、最上階のクレオパトラな美咲に話しかけるイメージ。

　当たり前にクラスメイトの視線は俺へと集まる。

　やって来る美咲が「何を手伝えばいいのかな？」と問うので、俺が手に抱かかえたＢ４の茶ちや封ぶう筒とうを差し出す。

「中に入っている紙を全部、黒板に貼っていってくれ」

　協力して全てを貼り終えれば、洞ヶ瀬や遠藤はもちろん、クラスメイトの視線が黒板へと集まっていた。

　最も驚おどろいているのが当事者の洞ヶ瀬に違いない。

「これ……ウチ……？」

「おう。園児たちからのプレゼントだ」

　それは園児たちが描かいた洞ヶ瀬の似顔絵。洞ヶ瀬が担当する園児たち全員分のものが貼られていた。

　昨日、洞ヶ瀬が園児たちの許もとから離はなれているうちに、似顔絵の宿題を園児たちに出し、今朝のうちに全員分の似顔絵を保育園に行って回収してきたのだ。

「アイツらお前が元気ないからって一いつ生しよう懸けん命めい描かいてくれたんだよ」

　１枚１枚をじっくりと見る洞ヶ瀬は自然と口角が上がっていき、目元なんか少し潤うるんでいる。そんな嬉うれし気に感動する洞ヶ瀬の横顔を見ている遠藤も、どれだけ洞ヶ瀬が子供を好きなのかを知ってしまう。だからこそ、友にとって大切な夢や子供たちを、不用意な自分の発言で傷つけたことを心から反省しているように俺には見えた。

　これ以上の後あと押おしは不要だろう。園児たちが洞ヶ瀬のことを好きであるように、洞ヶ瀬も園児たちのことが好きだから。

　好きだからこそ、本気には本気で応えようと洞ヶ瀬は遠藤へと語りかける。

「比奈、これウチのバイトしてるとこのチビたちが描いてくれたみたいなんだ」

「……みたいだね」

「カイトって奴がいるんだけど、そいつウチのこと滅め茶ちや苦く茶ちや好きなんだ。だから最近じゃウチと結けつ婚こんするって言うくらいなんだよね」

「……」

「やっぱり、ウチ、課外授業は保育園とかの教育系行くよ」

「そっか……」
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「ねぇ比奈も行かない？」

　力ない印象の遠藤が突とつ如じよ、顔を上げる。

「！　……ヒナも？」

「うん！」と洞ヶ瀬は遠藤の手を握にぎる。

「行こうよ。案外子供好きになるかもしんないしさ！」

　洞ヶ瀬は自分の意見を主張するだけでなく、自分の意見を通そうと努力する。

　今までは努力しなかった。だからこそ、周りには真しん剣けんみが伝わらなかったのかもしれない。

　洞ヶ瀬と遠藤を手た繰ぐり寄よせるようにして、やって来た美咲が２人の腕うでを持つ。

「夢乃っ。私も仲間に入れてもらってもいいかな？」

「華梨……。うんっ、一いつ緒しよに行こ行こ！」

　美咲が「皆みんなも行こうよ！」と誘さそえば羽鳥や倉くら敷しきも、

「うん。私も行きたい」

「しゃーないにゃー。まぁ、恋こい活かつは休止中だし、付いていってやるかー！」

　洞ヶ瀬や美咲たちの視線が遠藤に集まる。

　遠藤はクルクルと毛先を動かし続けていた指を止める。
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「夢乃がそこまで言うなら、ヒナも行っちゃおうかな……？」

「ありがと！」

　２人は謝ろうとはしない。

　けど、それでいいと思う。

　今、笑い合っているということは、そういうことなのだろうから。




　　　　※　※　※




　放課後のプライベートルーム。当たり前に美咲と羽鳥。

　プラスして、

「いやー！　めでたいめでたい！」

　クラスに平和が戻もどって良かったと、当たり前に紅茶をすする倉敷が。

　喫きつ茶さ店てんに行っておけばよかった……。今日は朝から動いたから独りゆっくりしたかったのに……。

「やっぱり姫宮君、こっそり動いてくれてたんだね！」

　別にこっそりした覚えはないけどな。そんなことを言えば、３人から何を言われるか分からんから何も言わんが。

「お礼のマカロンをどうぞ」と美咲お手製のマカロンが振ふる舞まわれる。

　マカロン。

　思わず連想ゲームが頭で始まる。

　マカロン→エアコン→クーラー。

　クーラー……。

「マカロンか……、俺はクーラーが欲しかったな」

「ないものねだりしないで、マカロン食べなさい」

　美咲の言い分はごもっともだとは思うが。こればかりは残念感が否いなめない。

　結局、無断アルバイターを検挙することができなかった。まだ時間はあるものの、これ以上探したところで望のぞみ薄うすだ。明日から３年生は試験休みだし、１年と２年も短縮授業。

　このままダラダラとクーラーという幻げん影えいを追いかけるのは時間が勿もつ体たいない。

　いわば断腸の思いで捜そう査さ打ち切りだ。

　美咲お手製マカロンをつまみ１口。当たり前に美味うまいけど、味の感想より溜ため息いきが零こぼれてしまう。我われながら未練がましい。

　ブルーな俺を見た倉敷が、「どしたん？」と羽鳥に尋ねれば、羽鳥が端たん的てきに倉敷へと伝えてくれる。

「はえー。そういえば、姫宮時々なんかやってるなと思ってたけど、そんなことしてたんだ。偶ぐう然ぜんを装ってわたしに会ってると思ってた！」

「お前は相変わらずだな」

「褒ほめ言こと葉ばだったら１ｐｔやるぞ？」

「違ちがうから要らん」

「正直者のお前には３ｐｔやろう！」

　絶対不ふ可か避ひかよ。

「ニャハハハハ！」と笑う倉敷が、生徒手帳という名のデスノートを取り出す。すると、生徒手帳の間から、小さく折おり畳たたまれた紙片が床ゆかへと落ちる。

「瑠る璃り、何か落としたよ」

　美咲が紙を拾う。すると、「コ、コレ……！」と動どう揺ようを隠かくしきれない様子で紙を開く。

　隣となりの羽鳥も紙を覗のぞけば、「！　アレ、だよね……？」と呟つぶやく。

　どれだよ。

　俺と倉敷もテーブルに置かれた紙を覗いてみる。

「これは……！」

　２人が驚くのも無理はない。バイト申しん請せい用紙だった。

　しかも、その申請用紙には赤色のスタンプで『再提出』と押されている。それもそのはず、バイト理由に『彼氏を作るため』と書いていたから。

　俺たちは倉敷にこの紙の意味を目で問いかける。

「ナンダコレ？」と本人も紙を摘つまんで考えることしばらく。

「完全にウッカリしてた！　ニャハハハハハ！」

　倉敷が爆ばく笑しようしているときだった。

「失礼するでーす」と天あま海み先生が入って来る。

「!?」

　高速だった。笑うのを止やめた倉敷が目にも留まらぬスピードで紙をクシャクシャクシャ！　と丸め込む。

「？　どうしましたか倉敷さん？」

「な、なんでもないよアマちゃん！　何もなさすぎて平和な毎日なくらいだし！」

　冷ひや汗あせダラダラな倉敷がメッセージを送ってくる。

　モールス信号ばりに、瞬まばたきだけで「ゼッタイニイワナイデネ？」と。

　ＯＫ。




「先生。倉敷が無断バイトしてます」




「姫宮ぁぁぁぁぁぁぁ────っ！」

　その後、倉敷は反省文10枚、俺はクーラーの使用権と倉敷からマイナス１００ｐｔという有あり難がたいものばかりをＧＥＴすることができた。

　今年の夏はプライベートルームで快適な夏が過ごせそうである。

　やったぜ。








エピローグ






　課外授業当日。美み咲さきグループ、遠えん藤どうグループらが結けつ託たくして希望する場所へ行くとなれば、波なみ川かわや伊い刈かりたち男子グループらも交ざって行くのはごくごく自然な流れ。

　行き先は、職業訓練施し設せつ。しかし、俺たち高校生ではなく、小さな子供たちのである。

　いわばアミューズメント施設だろう。実在する60以上の企き業ぎようがスポンサーになっていて、飲食店やホテル、航空会社系、テレビ局などなど、なんでもござれな職業を一日中体験できますよという場所になっている。働いた分だけ施設内で使えるオリジナル通貨を貰もらえるのだから驚おどろきだ。

　何故、俺がそこまでアイツ等の行く施設に詳くわしいかというと、俺も同じ場所だから。

「反省文の恨うらみじゃ」と、倉くら敷しきに半ば強制的にぶち込まれたのだ。

　俺の仕事内容は迷子の子供を探す、いわば見回り警備員。ガッツリとした制服でパトロールなどはせず、支給されたスタッフＴシャツに腕わん章しようを付けただけの快適な服装である。




　警備員と称しようして、ブラブラと様々な施設を回っていれば、あっという間に一日の業務が終しゆう了りよう。スタッフ専用の更こう衣い室に行けば、俺らと同じように課外授業を体験しにきた高校生たちが制服へと着き替がえて帰りの身支度を整えている。

　着替えを終えて裏口にある大広間前。あとは、点呼を終えれば自由解散だ。

「お疲つかれ、姫ひめ宮みや」

「おう」

　羽は鳥とりは既すでに支度を終えていたらしい。

「姫宮は何してたの？」

「警備」

「そう」

「……」「……」

「わ、私は図書館の司書やってた」

「へー」

「……」「……」

　俺ら会話へたすぎぃ！　今回は完全に俺が原因だと思うが。

「ひ、姫宮っ！」

「お、おう」

　どうしたことか。今までとテンションが違う様子の羽鳥はカバンから何やら資料を取り出し、俺へと見せてくる。

「な、夏休みなんだけど、皆みんなでキャンプか夏フェス、海水浴、温泉、どれか行かない……？」

「お前……めちゃくちゃ予防線張ってきたな……」

　羽鳥は前々から準備していたようで、各案に対してマーカーや付ふ箋せんなどが要所要所に入れられていた。わざわざ美咲や倉敷、俺を誘さそうために作ったのだろうか。

「キャンプとか夏フェスってテンション上がるよな」

「！　うんっ！　すごい盛り上がる！」

「今年もソロで行ってこようかな」

「私、ソロの話はしてないんだけど……。そ、それだったら、姫宮がキャンプかフェスに行くとき教えてっ！」

　教えたとして、現地集合現地解散って中々エグいぞ。

　羽鳥タフネス。「他にも候補あるから！」と資料をパラパラ捲めくり、あれやこれやと提案してくる。

「夏祭りも色々あるから、打ち上げ花──、「あ、あの！」」

　突とつ如じよ、羽鳥の声が搔かき消けされる。次から次へと忙せわしない。

　俺と羽鳥が振ふり向むけば、他校の制服に身を包む少女がそこには立っていた。

　小こ柄がらで華きや奢しやな体つきに、あどけない顔立ち。ハーフ？　というよりクォーターくらいだろうか。西洋由来と思われる肌はだの白さやガラス玉のような瞳ひとみ、地毛であろうブロンドの髪は、人形のような童顔を──、……ん？　どこかで見たことがある？

　予感は的中しているようで、少女は恐おそる恐るといった様子で俺に尋たずねてくる。

「私のこと、……覚えてますか？」

「正直微び妙みよう」

「そう、ですか……」

「結構経たちましたもんね……」と少女がガックシ肩かたを落としていると、美咲や倉敷、洞うろヶが瀬せや波川たちといったグループが続々とやって来る。

「姫宮君、どうしたの？」と近づいてきた美咲に聞かれれば、少女は目を輝かがやかせる。

「姫宮さんって言うんですね！　やっとお名前を知ることができました」

「はあ」

　どこかの洋食屋で俺の名前を言えば、サラダとスープでも無料で付けてくれるのだろうか。よかったね。

「それじゃ」

「ま、待ってください！　思い出してくれるまで今度は行かせませんっ！」

　一生帰れなかったらどうしよう。顔の広い美咲へと目配せしてみるが、美咲も知らないようで首を振る。羽鳥たちにも見覚えはないらしい。

　少女が大ヒントをくれる。




「私！　姫宮さんに以前、告白した者なんですが覚えてませんか!?」

「「「「「…………。え？」」」」」




　大ヒントというより爆ばく弾だん発言。

　美咲、羽鳥、倉敷ら仲良しグループは勿もち論ろんのこと、洞ヶ瀬や遠藤、波川らが俺を凝ぎよう視ししてフリーズ。ついには「「「「「えええええっ!?」」」」」とパニックホラーかよと言いたくなるくらいにざわつき始める。

　さすがの俺でも爆弾を放り投げられれば思い出す。

　受験日に自分の受ける高校を間ま違ちがえてた人。

　もしくは、新入生になって間もなく、いきなり告白してきた人。

　思い出した感想。とりあえず、混乱に乗じて立ち去りたい。








あとがき






　ブンブン、ハロー読者様。どうもナギキンです。

　どうもみなさん、おはこんばんちは。エコ者です。

　万象一切灰かい燼じんと為なせ『凪なぎ木きエコ』。

　あん肝きも！　殺意と苛いら立だちを！　レッツ・ラ・まぜまぜ！　キュア凪木、ヘイお待ち！

　好感度高そうな挨あい拶さつを模も索さくしたものの、石しか投げられそうにないです。

　おざます、凪木エコです。

　今回、あとがきは７Ｐ分課せられているので、長げーよと思われる方は次の一行だけ目を通していただければ幸いです。

　２巻も読んでいただき、ありあとやしたー。

　はい。凝ぎよう縮しゆくされた感謝を述べたところで、以降も付き合ってくださるボランティア的な読者さんは頑がん張ばっていただければと思います。もう後あと戻もどりは許しまへん。行かないで。




　２巻が無事出版、そして…………、１巻重版っ。

　本当に良かった。めでたいです。ぱんぱかぱーんですよ。

　この１ページでどんだけパロッてんだよってくらい言ってますね。自重します。

　重版の連れん絡らくが担当さんから来たとき、サラサーティコットン１００かよってくらい、さらっと担当さんに言われました。業務的な話の後に言われた記き憶おくがあります。

　僕自身、１巻の売上動向を全く尋たずねてなかったので、「２巻で打ち切りンゴ、凪木お疲つかれンゴ」って言われても仕方ねーなーと思っていたので嬉うれしンゴ。

　今、喫きつ茶さ店てんで書いてるんですが、相当気持ち悪い文章書いてますね。自覚してるから何も言わないでください。

　隣となりの人、すげー美人。この文章覗のぞいてたら、電話番号教えてくださ──、

　はい。気持ち悪いですね。

　話を戻もどします。２巻が無事出版できたのも、１巻がめでたく重版されたのも、『おひとり様』を手に取っていただいた皆みなさん、独り好きな読者さんたちのおかげです。

「独り好きしか感謝しねーのかよ」と不平不満を言う読者さんはいないはず。だってＴｗｉｔｔｅｒでメッセージくれる人たちは皆、独り好き派だったし。冗じよう談だん抜ぬきで全員の方が独り好きとおっしゃってました。日本大だい丈じよう夫ぶかよ。

　とは言いつつ、１巻でも言いましたが僕も独り派は閥ばつです。独り万歳です。

　ラストサムライが世に沢たく山さんいることを知れて嬉うれしいのは勿もち論ろんのこと、何よりも作品を読んで「共感した」と言っていただけたことが嬉しかったです。

　だって考えてみてくださいよ。独りに対する思いの丈たけを丸っと詰つめ込んだこの作品が酷こく評ひようだらけだったら、僕の人生を全否定されるってことですから。作品を通して人格否定されるとかエグすぎ。全米もとい、全俺が泣いた。

　というわけで、別の意味で涙なみださせてくれた読者さんには感謝しかありません。

　良いこと言ったから、泣いてもいいんやで。

　こういう余計なこと言うから、俺独りなんやで。




　パロネタについて序じよ盤ばんで触ふれたので、この場で少しお話をさせていただきます。

　基本、大多数の方が知っているネタを文章に散らかすようには励はげんでいるのですが、僕も人間です。ときたま、「このネタすこ。自分だけ分かればそれでいいや」というようなケースがございます。ご容よう赦しやください。

　例を挙げるなら、俺の両乳首は機き関かん銃じゆうとか、前作だとＨａｎＤ Ｃｒｅａｍ！　とか。

　ときどき、ハードすぎて自分で引いてボツにするケースもあります。

　ここを供く養よう場ばとして、皆さんにもボツネタの顔を見てやっていただければと。

　その①：とあるお兄ちゃんのＲ18指定黙もく示し録ろく

　キャッチコピーは、お兄ちゃんと妹が交差する時物語は始まる

　その②：僕のお姉ちゃんを食べたい

　キャッチコピーは、ラスト、きっとこのタイトルにドン引きする

　その③：キセチンの完全無欠の前ぜん戯ぎＶＳミドチンの超ちよう長ちよう距きよ離り砲ほう

　キャッチコピーは、「憧あこがれるのはもう……やめる」「俺のは絶対挿入はいらないのだよ」

　合がつ掌しよう。




　少し真面目な話をして人権を取とり戻もどしていきます。

　２巻いかがだったでしょうか。１巻に比べてページ数はスタイリッシュになったものの、各人物の性格を色いろ濃こく紹しよう介かいできたかなと。僕が思ってるだけだったらごめんなさい。また、１巻は下したっ端ぱ作家のラブコメにしては分厚すぎました。ごめんなさい。

　１学期終しゆう了りよう間際となり、入学時のようにフワフワしたクラスメイトたちとの距きよ離り感かんがなくなった今回。春はる一いちも一層無む双そう状態になってきました。特に華か梨りんに。

　遊びに誘さそったら、

「やだ」

　提案したら、

「やだ」

　グーパンしたくなりますね。

　でも、物事ハッキリ言える奴やつってスゲーし、強い。人生損しているかもだけど、得もしている。そんな感じが僕はカッコイイと思うし、生き方として超ちよう好きです。

　今巻のスポットである夢ゆめ乃のについて。華梨・英え玲れ奈な・瑠る璃りの仲良し３人グループが良心的な性格とすれば、夢乃はダーティーさを持ち合わせた性格。ダークヒロイン。

　仲良し３人組は自分のクラスにいてほしいですが、夢乃のほうが共感性は高いです。中高生時代って、特に自分の地位を気にするお年とし頃ごろ。だからこそ、不利益なことに目を瞑つぶったり、偽いつわったりするのは処世術として悪いことではないと僕は思います。

　そんな友にさえ己を偽り続ける少女が、自分（春一）にだけ本当の自分をさらけ出してくれる。

　超最高だよねー。

　っていうのが今回のお話でした。

　愚ぐ痴ちや不満なんかを聞いてもらうのは確かにスッキリしますね。

　皆さんはどうやって溜ため込んだストレスを発散しますか？

　僕の場合は自己解決することが多いです。他人に悩なやみを相談したってことは、ほぼほぼ無いのかな？　ちっぽけな海馬を巡めぐらせても見つかりません。独り好きな人も自己解決型が多そうな気がします。

　僕はギリギリまでストレスを溜め込み続け、溜まれば溜まるほど仕事が全くできなくなる王道のダメ人間タイプです。

　そんな僕のどうしようもなくなったときのストレス発散方法は、コンビニやスーパーで高めなクラフトビールを買って、真昼間のベンチで、ぼーっ、とビールを飲むというのが王道パターン。

　一回開き直ります。何なら逆ギレします。

　焦あせって何もできないくらいなら、何も考えねーで時間を潰つぶすどオラは。

　あービールうめー。

　という気持ちで時間を無む駄だに散財。独りええじゃないか祭り開かい催さい。

　頭の中身をオールデリート。良いアイデアや情報も中にはあるかもしれませんが、９割９分以上がカスみたいなマイナス要素なのでスッキリさせちゃいます。

　皆さんのストレス発散方法、私気になります。Ｔｗｉｔｔｅｒか何かでお便り是ぜ非ひ。




　皆さんお疲れ様でした。ここからは謝辞です。

　担当さん。１巻同様、大変ご迷めい惑わくをお掛かけしました……。謝りすぎて反省の色が全く見えない感じになっているのは重々承知です。謝らなくて済むような生活ができるように頑張ります。いつになるか未定で申し訳ございまそん。

　イラストレーターのあゆま紗さ由ゆさん。１巻に引き続き、華梨たちの可愛いイラストをありがとうございます。やっぱり水着はいい……！　永遠に夏回だったらいいのに。そう思えてしまう程のインパクトっ。

　最後はもちろん読者様。よく長々とここまで読んでくださりました。褒ほめてつかわす。

　すいません。冗談抜きでマジでありがとうございました。

　ここまで読んでいただけたサービスにはなるか分かりませんが少し告知。

　はたして次巻では、１巻ド頭＆２巻ラストに出てきた残念ガールの回となるか。はたまた、これっきり出てこないのか……？

　僕も分かりませんっ。だってまだプロット考え中だもの。

　それでは皆さん、３巻でお会いできればと！　それでは！


凪木エコ





















お前まえら、おひとり様さまの俺おれのこと好すきすぎだろ。２
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